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(57)【要約】
　本方法は、アクセスポイント（AP）によってシグナリ
ングを生成するステップであって、シグナリングはAP識
別子（ID）フィールドと、帯域幅（BW）フィールドと、
ガードインターバル（GI）フィールドと、巡回冗長検査
（CRC）フィールドと、末尾（Tail）フィールドとを備
え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示
され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シ
グナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィック
ス（CP）長が指示され、CRCフィールドを使用して、シ
グナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが
保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよ
びデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTai
lフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフ
ィールドである、ステップと、APによってシグナリング
を送信するステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法であって、
前記方法は、
　アクセスポイントAPによってシグナリングを生成するステップであって、前記シグナリ
ングはAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと
、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここで前記AP IDフィー
ルドを使用して、前記APのIDが指示され、前記BWフィールドを使用して、前記シグナリン
グに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、前記GIを使用して、前記シグナリングに
続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、前記CRCフィールドを使用
して、前記シグナリングにおける前記CRCフィールドの前のフィールドが保護され、前記T
ailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここで前記CRCフ
ィールドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリングにおける最後の2つのフィールド
である、ステップと、
　前記シグナリングを、前記APによって送信するステップと
　を含む、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法。
【請求項２】
　前記AP IDフィールドは前記シグナリングの第1のフィールドとなっている、請求項1に
記載の方法。
【請求項３】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それらは
すなわち、
　次期シグナリング伝送変調および符号化方式MCSフィールド、次期シグナリング長フィ
ールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マルチユーザMUフィールド、
遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FEC符号化フィールド、ステ
ーションSTA台数フィールド、またはステーション識別子STAID長フィールドであって、こ
こで前記次期シグナリングMCSフィールドを使用して、前記次期シグナリングの伝送MCSが
指示され、前記次期シグナリング長フィールドを使用して、前記次期シグナリングの長さ
が指示され、前記フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送の
フレーム構造が指示され、前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、前記遷移時間フィールドを使用して、前
記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、前記継続時間フィールドを使
用して、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示
され、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ
符号化モードが指示され、前記STA台数フィールドを使用して、このスケジューリング伝
送におけるSTAの台数が指示され、前記STAID長フィールドを使用して、このスケジューリ
ング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここでこのスケジューリング伝送の前記
フレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、または構造カスケードダウンリ
ンクおよびアップリンクを含む、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が
前記アップリンク構造であると指示した場合に、前記APが前記シグナリングを送信した前
記ステップの後に、前記方法は、
　前記STAが送信するアップリンクデータパケットを、前記APによって受信するステップ
と、
　前記STAに対して確認応答メッセージを、前記APによって送信するステップであって、
前記確認応答メッセージを使用して、前記APが前記アップリンクデータパケットを受信す
ることが指示される、ステップと
　をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】



(3) JP 2017-535220 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

　前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が
前記ダウンリンク構造であると指示した場合に、前記APが前記シグナリングを送信した前
記ステップの後に、前記方法は、
　前記STAに対してダウンリンクデータパケットを、前記APによって送信するステップと
、
　前記STAが送信する確認応答メッセージを、前記APによって受信するステップであって
、前記確認応答メッセージを使用して、前記STAが前記ダウンリンクデータパケットを受
信することが指示される、ステップと
　をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が
前記構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、前記APが
前記シグナリングを送信した前記ステップの後に、前記方法は、
　前記STAに対してダウンリンクデータパケットを、前記APによって送信するステップと
、
　前記STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答メッセージを、前
記APによって受信するステップであって、前記第1の確認応答メッセージを使用して、前
記STAが前記ダウンリンクデータパケットを受信することが指示される、ステップと、
　前記STAに対して第2の確認応答メッセージを、前記APによって送信するステップであっ
て、前記第2の確認応答メッセージを使用して、前記APが前記アップリンクデータパケッ
トを受信することが指示される、ステップと
　をさらに含み、または
　前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が
前記構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、前記APが
前記シグナリングを送信した前記ステップの後に、前記方法は、
　前記STAが送信するアップリンクデータパケットを、前記APによって受信するステップ
と、
　前記STAに対してダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答メッセージを、前記
APによって送信するステップであって、前記第2の確認応答メッセージを使用して、前記A
Pが前記アップリンクデータパケットを受信することが指示される、ステップと、
　前記STAが送信する第1の確認応答メッセージを、前記APによって受信するステップであ
って、前記第1の確認応答メッセージを使用して、前記STAが前記ダウンリンクデータパケ
ットを受信することが指示される、ステップと
　をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点がTである場合、前記遷移時間フィー
ルドの値Mは、M＝（T－前記次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中に
おける各リソースユニットの時間ドメインの長さ、となっている、請求項3から6のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項８】
　このスケジューリング伝送が前記SU伝送である場合に、前記シグナリングは以下のフィ
ールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはSU／MUフィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
けるデータの伝送MCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化ST
BCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィール
ドとをさらに備え、ここで前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
が前記SU伝送であることが指示され、前記STAIDフィールドを使用して、このスケジュー
リング伝送におけるSTAの識別子が指示され、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSの前記フィールドを使用して、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSが指示され、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング
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伝送におけるデータ符号化モードが指示され、前記STBCフィールドを使用して、前記SU伝
送における前記シグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示さ
れ、前記NSSフィールドを使用して、前記SU伝送において使用されるストリーム数が指示
され、前記集約フィールドを使用して、前記非プリアンブル部の前記データが単一のメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示さ
れ、前記平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示される
、請求項3に記載の方法。
【請求項９】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィ
ールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはフレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA
台数フィールドとをさらに備え、ここで前記フレーム構造指示フィールドを使用して、こ
のスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前記構造カスケードダウンリンクおよびア
ップリンクであることが指示され、前記ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数
が指示される、請求項3に記載の方法。
【請求項１０】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを受信する方法であって、
前記方法は、
　アクセスポイントAPが送信するシグナリングを、ステーションSTAによって受信するス
テップであって、前記シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、
ガードインターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィール
ドとを備え、ここで前記AP IDフィールドを使用して、前記APのIDが指示され、前記BWフ
ィールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、前
記GIを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が
指示され、前記CRCフィールドを使用して、前記シグナリングにおける前記CRCフィールド
の前のフィールドが保護され、前記Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコー
ダ内がクリアされ、ここで前記CRCフィールドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリ
ングにおける最後の2つのフィールドである、ステップと、
　前記AP IDフィールドと、前記BWフィールドと、前記GIフィールドとを前記STAによって
個別に解析して、前記APの前記IDと、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要となる前
記帯域幅および前記CP長とを取得するステップであって、前記APの前記IDが前記STAに関
連付けられたAP IDと一致しない場合、前記AP IDフィールドの後のフィールドに対する解
析が停止される、ステップと
　を含む、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを受信する方法。
【請求項１１】
　前記AP IDフィールドは前記シグナリングの第1のフィールドとなっている、請求項10に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それらは
すなわち、
　前記シグナリングにおける次期シグナリングの伝送変調および符号化方式MCSのフィー
ルド、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU
／マルチユーザMUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂
正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドであって、ここ
で前記次期シグナリングMCSフィールドを使用して、前記次期シグナリングの前記伝送MCS
が指示され、前記次期シグナリング長フィールドを使用して、前記次期シグナリングの長
さが指示され、前記フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送
のフレーム構造が指示され、前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝
送がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、前記遷移時間フィールドを使用して、
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ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、前記継続時間フィールドを使用
して、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示さ
れ、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ符
号化モードが指示され、前記STA台数フィールドを使用して、このスケジューリング伝送
におけるSTAの台数が指示され、前記STAID長フィールドを使用して、このスケジューリン
グ伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここでこのスケジューリング伝送の前記フ
レーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、または構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクを含み、
　前記方法は、
　以下のフィールドのうちの少なくとも1つを、前記STAによって解析して、以下の情報の
うちの少なくとも1つを取得するステップであって、それらはすなわち、
　前記次期シグナリングの前記伝送MCS、前記次期シグナリングの長さ、このスケジュー
リング伝送の前記フレーム構造、このスケジューリング伝送が前記SU伝送であるか、前記
MU伝送であるか、前記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点、このスケジューリン
グ伝送によって前記チャネルを占有する際の前記残余継続時間、このスケジューリング伝
送における前記データ符号化モード、このスケジューリング伝送におけるステーションST
Aの台数、もしくはこのスケジューリング伝送における前記STAの前記STAIDの長さである
、ステップ
　をさらに含む、請求項10または11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記方法は、
　前記次期シグナリングにおけるリソース指示情報を、前記STAによって読み取るステッ
プと、
　前記リソース指示情報に従って前記STAのリソース位置を、前記STAによって特定するス
テップと、
　前記リソース位置においてアップリンクデータパケットおよび／またはダウンリンクデ
ータパケットを、前記STAによって送信するステップと
　をさらに含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記シグナリングが前記遷移時間フィールドを備える場合に、前記遷移時間フィールド
を前記STAによって解析して、前記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点を取得す
る前記ステップは、
　あらかじめ設定された式を、前記STAによって、前記遷移時間フィールドの値による前
記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と
、前記シグナリングの終了時間とを特定するステップであって、前記あらかじめ設定され
た式は、遷移時点＝遷移時間フィールドの値×前記リソースユニットの時間ドメイン長＋
前記次期シグナリングの終了時間、となっている、ステップ
　をさらに含む、請求項12または13に記載の方法。
【請求項１５】
　前記シグナリングが前記フレーム構造指示フィールドをさらに備え、かつ前記フレーム
構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前記構造カスケ
ードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソー
スの時間ドメイン位置は、
　前記アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋前
記次期シグナリングで指示されるアップリンク時間、
　となっている、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　このスケジューリング伝送が前記SU伝送である場合に、前記シグナリングは以下のフィ
ールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはSU／MUフィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
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けるデータの伝送MCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化ST
BCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィール
ドとをさらに備え、ここで前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
が前記SU伝送であることが指示され、前記STAIDフィールドを使用して、このスケジュー
リング伝送におけるSTAの識別子が指示され、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSの前記フィールドを使用して、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSが指示され、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング
伝送におけるデータ符号化モードが指示され、前記STBCフィールドを使用して、前記SU伝
送における前記シグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示さ
れ、前記NSSフィールドを使用して、前記SU伝送において使用されるストリーム数が指示
され、前記集約フィールドを使用して、前記非プリアンブル部の前記データが単一のメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示さ
れ、前記平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、
　以下のフィールドのうちの少なくとも1つを、前記STAによって解析して、以下の情報の
うちの少なくとも1つを取得する前記ステップは、
　前記SU／MUフィールドと、前記STAIDフィールドと、前記非プリアンブル部における前
記データの前記伝送MCSの前記フィールドと、前記FEC符号化フィールドと、前記STBCフィ
ールドと、前記NSSフィールドと、前記集約フィールドと、前記平滑フィールドとを、前
記STAによって解析して、以下の情報を取得するステップであって、それらはすなわち、
このスケジューリング伝送が前記SU伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送にお
ける前記STAの前記識別子、前記非プリアンブル部における前記データの前記伝送MCS、こ
のスケジューリング伝送における前記データ符号化モード、前記SU伝送における前記シグ
ナリングに続く前記データ伝送が前記STBC方式で実行されたかどうか、前記SU伝送におい
て使用される前記ストリーム数、前記非プリアンブル部の前記データが単一のMPDUである
か、MPDUの集約であるか、ならびに前記ビーム形成に関する情報である、ステップ
　を特に含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１７】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィ
ールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはフレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA
台数フィールドとをさらに備え、ここで前記フレーム構造指示フィールドを使用して、こ
のスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前記構造カスケードダウンリンクおよびア
ップリンクであることが指示され、前記ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数
が指示され、
　以下のフィールドのうちの少なくとも1つを、前記STAによって解析して、以下の情報の
うちの少なくとも1つを取得する前記ステップは、
　前記フレーム構造指示フィールドと前記ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィール
ドとを、前記STAによって解析して、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前
記構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであることを確認し、かつこのスケジ
ューリング伝送における前記ダウンリンク／アップリンクのユーザ数を確認する、ステッ
プ
　を特に含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１８】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法であって、
この伝送がシングルSU伝送である場合に、前記方法は、
　ステーションSTAによってシグナリングを生成するステップであって、前記シグナリン
グはアクセスポイントAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMU
フィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、ステーション識別子STAIDフィール
ドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドと
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、順方向誤り訂正FEC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化STBCフィールドと、空
間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィールドと、巡回冗長検査C
RCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここで前記AP IDフィールドを使用して
、前記APのIDが指示され、前記BWフィールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ
伝送に必要な帯域幅が指示され、前記SU／MUフィールドを使用して、この伝送が前記SU伝
送であることが指示され、前記GIフィールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ
伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、前記STAIDフィールドを使用して、こ
の伝送におけるSTAの識別子が指示され、前記非プリアンブル部における前記データの前
記伝送MCSの前記フィールドを使用して、前記非プリアンブル部における前記データの伝
送MCSが指示され、前記FEC符号化フィールドを使用して、前記非プリアンブル部における
前記データのデータ符号化モードが指示され、前記STBCフィールドを使用して、前記SU伝
送における前記シグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示さ
れ、前記NSSフィールドを使用して、前記SU伝送において使用されるストリーム数が指示
され、前記集約フィールドを使用して、前記非プリアンブル部の前記データが単一のメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示さ
れ、前記平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、
前記CRCフィールドを使用して、前記シグナリングにおける前記CRCフィールドの前のフィ
ールドが保護され、前記Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリ
アされ、ここで前記CRCフィールドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリングにおけ
る最後の2つのフィールドである、ステップと、
　前記シグナリングを、前記STAによって送信するステップと
　を含む、
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法。
【請求項１９】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法であって、
この伝送がシングルユーザSU伝送である場合に、前記方法は、
　ステーションSTAが送信するシグナリングを、アクセスポイントAPによって受信するス
テップであって、前記シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、
SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、ステーション識
別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式M
CSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化STBC
フィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィールド
と、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここで前記AP IDフィ
ールドを使用して、前記APのIDが指示され、前記BWフィールドを使用して、前記シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、前記SU／MUフィールドを使用して、こ
の伝送が前記SU伝送であることが指示され、前記GIフィールドを使用して、前記シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、前記STAIDフィール
ドを使用して、この伝送におけるSTAの識別子が指示され、前記非プリアンブル部におけ
る前記データの前記伝送MCSの前記フィールドを使用して、前記非プリアンブル部におけ
る前記データの前記伝送MCSが指示され、前記FEC符号化フィールドを使用して、前記非プ
リアンブル部における前記データのデータ符号化モードが指示され、前記STBCフィールド
を使用して、前記SU伝送における前記シグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行さ
れたかどうかが指示され、前記NSSフィールドを使用して、前記SU伝送において使用され
るストリーム数が指示され、前記集約フィールドを使用して、前記非プリアンブル部の前
記データが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、前記平滑フィールドを
使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、前記CRCフィールドを使用
して、前記シグナリングにおける前記CRCフィールドの前のフィールドが保護され、前記T
ailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここで前記CRCフ
ィールドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリングにおける最後の2つのフィールド
である、ステップと、
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　前記AP IDフィールドと、前記BWフィールドと、前記GIフィールドと、前記SU／MUフィ
ールドと、前記STAIDフィールドと、前記非プリアンブル部における前記データの前記伝
送MCSのフィールドと、前記FEC符号化フィールドと、前記STBCフィールドと、前記NSSフ
ィールドと、前記集約フィールドと、前記平滑フィールドとを、前記APによって個別に解
析して、以下の情報を取得するステップであって、それらはすなわち、
　前記APの前記ID、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要となる前記帯域幅および前
記CP長、この伝送が前記SU伝送であるかどうか、この伝送における前記STAの前記識別子
、前記非プリアンブル部における前記データの前記伝送MCS、前記非プリアンブル部にお
ける前記データの前記データ符号化モード、前記SU伝送における前記シグナリングに続く
前記データ伝送が前記STBC方式で実行されたかどうか、前記SU伝送において使用される前
記ストリーム数、前記非プリアンブル部の前記データが単一のMPDUであるか、MPDUの集約
であるか、ならびに前記ビーム形成に関する情報であり、
　前記APの前記IDが前記APのAP IDと一致しない場合、前記AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される、ステップと
　を含む、
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法。
【請求項２０】
　アクセスポイントAPであって、前記APは生成ユニットと送信ユニットとを備え、
　前記生成ユニットは前記シグナリングを生成するように構成されており、前記シグナリ
ングはAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと
、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここで前記AP IDフィー
ルドを使用して、前記APのIDが指示され、前記BWフィールドを使用して、前記シグナリン
グに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、前記GIを使用して、前記シグナリングに
続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、前記CRCフィールドを使用
して、前記シグナリングにおける前記CRCフィールドの前のフィールドが保護され、前記T
ailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここで前記CRCフ
ィールドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリングにおける最後の2つのフィールド
であり、
　前記送信ユニットは前記シグナリングを送信するように構成されている、
　アクセスポイントAP。
【請求項２１】
　前記AP IDフィールドは前記シグナリングの第1のフィールドとなっている、請求項20に
記載のAP。
【請求項２２】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それらは
すなわち、
　次期シグナリング伝送変調および符号化方式MCSフィールド、次期シグナリング長フィ
ールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マルチユーザMUフィールド、
遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FEC符号化フィールド、ステ
ーションSTA台数フィールド、またはステーション識別子STAID長フィールドであって、こ
こで前記次期シグナリングMCSフィールドを使用して、前記次期シグナリングの伝送MCSが
指示され、前記次期シグナリング長フィールドを使用して、前記次期シグナリングの長さ
が指示され、前記フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送の
フレーム構造が指示され、前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、前記遷移時間フィールドを使用して、前
記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、前記継続時間フィールドを使
用して、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示
され、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ
符号化モードが指示され、前記STA台数フィールドを使用して、このスケジューリング伝
送におけるSTAの台数が指示され、前記STAID長フィールドを使用して、このスケジューリ
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ング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここでこのスケジューリング伝送の前記
フレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、または構造カスケードダウンリ
ンクおよびアップリンクを含む、請求項20または21に記載のAP。
【請求項２３】
　前記APは受信ユニットをさらに備え、
　前記受信ユニットは、前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送
の前記フレーム構造が前記アップリンク構造であると指示した場合に、前記送信ユニット
が前記シグナリングを送信した後に、前記STAが送信するアップリンクデータパケットを
受信するように構成されており、
　前記送信ユニットは、前記STAに対して確認応答メッセージを送信するようにさらに構
成されており、ここで前記確認応答メッセージを使用して、前記APが前記アップリンクデ
ータパケットを受信することが指示される、
　請求項22に記載のAP。
【請求項２４】
　前記APは受信ユニットをさらに備え、
　前記送信ユニットは、前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送
の前記フレーム構造が前記ダウンリンク構造であると指示した場合に、前記シグナリング
を送信した後に、前記STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するようにさらに
構成されており、
　前記受信ユニットは、前記STAが送信する確認応答メッセージを受信するように構成さ
れており、ここで前記確認応答メッセージを使用して、前記STAが前記ダウンリンクデー
タパケットを受信することが指示される、
　請求項22に記載のAP。
【請求項２５】
　前記APは受信ユニットをさらに備え、
　前記送信ユニットは、前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送
の前記フレーム構造が前記構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示
した場合に、前記シグナリングを送信した後に、前記STAに対してダウンリンクデータパ
ケットを送信するようにさらに構成されており、
　前記受信ユニットは、前記STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認
応答メッセージを受信するように構成されており、ここで前記第1の確認応答メッセージ
を使用して、前記STAが前記ダウンリンクデータパケットを受信することが指示され、
　前記送信ユニットは、前記STAに対して第2の確認応答メッセージを送信するようにさら
に構成されており、ここで前記第2の確認応答メッセージを使用して、前記APが前記アッ
プリンクデータパケットを受信したことが指示され、または
　前記受信ユニットは、前記フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送
の前記フレーム構造が前記構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示
した場合に、前記送信ユニットが前記シグナリングを送信した後に、前記STAが送信する
アップリンクデータパケットを受信するようにさらに構成されており、
　前記送信ユニットは、前記STAに対してダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応
答メッセージを送信するようにさらに構成されており、ここで前記第2の確認応答メッセ
ージを使用して、前記APが前記アップリンクデータパケットを受信したことが指示され、
　前記受信ユニットは、前記STAが送信する第1の確認応答メッセージを受信するようにさ
らに構成されており、ここで前記第1の確認応答メッセージを使用して、前記STAが前記ダ
ウンリンクデータパケットを受信することが指示される、
　請求項22に記載のAP。
【請求項２６】
　前記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点がTである場合、前記遷移時間フィー
ルドの値Mは、
　M＝（T－前記次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソ
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ースユニットの時間ドメインの長さ、
　となっている、請求項22から25のいずれか一項に記載のAP。
【請求項２７】
　このスケジューリング伝送が前記SU伝送である場合に、前記シグナリングは以下のフィ
ールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはSU／MUフィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
けるデータの伝送MCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化ST
BCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィール
ドとをさらに備え、ここで前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
が前記SU伝送であることが指示され、前記STAIDフィールドを使用して、このスケジュー
リング伝送におけるSTAの識別子が指示され、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSの前記フィールドを使用して、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSが指示され、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング
伝送におけるデータ符号化モードが指示され、前記STBCフィールドを使用して、前記SU伝
送における前記シグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示さ
れ、前記NSSフィールドを使用して、前記SU伝送において使用されるストリーム数が指示
され、前記集約フィールドを使用して、前記非プリアンブル部のデータが単一のメディア
アクセス制御プロトコルデータユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、
前記平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示される、請
求項25に記載のAP。
【請求項２８】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィ
ールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはフレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA
台数フィールドとをさらに備え、ここで前記フレーム構造指示フィールドを使用して、こ
のスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前記構造カスケードダウンリンクおよびア
ップリンクであることが指示され、前記ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数
が指示される、請求項25に記載のAP。
【請求項２９】
　ステーションSTAであって、前記STAは受信ユニットと解析ユニットとを備え、
　前記受信ユニットは、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信するように構
成されており、前記シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガ
ードインターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールド
とを備え、ここで前記AP IDフィールドを使用して、前記APのIDが指示され、前記BWフィ
ールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、前記
GIを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指
示され、前記CRCフィールドを使用して、前記シグナリングにおける前記CRCフィールドの
前のフィールドが保護され、前記Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ
内がクリアされ、ここで前記CRCフィールドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリン
グにおける最後の2つのフィールドであり、
　前記解析ユニットは、前記AP IDフィールドと、前記BWフィールドと、前記GIフィール
ドとを解析して、前記APのIDと、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要となる前記帯
域幅および前記CP長とをそれぞれ取得するように構成されており、
　前記APのIDが前記STAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、前記AP IDフィールド
の後のフィールドに対する解析が停止される、
　ステーションSTA。
【請求項３０】
　前記AP IDフィールドは前記シグナリングの第1のフィールドとなっている、請求項29に
記載のSTA。
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【請求項３１】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それらは
すなわち、
　前記シグナリングにおける次期シグナリングの伝送変調および符号化方式MCSのフィー
ルド、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU
／マルチユーザMUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂
正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドであって、ここ
で前記次期シグナリングMCSフィールドを使用して、前記次期シグナリングの前記伝送MCS
が指示され、前記次期シグナリング長フィールドを使用して、前記次期シグナリングの長
さが指示され、前記フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送
のフレーム構造が指示され、前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝
送がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、前記遷移時間フィールドを使用して、
ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、前記継続時間フィールドを使用
して、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示さ
れ、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ符
号化モードが指示され、前記STA台数フィールドを使用して、このスケジューリング伝送
におけるSTAの台数が指示され、前記STAID長フィールドを使用して、このスケジューリン
グ伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここでこのスケジューリング伝送の前記フ
レーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、または構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクを含み、
　前記解析ユニットは、以下のフィールドのうちの少なくとも1つを解析して、以下の情
報のうちの少なくとも1つを取得する用にさらに構成されており、それらはすなわち、
　前記次期シグナリングの前記伝送MCS、前記次期シグナリングの長さ、このスケジュー
リング伝送の前記フレーム構造、このスケジューリング伝送が前記SU伝送であるか、前記
MU伝送であるか、前記ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点、このスケジューリン
グ伝送によって前記チャネルを占有する際の前記残余継続時間、このスケジューリング伝
送における前記データ符号化モード、このスケジューリング伝送におけるステーションST
Aの台数、もしくはこのスケジューリング伝送における前記STAの前記STAIDの長さである
請求項29または30に記載のSTA。
【請求項３２】
　前記STAは読取ユニットと、判定ユニットと、送信ユニットとをさらに備え、
　前記読取ユニットは、前記次期シグナリングのリソース指示情報を読み取るように構成
されており、
　前記判定ユニットは、前記リソース指示情報に従ってSTAのリソース位置を判定するよ
うに構成されており、
　前記受信ユニットは、前記リソース位置においてダウンリンクデータパケットを受信す
るように構成されており、または
　前記送信ユニットは、前記リソース位置においてアップリンクデータパケットを送信す
るように構成されている、
　請求項31に記載のSTA。
【請求項３３】
　前記シグナリングが前記遷移時間フィールドを備える場合に、前記解析ユニットは、
　あらかじめ設定された式を参照して、前記遷移時間フィールドの値による前記ダウンリ
ンクからアップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、前記シグ
ナリングの終了時間とを特定するように特に構成されており、前記あらかじめ設定された
式は、
　遷移時点＝遷移時間フィールドの値×前記リソースユニットの時間ドメイン長＋前記次
期シグナリングの終了時間、となっている、請求項31または32に記載のSTA。
【請求項３４】
　前記シグナリングが前記フレーム構造指示フィールドをさらに備え、かつ前記フレーム
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構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前記構造カスケ
ードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソー
スの時間ドメイン位置は、
　前記アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋前
記次期シグナリングで指示されるアップリンク時間、
　となっている、請求項33に記載のSTA。
【請求項３５】
　このスケジューリング伝送が前記SU伝送である場合に、前記シグナリングは以下のフィ
ールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはSU／MUフィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
けるデータの伝送MCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化ST
BCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィール
ドとをさらに備え、ここで前記SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
が前記SU伝送であることが指示され、前記STAIDフィールドを使用して、このスケジュー
リング伝送におけるSTAの識別子が指示され、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSの前記フィールドを使用して、前記非プリアンブル部における前記データ
の前記伝送MCSが指示され、前記FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング
伝送におけるデータ符号化モードが指示され、前記STBCフィールドを使用して、前記SU伝
送における前記シグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示さ
れ、前記NSSフィールドを使用して、前記SU伝送において使用されるストリーム数が指示
され、前記集約フィールドを使用して、前記非プリアンブル部の前記データが単一のメデ
ィアアクセス制御プロトコルデータユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示さ
れ、前記平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、
　前記解析ユニットは、
　前記SU／MUフィールドと、前記STAIDフィールドと、前記非プリアンブル部におけるデ
ータの伝送MCSのフィールドと、前記FEC符号化フィールドと、前記STBCフィールドと、前
記NSSフィールドと、前記集約フィールドと、前記平滑フィールドとを特に解析して、以
下の情報を取得する
　ように特に構成されており、それらはすなわち、
　このスケジューリング伝送が前記SU伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送に
おける前記STAの識別子、前記非プリアンブル部における前記データの前記伝送MCS、この
スケジューリング伝送における前記データ符号化モード、前記SU伝送における前記シグナ
リングに続く前記データ伝送がSTBC方式で実行されたかどうか、前記SU伝送において使用
される前記ストリーム数、前記非プリアンブル部の前記データが単一のMPDUであるか、MP
DUの集約であるか、ならびに前記ビーム形成に関する情報である、
　請求項31に記載のSTA。
【請求項３６】
　前記シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、前記フィ
ールドは具体的に以下を含み、
　前記シグナリングはフレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA
台数フィールドとをさらに備え、ここで前記フレーム構造指示フィールドを使用して、こ
のスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前記構造カスケードダウンリンクおよびア
ップリンクであることが指示され、前記ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数
が指示され、
　前記解析ユニットは、
　前記フレーム構造指示フィールドと前記ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィール
ドとを解析して、このスケジューリング伝送の前記フレーム構造が前記構造カスケードダ
ウンリンクおよびアップリンクであることを確認し、かつこのスケジューリング伝送にお
ける前記ダウンリンク／アップリンクのユーザ数を確認する
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　ように特に構成されている、
　請求項31に記載のSTA。
【請求項３７】
　ステーションSTAであって、前記STAは生成ユニットと送信ユニットとを備え、
　前記生成ユニットは、この伝送がシングルユーザSU伝送である場合に、シグナリングを
生成するように構成されており、シグナリングはアクセスポイント識別子AP識別子IDフィ
ールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインターバ
ルGIフィールドと、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部における
データの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フィー
ルドと、時空間ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、
集約フィールドと、平滑フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィー
ルドとを備え、ここで前記AP IDフィールドを使用して、前記APのIDが指示され、前記BW
フィールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、
前記SU／MUフィールドを使用して、この伝送が前記SU伝送であることが指示され、前記GI
フィールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックス
CP長が指示され、前記STAIDフィールドを使用して、この伝送におけるSTAの識別子が指示
され、前記非プリアンブル部における前記データの伝送MCSの前記フィールドを使用して
、前記非プリアンブル部における前記データの前記伝送MCSが指示され、前記FEC符号化フ
ィールドを使用して、前記非プリアンブル部における前記データのデータ符号化モードが
指示され、前記STBCフィールドを使用して、前記SU伝送における前記シグナリングに続く
データ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、前記NSSフィールドを使用して
、前記SU伝送において使用されるストリーム数が指示され、前記集約フィールドを使用し
て、前記非プリアンブル部の前記データが単一のメディアアクセス制御プロトコルデータ
ユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、前記平滑フィールドを使用して
、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、前記CRCフィールドを使用して、前
記シグナリングにおける前記CRCフィールドの前のフィールドが保護され、前記Tailフィ
ールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここで前記CRCフィール
ドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリングにおける最後の2つのフィールドであり
、
　前記送信ユニットは前記シグナリングを送信するように構成されている、
　ステーションSTA。
【請求項３８】
　アクセスポイントAPであって、前記APは受信ユニットと解析ユニットとを備え、
　前記受信ユニットは、この伝送がシングルユーザSU伝送である場合に、ステーションST
Aが送信するシグナリングを受信するように構成されており、前記シグナリングはAP識別
子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードイ
ンターバルGIフィールドと、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部
におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号
化フィールドと、時空間ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィー
ルドと、集約フィールドと、平滑フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tai
lフィールドとを備え、ここで前記AP IDフィールドを使用して、前記APのIDが指示され、
前記BWフィールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示
され、前記SU／MUフィールドを使用して、この伝送が前記SU伝送であることが指示され、
前記GIフィールドを使用して、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィ
ックスCP長が指示され、前記STAIDフィールドを使用して、この伝送におけるSTAの識別子
が指示され、前記非プリアンブル部における前記データの前記伝送MCSのフィールドを使
用して、前記非プリアンブル部における前記データの前記伝送MCSが指示され、前記FEC符
号化フィールドを使用して、前記非プリアンブル部における前記データのデータ符号化モ
ードが指示され、前記STBCフィールドを使用して、前記SU伝送におけるシグナリングに続
くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、前記NSSフィールドを使用し
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て、前記SU伝送において使用されるストリーム数が指示され、前記集約フィールドを使用
して、前記非プリアンブル部の前記データが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかが
指示され、前記平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示
され、前記CRCフィールドを使用して、前記シグナリングにおける前記CRCフィールドの前
のフィールドが保護され、前記Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内
がクリアされ、ここで前記CRCフィールドと前記Tailフィールドとは、前記シグナリング
における最後の2つのフィールドであり、
　前記解析ユニットは、前記AP IDフィールドと、前記BWフィールドと、前記GIフィール
ドと、前記SU／MUフィールドと、前記STAIDフィールドと、前記非プリアンブル部におけ
る前記データの前記伝送MCSのフィールドと、前記FEC符号化フィールドと、前記STBCフィ
ールドと、前記NSSフィールドと、前記集約フィールドと、前記平滑フィールドとを解析
して、以下の情報をそれぞれ取得するように構成されており、それらはすなわち、
　前記APのID、前記シグナリングに続くデータ伝送に必要となる前記帯域幅および前記CP
長、この伝送が前記SU伝送であるかどうか、この伝送における前記STAの識別子、前記非
プリアンブル部における前記データの前記伝送MCS、前記非プリアンブル部における前記
データのデータ符号化モード、前記SU伝送における前記シグナリングに続くデータ伝送が
STBC方式で実行されたかどうか、前記SU伝送において使用される前記ストリーム数、前記
非プリアンブル部の前記データが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるか、ならびに前
記ビーム形成に関する情報であり、
　前記APのIDが前記APのAP IDと一致しない場合、前記AP IDフィールドの後のフィールド
に対する解析が停止される、
　アクセスポイントAP。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、2014年10月20日に中国特許庁に出願され、「無線ローカルエリアネットワーク
においてシグナリングを送受信する方法および装置」と題されたPCT／中国特許出願番号
第2014／088972号に対して、および2014年12月5日に中国特許庁に出願され、「無線ロー
カルエリアネットワークにおいてシグナリングを送受信する方法および装置」と題された
PCT／中国特許出願番号第2014／093183号に対して優先権を主張するものであり、これら
の出願の双方は、その全体が本明細書において参照により取り入れられている。
【０００２】
　本発明は通信分野に関し、特に、無線ローカルエリアネットワークにおいてシグナリン
グを送受信するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線ローカルエリアネットワーク（Wireless Local Area Networks、略称WLAN）は、無
線周波数技術を使用して、データを無線で送信するネットワークシステムである。インテ
リジェント端末が広く適用されるにつれて、ネットワークデータトラフィックに対する需
要はますます高まっており、またWLANを使用してトラフィックを処理することは、情報お
よびデータを送信するにあたり、非常に重要な方法の1つとなっている。
【０００４】
　WLAN技術を開発するためには、WLAN技術の規格を制定し、普及させ、かつ適用する必要
がある。電気電子技術者協会（Institute of Electrical and Electronics Engineers、
略称IEEE）においては、802．11シリーズがWLANの主要規格となっており、802．11、802
．11b／g／a、802．11n、および802．11acなどの主流の規格を数世代経ている。
【０００５】
　WLAN技術は、コンピュータネットワークおよび無線通信技術に基づいており、コンピュ
ータネットワーク構造では、論理リンク制御（Logical Link Control、略称LLC）層およ
びLLC層上のアプリケーション層は、種々の物理層（PHYsical、略称PHY）に対して、同一
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または異なる要件を有し得る。したがって、WLAN規格は、主に物理層およびメディアアク
セス制御（Media Access Control、略称MAC）層に使用されており、かつ無線周波数範囲
および無線インターフェース通信プロトコルなどで使用される技術仕様および技術規格に
関連する。
【０００６】
　WLAN規格の物理層フレームは、物理層コンバージェンスプロシージャ（Physical Layer
 Convergence Procedure、略称PLCP）プロトコルデータユニット（PLCP Protocol Data U
nit、略称略PPDU）とも呼ばれ、かつPLCP headerと、PLCPサービスデータユニット（PLCP
 Service Data Unit、略称PSDU）とを備える。PLCP headerは、トレーニングフィールド
とシグナリング（SIGNAL、略称SIG）フィールドとを主に含む。
【０００７】
　現在、研究され、かつ制定されている802．11axは、WLAN技術を発展させ続けている。8
02．11ax規格では、直交周波数分割多元接続（Orthogonal Frequency Division Multiple
 Access、略称OFDMA）を使用して、伝送効率が改善されている。しかしながら、WLANシス
テムにおいて、共通シグナリングのためのOFDMAベースの設計ソリューションは存在しな
い。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態により、WLANシステムにおいて共通シグナリングのためのOFDMAベー
スの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題を解決するために、WLANにお
いてシグナリングを送受信するための方法および装置が提供される。
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明の実施形態により、以下のソリューションが提供
される。
【００１０】
　第1の実施態様によれば、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリング
を送信する方法が提供されており、本方法は、
　アクセスポイントAPによってシグナリングを生成するステップであって、シグナリング
はAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、巡
回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使
用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に
必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プ
レフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィ
ールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコ
ーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおけ
る最後の2つのフィールドである、ステップと、
　APによってシグナリングを送信するステップと
　を含む。
【００１１】
　第2の実施態様によれば、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリング
を受信する方法が提供されており、本方法は、
　アクセスポイントAPが送信するシグナリングを、ステーションSTAによって受信するス
テップであって、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガー
ドインターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドと
を備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用し
て、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使
用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィー
ルドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTai
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lフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである、ステップと、
　AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドとをSTAによって個別に解析して、
APのIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とを取得するス
テップであって、APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィール
ドの後のフィールドに対する解析が停止される、ステップと
　を含む。
【００１２】
　第3の実施態様によれば、アクセスポイントAPが設けられ、APは生成ユニットと送信ユ
ニットとを備え、
　生成ユニットはシグナリングを生成するように構成されており、シグナリングはAP識別
子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、巡回冗
長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用し
て、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要
な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフ
ィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィール
ドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ
内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最
後の2つのフィールドであり、
　送信ユニットはシグナリングを送信するように構成されている。
【００１３】
　第4の実施態様によれば、STAが設けられ、STAは受信ユニットと解析ユニットとを備え
、
　受信ユニットは、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信するように構成さ
れており、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードイン
ターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え
、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シ
グナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに
続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して
、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを
使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィ
ールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドであり、
　解析ユニットは、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドとを解析して、A
PのIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ取
得するように構成されており、
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【００１４】
　第5の実施態様によれば、アクセスポイントAPが設けられ、APはプロセッサとトランス
ミッタとを備え、
　プロセッサはシグナリングを生成するようにさらに構成されており、シグナリングはAP
 IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、巡回冗
長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用し
て、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要
な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフ
ィックスCPの長さが指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィ
ールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコ
ーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおけ
る最後の2つのフィールドであり、
　トランスミッタはシグナリングを送信するように構成されている。
【００１５】
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　第5の実施態様を参照すると、第5の実施態様における第1の実施可能な実装形態では、A
P IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【００１６】
　第5の実施態様または第5の実施態様における第1の実施可能な実装形態を参照すると、
第5の実施態様における第2の実施可能な実装態様では、シグナリングは以下のフィールド
のうちの少なくとも1つをさらに備え、それらはすなわち、
　次期シグナリング伝送変調および符号化方式MCSフィールド、次期シグナリング長フィ
ールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マルチユーザMUフィールド、
遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FEC符号化フィールド、ステ
ーションSTA台数フィールド、またはステーション識別子STAID長フィールドであって、こ
こで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され
、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレ
ーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示さ
れ、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送
であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへ
の遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によ
ってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して
、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィール
ドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィー
ルドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここ
でこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、
または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【００１７】
　第5の実施態様における第2の実施可能な実装形態を参照すると、第5の実施態様におけ
る第3の実施可能な実装形態では、APはレシーバをさらに備え、
　レシーバは、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構
造がアップリンク構造であると指示した場合に、トランスミッタがシグナリングを送信し
た後に、STAが送信するアップリンクデータパケットを受信するように構成されており、
　トランスミッタは、STAに対して確認応答メッセージを送信するようにさらに構成され
ており、ここで確認応答メッセージを使用して、APがアップリンクデータパケットを受信
することが指示される。
【００１８】
　第5の実施態様の第2の実施可能な実装方法を参照すると、第5の実施態様における第4の
実施可能な実装形態では、APはレシーバをさらに備え、
　トランスミッタは、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレ
ーム構造がダウンリンク構造であると指示した場合に、シグナリングを送信した後に、ST
Aに対してダウンリンクデータパケットを送信するようにさらに構成されており、
　レシーバは、STAが送信する確認応答メッセージを受信するように構成されており、こ
こで確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信すること
が指示される。
【００１９】
　第5の実施態様における第2の実施可能な実装形態を参照すると、第5の実施態様におけ
る第5の実施可能な実装形態では、APはレシーバをさらに備え、
　トランスミッタは、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレ
ーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、シ
グナリングを送信した後に、STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するように
さらに構成されており、
　レシーバは、STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答メッセー
ジを受信するように構成されており、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、STAが
ダウンリンクデータパケットを受信することが指示され、
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　トランスミッタは、STAに対して第2の確認応答メッセージを送信するようにさらに構成
されており、ここで第2の確認応答メッセージを使用して、APがアップリンクデータパケ
ットを受信したことが指示され、または
　レシーバは、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構
造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、トランス
ミッタがシグナリングを送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパケットを受
信するようにさらに構成されており、
　トランスミッタは、STAに対してダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答メッ
セージを送信するようにさらに構成されており、ここで第2の確認応答メッセージを使用
して、APがアップリンクデータパケットを受信したことが指示され、
　レシーバは、STAが送信する第1の確認応答メッセージを受信するようにさらに構成され
ており、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケット
を受信することが指示される。
【００２０】
　第5の実施態様における第2の実施可能な実装形態から第5の実施態様における第5の実施
可能な実装形態までを参照すると、第5の実施態様における第6の実施可能な実装形態では
、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点がTである場合、遷移時間フィールドは、
　M＝（T－次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソース
ユニットの時間ドメイン長、となっている。
【００２１】
　第6の実施態様によれば、ステーションSTAが設けられ、STAはレシーバとプロセッサと
を備え、
　レシーバは、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信するように構成されて
おり、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインター
バルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、こ
こでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナ
リングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続く
データ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シ
グナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用
して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィール
ドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドであり、
　プロセッサは、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドとを解析して、AP
のIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ取得
するように構成されており、
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【００２２】
　第6の実施態様を参照すると、第6の実施態様における第1の実施可能な実装形態では、A
P IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【００２３】
　第6の実施態様または第6の実施態様における第1の実施可能な実装形態を参照すると、
第6の実施態様における第2の実施可能な実装形態では、シグナリングは以下のフィールド
のうちの少なくとも1つをさらに備え、それらはすなわち、
　シグナリングにおける次期シグナリングの伝送変調および符号化方式MCSのフィールド
、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マ
ルチユーザMUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FE
C符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドであって、ここで次
期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され、次期
シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレーム構
造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示され、SU
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／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送である
かが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへの遷移
時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によってチ
ャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して、この
スケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィールドを使
用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィールドを
使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここでこの
スケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、または
構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含み、
　プロセッサは、以下のフィールドのうちの少なくとも1つを解析して、以下の情報のう
ちの少なくとも1つを取得するようにさらに構成されており、それらはすなわち、
　次期シグナリングの伝送MCS、次期シグナリングの長さ、このスケジューリング伝送の
フレーム構造、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるか、ダウンリ
ンクからアップリンクへの遷移時点、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有
する際の残余継続時間、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モード、このス
ケジューリング伝送におけるSTAの台数、もしくはこのスケジューリング伝送におけるSTA
のSTAIDの長さである。
【００２４】
　第6の実施態様における第2の実施可能な実装形態を参照すると、第6の実施態様におけ
る第3の実施可能な実装形態では、STAはトランスミッタをさらに備え、
　プロセッサは、次期シグナリングにおけるリソース指示情報を読み取り、かつリソース
指示情報に従ってSTAのリソース位置を特定するようにさらに構成されており、
　レシーバは、リソース位置においてダウンリンクデータパケットを受信するようにさら
に構成されており、または
　トランスミッタは、リソース位置においてアップリンクデータパケットを送信するよう
に構成されている。
【００２５】
　第6の実施態様における第2の実施可能な実装形態または第6の実施態様における第3の実
施可能な実装形態を参照するとて、第6の実施態様における第4の実施可能な実装形態では
、シグナリングが遷移時間フィールドを備える場合に、プロセッサは、
　あらかじめ設定された式を参照して、遷移時間フィールドの値によるダウンリンクから
アップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、シグナリングの終
了時間とを特定するように具体的に構成されており、このあらかじめ設定された式は、
　遷移時点＝遷移時間フィールドの値×リソースユニットの時間ドメイン長＋次期シグナ
リングの終了時間、
　となっている。
【００２６】
　第6の実施態様における第4の実施可能な実装形態を参照すると、第6の実施態様におけ
る第5の実施可能な実装形態では、シグナリングがフレーム構造指示フィールドをさらに
備え、かつフレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が
構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク
伝送リソースの時間ドメイン位置は、
　アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋次期シ
グナリングで指示されるアップリンク時間、
　となっている。
【００２７】
　第7の実施態様によれば、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリング
を送信する方法が提供され、この伝送がシングルユーザSU伝送である場合に、本方法は、
　ステーションSTAによってシグナリングを生成するステップであって、シグナリングはA
P識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガ
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ードインターバルGIフィールドと、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアン
ブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正F
EC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSS
フィールドと、集約フィールドと、平滑フィールド、巡回冗長検査CRCフィールドと、末
尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BW
フィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／
MUフィールドを使用して、この伝送がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用
して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、STAI
Dフィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子が指示され、非
プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドを使用して
、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示され、FEC符号化フィールドを使用し
て、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モードが指示され、STBCフィールド
を使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかど
うかが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝送において使用されるストリーム数が
指示され、集約フィールドを使用して、非プリアンブル部のデータが単一のメディアアク
セス制御プロトコルデータユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑
フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィール
ドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tail
フィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィール
ドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである、ステッ
プと、
　STAによってシグナリングを送信するステップと
　を含む。
【００２８】
　第8の実施態様によれば、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリング
を送信する方法が提供され、この伝送がシングルユーザSU伝送である場合に、本方法は、
　ステーションSTAが送信するシグナリングを、アクセスポイントAPによって受信するス
テップであって、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／
マルチユーザMUフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、ステーション識別子
STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSの
フィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フィールドと、時空間ブロック符号化STBCフィ
ールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィールドと、
巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを
使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送
に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、この伝送がSU伝送であること
が指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレ
フィックスCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、このスケジューリング伝送に
おけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符号
化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示さ
れ、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化
モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデー
タ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝送
において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールドを使用して、非プリアンブ
ル部のデータが単一のメディアアクセス制御プロトコルデータユニットMPDUであるか、MP
DUの集約であるかが指示され、平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関
する情報が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの
前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内が
クリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2
つのフィールドである、ステップと、
　AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、SU／MUフィールドと、STAIDフ
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ィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィー
ルドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィールドと、NSSフィールドと、集約フィールド
と、平滑フィールドとを、APによって個別に解析して、以下の情報を取得するステップで
あって、それらはすなわち、
　APのID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、この伝送がSU
伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子、非プリアンブル
部におけるデータの伝送MCS、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モード、S
U伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうか、SU伝送
において使用されるストリーム数、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、MP
DUの集約であるか、ならびにビーム形成に関する情報であって、APのIDがAPのAP IDと一
致しない場合、AP IDフィールドの後のフィールドに対する解析が停止される、ステップ
と
　を含む。
【００２９】
　第9の実施態様によれば、ステーションSTAが設けられ、STAは生成ユニットと送信ユニ
ットとを備え、
　生成ユニットは、この伝送がSU伝送である場合に、シグナリングを生成するように構成
されており、シグナリングはアクセスポイント識別子AP IDフィールドと、帯域幅BWフィ
ールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、ステ
ーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および
符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フィールドと、時空間ブロック
符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑
フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP 
IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに
続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、この伝送がSU
伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に
必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、このスケジュ
ーリング伝送におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデータの伝送
変調および符号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータの
伝送MCSが指示され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータ
のデータ符号化モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけるシグナリ
ングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィールドを使
用して、SU伝送において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールドを使用して
、非プリアンブル部のデータが単一のメディアアクセス制御プロトコルデータユニットMP
DUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールドを使用して、ビーム形成方
式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるC
RCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよ
びデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリング
における最後の2つのフィールドであり、
　送信ユニットはシグナリングを送信するように構成されている。
【００３０】
　第10の実施態様によれば、アクセスポイントAPが設けられ、APは受信ユニットと解析ユ
ニットとを備え、
　受信ユニットは、この伝送がシングルユーザSU伝送である場合に、ステーションSTAが
送信するシグナリングを受信するように構成されており、シグナリングはAP識別子IDフィ
ールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインターバ
ルGIフィールドと、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部における
データの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フィー
ルドと、時空間ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、
集約フィールドと、平滑フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィー
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ルドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを
使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールド
を使用して、この伝送がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナ
リングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、STAIDフィールド
を使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブ
ル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリア
ンブル部におけるデータの伝送MCSが指示され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリ
アンブル部におけるデータのデータ符号化モードが指示され、STBCフィールドを使用して
、SU伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示
され、NSSフィールドを使用して、SU伝送において使用されるストリーム数が指示され、
集約フィールドを使用して、非プリアンブル部のデータが単一のメディアアクセス制御プ
ロトコルデータユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールド
を使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用し
て、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールド
を使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフ
ィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドであり、
　解析ユニットは、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、SU／MUフィ
ールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符号
化方式MCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィールドと、NSSフィールド
と、集約フィールドと、平滑フィールドとを解析して、以下の情報をそれぞれ取得するよ
うに構成されており、それらはすなわち、
　APのID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、この伝送がSU
伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子、非プリアンブル
部におけるデータの伝送MCS、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モード、S
U伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうか、SU伝送
において使用されるストリーム数、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、MP
DUの集約であるか、ならびにビーム形成に関する情報であり、
　APのIDがAPのAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィールドに対する解析
が停止される。
【００３１】
　本発明の実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送受信するための方法および装
置が提供され、本方法は、APによってシグナリングを生成するステップであって、シグナ
リングはAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールド
と、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィール
ドを使用して、APのIDを示し、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送
に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回
プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフ
ィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデ
コーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにお
ける最後の2つのフィールドである、ステップと、APによってシグナリングを送信するス
テップとを含む。上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリング
のためのOFDMAベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにお
ける共通シグナリングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先
行技術の課題が解決される。
【００３２】
　本発明または先行技術の実施形態における技術的ソリューションをより明確に説明する
ために、実施形態または先行技術を記載するために必要な添付図面について、以下で簡単
に説明する。以下の説明において、添付の図面が本発明のいくつかの実施形態を示してい
るだけであることは明らかであり、当業者は創造的な努力なしに、これらの添付の図面か
らさらに他の図面を導き出すことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】802．11a規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。
【図２】802．11aにおけるシグナリングフィールドの概略構成図である。
【図３】802．11n規格で規定されている混合フォーマットにおける物理層フレームの概略
構成図である。
【図４】802．11aにおけるシグナリングフィールドの概略構成図である。
【図５】802．11ac規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。
【図６】802．11acにおけるシグナリングフィールドの概略構成図である。
【図７】本発明の一実施形態によるWLANのネットワークアーキテクチャの概略図である。
【図８】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略フ
ローチャートである。
【図９】本発明の一実施形態による、データフレームにおけるHEW－SIG1の位置を表す概
略図である。
【図９ａ】本発明の一実施形態によるデータフレームの概略構成図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図1である。
【図１１】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図2である。
【図１２】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図3である。
【図１３】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図4である。
【図１４】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図5である。
【図１５】本発明の一実施形態によるアップリンクフレーム構造フォーマットの概略図で
ある。
【図１６】本発明の一実施形態によるダウンリンクフレーム構造フォーマットの概略図で
ある。
【図１７】本発明の一実施形態による、フレーム構造フォーマットカスケードダウンリン
クおよびアップリンクの概略図である。
【図１８】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法の概略
フローチャートである。
【図１９Ａ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
【図１９Ｂ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
【図２０】本発明の一実施形態による遷移時点の位置を表す概略図である。
【図２１】本発明の一実施形態による、アップリンク伝送リソースの時間ドメイン位置を
表す概略図である。
【図２２】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図1である。
【図２３】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図2である。
【図２４】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図1である。
【図２５】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図2である。
【図２６】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図3である。
【図２７】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図4である。
【図２８】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図3である。
【図２９】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図4である。
【図３０】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３１】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図6である。
【図３２】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３３Ａ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
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【図３３Ｂ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
【図３４】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３５】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図7である。
【図３６】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図8である。
【図３７】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３８】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図5である。
【図３９】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図5である。
【図４０ａ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｂ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｃ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｄ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｅ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｆ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｇ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｈ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｉ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｊ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｋ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｌ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｍ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４１】本発明の一実施形態による受信側の処理手順を表す概略図である。
【図４２】本発明の一実施形態による受信側の処理プロシージャを表すもう1つの概略図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　代表的なWLAN規格802．11a、802．11n、および802．11acの3世代にわたる物理層フレー
ム構造について、以下に簡単に説明する。
【００３５】
　図1は、802．11a規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。PLCP head
erは、ショートトレーニングフィールド（Short Training Field、略称STF）と、ロング
トレーニングフィールド（Long Training Field、略称LTF）と、SIGフィールドとを含む
。PLCP header部はプリアンブル（Preamble）部とも呼ばれる。STFを使用して、データパ
ケット検出と、自動利得制御（Auto Gain Control、略称AGC）設定と、初期周波数オフセ
ット推定と、初期時間同期とが実行される。LTFはSTFの後に位置し、かつこれを使用して
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、チャネル推定と、より正確な周波数オフセット推定と、初期時間同期とが実行される。
SIGフィールドはLTFの後に位置し、データパケットのレートおよび長さ情報を識別するた
めに使用される、直交周波数分割多重化（Orthogonal Frequency Division Multiplexing
、略称OFDM）シンボルを含む。
【００３６】
　802．11a規格のSIGフィールドは、4μsの単一要素（3．2μsのOFDM要素および0．8μs

の巡回プレフィックス（Cyclic Prefix、略称CP））を含む。SIGフィールドの波形は64個
の副搬送波を含み、SIGフィールドの副搬送波の位置範囲は－32、－31、．．．、－1，0
，1、．．．、31となっている。信号を搬送する副搬送波は－21、－7、7、21に位置し、
パイロット副搬送波は－26、－25、．．．、－2、－1，1，2、．．．、25，26にに位置し
、残りの48個の副搬送波は、符号化SIGビットを運んでいる。－32、．．．、－27、27、
．．．、31に位置する残りの副搬送波はガード副搬送波であり、0は直流副搬送波である
。SIGフィールドは、バイナリ位相シフトキーイング（Binary Phase shift keying、略称
BPSK）変調およびハーフレートバイナリ畳み込み符号化によって伝送されるので、図2に
示すように、SIGは24個の情報ビット（bit）を含む。ビット0から3はレートビットであり
、かつこれらを使用して、データ部分伝送に使用される変調および符号化方式（Modulati
on and Coding Scheme、略称MCS）を示しており、ビット4は予約ビットであり、またビッ
ト5から16は長さビットであり、かつこれらを使用してデータの長さまたはデータの量を
示している。ビット5は最下位ビット（Least Significant Bit、略称LSB）であり、ビッ
ト16は最上位ビット（Most Significant Bit、略称MSB）である。ビット17は検査ビット
であり、かつこれを使用して、先頭の17ビットに対して偶数パリティ検査が実行される。
SIGとそれに続くデータ部分に対して、バイナリ畳み込み符号化を別々に行うため、末尾
の6ビットを0に設定してエンコーダとデコーダとをクリアしている。
【００３７】
　図3は、802．11n規格で規定されている混合フォーマットにおける物理層フレームの概
略構成図である。802．11nにおける混合フォーマットのPLCP Headerは2つの部分、すなわ
ち、802．11nにおけるレガシーPLCP HeaderとPLCP Headerとを含む。レガシー（Legacy、
略称L）は、主に802．11aのPLCP Header部を指している。ここで、高スループット（High
 Throughput、略称HT）とは、主に802．11nのPLCP Header部を指している。下位互換性を
確保するために、L－Preamble部のL－STFは、802．11aのプリアンブルのSTFフィールドと
同一となっており、L－LTFフィールドは、802．11aのプリアンブルのLTFフィールドと同
一となっており、L－SIGフィールドは、802．11aのプリアンブルのSIGフィールドと同一
となっている。HT Preamble部は、HT－SIGフィールドと、HT－STFと、HT－LTFとを含む。
HT－SIGフィールドは、HT－SIG1とHT－SIG2という2つのOFDMシンボルを含み、802．11n規
格の新規のシグナリング情報を含み、かつこれらを使用して、802．11nデータパケットと
レガシー802．11aデータパケットとの間の自動検出が実行される。HT－STFを使用して、
自動利得がリセットされる。HT－LTFは1つ以上のOFDMシンボルを含み、かつこれを使用し
て、多入力多出力（Multiple Input Multiple Output、略称MIMO）チャネル推定が実行さ
れる。HTデータフィールドは、HT－LTFの後に位置する。
【００３８】
　HT－SIG1とHT－SIG2という2つのシンボルの概略的な構成図を図4に示している。HT－SI
G1およびHT－SIG2における副搬送波数と変調および符号化モードとは、802．11aのSIGに
おけるこれらと同一となっているので、各シンボルは24個の情報ビットを含み、また末尾
の6ビットは0に設定され、かつエンコーダおよびデコーダをクリアしている。HT－SIG1で
は、先頭の7ビットはMCS指示を表し、また1つのMCSは0から76より選択され、かつ後続の
データ部分を送信している。ビット7を使用して、データが20MHzの帯域幅または40MHzの
帯域幅で送信されるかどうかが指示される。この情報により、20MHzの帯域幅のレシーバ
が40MHzの帯域幅で送信された信号を受信しないようにすることができ、それによって電
力消費を低減することができる。ビット8から23を使用してデータの長さが指示されてお
り、これは0乃至65535バイトの範囲となっている。HT－SIG2では、ビット0の平滑フィー
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ルドと、ビット1の非検出フィールドと、ビット8から9の拡張空間ストリームフィールド
とを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示されており、これは、802．1
1nがビーム形成方式での送信をサポートしているからである。ビット2は予約ビットであ
る。ビット3は集約ビットであり、これを使用して、データ部分が単一のMACプロトコルデ
ータユニット（MAC Protocol Data Unit、MPDU）であるか、MPDUの集約（Aggregation of
 MPDU、略称A－MPDU）であるかが指示される。ビット4から5は、時空間ブロック符号化（
Space－time block coding、略称STBC）を表し、ここで0はSTBC符号化が実行されていな
いことを示し、3は予約値であり、1と2とを使用して、異なるMCSが使用される場合に取得
される異なる時空間ストリーム数と異なる空間ストリーム数との差が指示される。順方向
誤り訂正（Forward Error Correction、略称FEC）符号化ビットを使用して、データの符
号化モードがバイナリ畳み込み符号化（Binary Convolution Code、略称BCC）であるか、
低密度パリティ検査（CLow Density Parity Check、略称LDPC）符号化であるかが指示さ
れる。ビット7を使用して、データ伝送部分のCPが短いCP（0．4μs）であるか、長いCP（
0．8μs）であるかが指示される。ビット10から17はCRCガードビットであり、かつこれら
を使用して、HT－SIG1のビット0から23とHT－SIG2のビット0から9とが保護される。
【００３９】
　図5は、802．11ac規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。802．11a
cのプリアンブル（またはPLCP Header）は2つの部分、すなわち、レガシープリアンブル
とVHTプリアンブルとを含む。ここでLは、主に802．11aのPLCP Header部を指している。
ここで、超高スループット（Very High Throughput、略称VHT）は、802．11acのPLCP Hea
der部を指している。下位互換性を確保するために、802．11acのプリアンブルにおけるL
－Preamble部は、802．11nのプリアンブルにおけるL－Preamble部と同一となっている。V
HT Preamble部は、VHT－SIGAフィールドと、VHT－STFと、VHT－LTFと、VHT－SIGBフィー
ルドとを含む。VHT－SIGAフィールドは、VHT－SIGA1とVHT－SIGA2という2つのOFDMシンボ
ルを含み、802．11ac規格の新規のシグナリング情報を含み、かつこれを使用して、802．
11acデータパケットとレガシー802．11aデータパケットと802．11nとの間の自動検出が実
行される。VHT－STFおよびVHT－LTFの構造ならびに機能は、HT－STFおよびHT－LTFのもの
と同様である。VHT－SIGBフィールドは802．11acのプリアンブルにおける新規のフィール
ドであり、これを使用して、マルチユーザ（Multiple User、略称MU）MIMO機能がサポー
トされる。
【００４０】
　VHT－SIGA1とVHT－SIGA2という2つのシンボルの概略構成図を図6に示している。HT－SI
G－A1とVHE－SIG－A2の副搬送波および変調および符号化モードの数は、802．11aのSIGの
ものと同一であるので、各シンボルは24の情報ビットを含み、テールの6bitは0に設定さ
れ、エンコーダおよびデコーダをクリアしている。VHT－SIG－A1では、ビット0から1を使
用して、VHT－SIG－Aの後の伝送帯域幅が指示され、また2bitを使用して、20MHz、40MHz
、80MHz、および160MHzの帯域幅が指示される。ビット2は予約ビットであり、ビット3を
使用して、STBCが使用されているかどうかが指示される。ビット4から9を使用して、MU－
MIMO伝送中のグループが指示される。シングルユーザ（Signal User、略称SU）伝送では
、アクセスポイント（Access Point、略称AP）に送信されるデータパケットのグループ識
別子（Iditity、略称ID）は0であり、APによって送信されるデータパケットのグループID
は1である。残りのビット4から9はMUのグループを示している。ビット10から21に関して
は、SU伝送中にビット10から12を使用して、時空間ストリーム数（Number of Space time
 stream、略称NSTS）が指示され、ビット13から21を使用して、ステーション（STAtion、
略称STA）における部分アソシエーション識別子（Association Identifier、略称AID）が
指示され、かつ受信側によって、STAが送信した情報を受信するかどうかが判定される。M
U伝送中には、ビット10から12と、ビット13から15と、ビット16から18と、ビット19から2
1とを別々に使用して、グループ内の各ユーザのデータによって搬送されるNSTSが指示さ
れる。ビット22を使用して、非AP STAが伝送機会（Transmission Opportunity、略称TXOP
）においてスリープ状態に入ることができるかどうかが指示される。ビット23は予約ビッ
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トである。VHT－SIG－A2では、ビット0を使用して、VHT－SIG－Aの後のデータ伝送部分に
おけるCPが短いCP（0．4μs）であるか、長いCP（0．8μs）であるかが指示される。ビッ
ト1
を使用して、短いCP伝送中に、シンボル長が特定の値を超えるかどうかが指示される。ビ
ット2を使用して、符号化モードが指示される。SU伝送中、0はBCC符号化を表し、また1は
LDPC符号化を表す。MU伝送中、VHT－SIG－A1のビット10から12で指示されるMU［0］NSTS
が非ゼロ値である場合、0になるビット2はBCC符号化を表し、1になるビット2はLDPC符号
化を表し、あるいはMU［0］NSTSが0である場合は、そのビットは予約ビットとなる。ビッ
ト3を使用して、LDPC符号化が使用されるときに追加のOFDMシンボルを付加する必要があ
るかどうかが指示される。ビット4から7に関しては、SU伝送中、ビット4から7はデータ伝
送のMCSを示し、またMU伝送中、ビット4、5、および6のマルチユーザシナリオはビット2
のマルチユーザシナリオと同様となっている。ビット8を使用して、SU伝送中にビーム形
成が使用されたかどうかが指示される。ビット9は予約ビットである。ビット10から17は
、802．11nのHT－SIG2のビット10から17と一致し、またこれらを使用して、VHT－SIG－A1
のビット0から23とVHT－SIG－A2のビット0から9とが保護される。
【００４１】
　以下に、本発明の実施形態における技術的ソリューションを、本発明の実施形態におけ
る添付図面を参照しながら、明確かつ完全に説明する。記載された実施形態は、本発明の
実施形態のすべてではなく、その一部に過ぎないことは明らかである。本発明の実施形態
に基づいて、創造的な努力なしに当業者によって得られる他のすべての実施形態は、本発
明の保護範囲に含まれる。
【００４２】
　本発明の実施形態における技術的ソリューションについて明確に説明することを容易に
するために、本発明の実施形態では、「第1」および「第2」などの用語は、基本的に同一
の機能または目的を提供する同一のアイテムと類似のアイテムとを区別するために使用さ
れている。当業者であれば、「第1」および「第2」などの用語は数と実装順序とを限定し
ないことを理解することができる。
【００４３】
　実施形態1
　図7は、本発明の本実施形態において適用されているWLANのネットワークアーキテクチ
ャの概略図であり、WLAN10のネットワークアーキテクチャは、AP20と複数のSTA30とを備
える。WLAN10は、AP 20と複数のSTA 30とのアップリンク（Uplink、略称UL）またはダウ
ンリンク（Downlink、DL）MU MIMO通信をサポートし、WLAN10は、AP20と複数のSTA30の各
STAとのUL SU通信またはDL SU通信をサポートする。
【００４４】
　AP20は、ネットワークインターフェース22に連結されたホストプロセッサ21を含む。ネ
ットワークインターフェース22は、MAC23とPHY24とを含む。PHY24は、複数のトランシー
バ（transmit／receive、略称TX／RX）25を含み、またトランシーバ25は複数のアンテナ2
6に連結されている。本発明の本実施形態では、MAC23とPHY24とは、第1の通信プロトコル
（たとえば、現在標準化プロセスにあるIEEE 802．11ax規格）に従って動作を実行するよ
うに構成されている。MAC23およびPHY24は、もちろん、第2の通信プロトコル（たとえば
、IEEE802．11n規格、IEEE802．11a規格、およびIEEE802．11ac規格など）に従って動作
を実行するように構成されていてもよい。これに関しては、本発明の本実施形態において
特に限定されない。本明細書において、第1の通信プロトコルは高効率無線ローカルエリ
アネットワーク（High Efficiency Wlan、HEW）プロトコルと呼ばれ、また本明細書にお
いて、第2の通信プロトコルはレガシープロトコルと呼ばれている。
【００４５】
　STA30は、ネットワークインターフェース32に連結されたホストプロセッサ31を含み、
またネットワークインターフェース32はMAC33とPHY34とを含む。PHY34は複数のトランシ
ーバ35を含み、またトランシーバ35は複数のアンテナ36に連結されている。複数のSTA30
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のうちの少なくとも1つは、HEWプロトコルに従って動作を実行するように構成されている
。
【００４６】
　WLAN10は、もちろん、L－STA40をさらに含んでいてもよく、ここでL－STA40は、HEWプ
ロトコルの代わりにレガシープロトコルに従って動作を実行するように構成されている。
これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【００４７】
　当業者であれば、図7はWLANで実施可能なネットワークアーキテクチャの概略図を単に
例示的に提示しているに過ぎないことを容易に理解する。もちろん、別の実施可能なアー
キテクチャがさらに存在し得る。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定
されない。
【００４８】
　当業者であれば、STA側およびAP側の双方が複数のトランシーバとアンテナとを含み得
、また図7は、STA側およびAP側における個別の3台のトランシーバと3台のアンテナとを、
単に例示的に記載しているに過ぎず、トランシーバならびにアンテナの台数はこれに限定
されるものではないことを容易に理解する。これに関しては、本発明の本実施形態におい
て特に限定されない。
【００４９】
　当業者であれば、WLAN10が複数のSTA30と複数のL－STA40とを含み得、また図7は、4台
のSTA 30と1台のL－STA40とを単に例示しているに過ぎず、STA30およびL－STA40の台数は
これに限定されるものではないことを容易に理解する。これに関しては、本発明の本実施
形態において特に限定されない。
【００５０】
　図8は、本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法であり
、本方法は以下のステップを含む。
【００５１】
　S801．APはシグナリングを生成し、シグナリングはAP IDフィールドと、帯域幅（Bandw
idth、略称BW）フィールドと、ガードインターバル（Guard Interval、略称GI）フィール
ドと、CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用し
て、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要
な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要なCP長が指示
され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールド
が保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、こ
こでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールド
である。
【００５２】
　S802．APはシグナリングを送信する。
【００５３】
　本発明の本実施形態のステップS801において、好適にはAP IDフィールドはシグナリン
グの第1のフィールドであってもよい。したがって、APが送信したデータパケットを受信
した後、受信側のSTA側は、まずAP IDフィールドを解析して、受信したデータパケットが
、STAに関連するAPが送信したデータパケットであるかどうかを判定することができる。
受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、デ
ータパケットの解析が継続される。受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信
したデータパケットでない場合、データパケットの解析が停止され、これによってシステ
ムリソースが節約される。
【００５４】
　例示的には、APが生成するシグナリングがHEW－SIG1と呼ばれる場合の一例が、説明の
ために使用されている。データフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており、ここ
でHEW－SIG1はL－Preambleの後に位置していると仮定している。したがって、HEW－SIG1
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の復号化はL－Preambleのチャネル推定に基づくものであり、また802．11a、802．11n、
および802．11acにおけるSIG／SIGAの伝送パラメータは依然として継承されている。20MH
zの帯域幅では、64個の副搬送波における52個の副搬送波が、4個のパイロット副搬送波を
含む有効な副搬送波として使用される。それらは、L－Preambleの伝送パラメータと一致
している。HEW－SIG1は、MCS0を使用して送信され、これはつまりBPSK／直交バイナリ位
相シフトキーイング（Quadrature Binary Phase shift keying、略称QBPSK）変調、およ
びハーフレートBCC符号化であり、したがって、1つのOFDMシンボルは24－bitの情報を搬
送している。
【００５５】
　図10に示すように、8－bitのCRC fieldと、コーデックをクリアするために使用される6
－bitのTailフィールドとを除いた状況で、HEW－SIG1が1つのOFDMシンボルのみを有する
場合、AP IDフィールド、BWフィールド、およびGIフィールドには10bitしか利用できない
。BWフィールドとGIフィールドとはそれぞれ2bitが必要であり、またAP IDフィールドに
は6bitが必要であり、これらは64個の異なるAPである26のIDを区別するために使用され得
る。
【００５６】
　HEW－SIG1のOFDMシンボルによって搬送されるフィールドの具体的な内容については、
表1に示している。6－bitのAP IDフィールドを使用して、64個の異なるAPである26のIDが
指示され、2－bitのBWフィールドを使用して、20MHz、40MHz、80MHz、および160MHzのシ
ナリオを使用する帯域幅が指示され、また2－bitのGIフィールドを使用して、4つのCP長
が指示され、ここで0．8と1．6とは固定値であり、残りの2つは0．4、2．4、および3．2
などであり得、またCRCフィールドとTailフィールドとは、802．11nおよび802．11acのSI
G／SIGAのフィールドと一致している。
【００５７】
【表１】

【００５８】
　当業者であれば、図10はHEW－SIG1において実施可能な概略構成図を単に例示的に提示
しているに過ぎないことを容易に理解する。HEW－SIG1内のフィールドは、もちろん別の
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形態においてさらに配置されていてもよい。これに関しては、本発明の本実施形態におい
て特に限定されない。
【００５９】
　また、送信する予定の情報ビットが限定されているため、CRCのビットを圧縮してもよ
く、たとえば6bitを使用してCRC検査が実行され、またこの場合には、12bitを使用して、
有効な情報を搬送することができる。図11に示すように、2－bitのBWと、2－bitのGIと、
7－bitのAP IDとが搬送され得、シグナリングにおいて存在し得る別のフィールドがさら
に搬送され得、あるいは残りの1bitが予約され得る。4bitを使用して検査が実行される場
合、もちろん14bitを使用して有効な情報が搬送されてもよい。搬送される2－bitのBW、2
－bitのGI、および7－bitのAP IDを除き、3－bitをさらに使用して追加の情報が搬送され
てもよく、あるいはこれが予約フィールドとして使用されてもよい。これに関しては、本
発明の本実施形態において特に限定されない。
【００６０】
　また、本発明の実施形態によるWLANにおいてシグナリングを送信する方法では、ステッ
プS801で生成されたシグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備
え、それらはすなわち、次期シグナリングMCSフィールド、次期シグナリング長フィール
ド、フレーム構造指示フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フ
ィールド、順方向誤り訂正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはステーショ
ン識別子（STA Ididity、略称STAID）長フィールドであって、ここで次期シグナリングMC
Sフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され、次期シグナリング長フ
ィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレーム構造指示フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示され、SU／MUフィールドを
使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、遷
移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、
継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する
際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング
伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィールドを使用して、このスケ
ジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィールドを使用して、このス
ケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示される。
【００６１】
　具体的には、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと
、Tailフィールドとに加えて、HEW－SIG1内には複数の他のフィールドが存在していても
よい。
【００６２】
　例示的には、HEW－SIG1の次期シグナリングがHEW－SIG2である場合の一例が、説明のた
めに使用されている。同様に、データフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており
、かつ1つのOFDMシンボルは24－bitの情報を搬送し、またHEW－SIG1は2つの4μsのOFDMシ
ンボルを含んでいると仮定している。図12に示すように、HEW－SIG1は、AP IDフィールド
と、BWフィールドと、GIフィールドと、HEW－SIG2 MCSフィールドと、HEW－SIG2長フィー
ルドと、フレーム構造指示フィールドと、遷移時間フィールドと、SU／MUフィールドと、
CRCフィールドと、Tailフィールドとを含む。図12に、フィールドの順序と各フィールド
のビット数とを示している。
【００６３】
　HEW－SIG1の第1のOFDMシンボルおよび第2のOFDMシンボルによって搬送されるフィール
ドの具体的な内容については、表2と表3とにそれぞれ示している。7－bitのAP IDフィー
ルドを使用して、128個の異なるAPである27のIDが指示され、2－bitのBWフィールドを使
用して、20MHz、40MHz、80MHz、および160MHzのシナリオを使用する帯域幅が指示され、
また2－bitのGIフィールドを使用して、4つのCP長が指示され、ここで0．8と1．6とは固
定値であり、残りの2つは0．4、2．4、および3．2であり得、HEW－SIG2 MCSフィールドな
らびにHEW－SIG2長フィールドによって、HEW－SIG2の伝送MCSと長さとが指示され、また
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アップリンク／ダウンリンク伝送方法が示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウン
リンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、SU／MUフィールドを使用して、このス
ケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、またCRCフィールド
とTailフィールドとは、802．11nおよび802．11acのSIG／SIGAのフィールドと一致してい
る。
【００６４】
【表２】

【００６５】



(32) JP 2017-535220 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

【表３】

【００６６】
　当業者であれば、図12はHEW－SIG1において実施可能な概略構成図を単に例示的に提示
しているに過ぎないことを容易に理解する。もちろん、HEW－SIG1はさらに別のフィール
ドを含み得、またHEW－SIG1内のフィールドは別の形態においてさらに配置されていても
よい。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【００６７】
　例示的には、HEW－SIG1の概略構成図を図13に示し得る。図12に示すHEW－SIG1と比較す
ると、図13に示すHEW－SIG1に継続時間フィールドとFEC符号化フィールドとが付加されて
おり、フレーム構造指示フィールドと遷移時間フィールドとが削除されている。
【００６８】
　あるいは、例示的に、HEW－SIG1の概略構成図を図14に示し得、ここでHEW－SIG1は3つ
の4μsのOFDMシンボルを含む。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定さ
れない。
【００６９】
　なお、上記のHEW－SIG1の概略構成図におけるHEW－SIG1の予約フィールドを使用して、
別のシグナリングを示すことができる。これに関しては、本発明の本実施形態において特
に限定されない。
【００７０】
　なお、本発明の本実施形態では、HEW－SIG1の部分フィールドを再利用することができ
る。例示的には、図12に示すHEW－SIG1の概略構成図において、フレーム構造指示フィー
ルドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造がアップリンク構造であるか、ダウン
リンク構造であるかを示す場合に、遷移時間フィールドは不要となり、また、この場合、
遷移時間フィールドの6bitは、たとえば肯定応答文字（Acknowledgement、略称ACK）を送
信するためのMCSなどの情報用として、別のシグナリングビットとして再利用されてもよ



(33) JP 2017-535220 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

い。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【００７１】
　なお、STAフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝
送であるかについても指示され得る。たとえば、STAフィールドの値が1である場合、この
スケジューリング伝送がSU伝送であることが指示され得、あるいはSTAフィールドの値が1
でない場合、このスケジューリング伝送がMU伝送であることが指示され得る。
【００７２】
　また、本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、フ
レーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造がアップリンク
構造であると指示した場合に、APがシグナリングを送信した（ステップS802）後に、本方
法は、
　STAが送信するアップリンクデータパケットを、APによって受信するステップと、
　STAに対する確認応答メッセージを、APによって送信するステップであって、確認応答
メッセージを使用して、APがアップリンクデータパケットを受信することが指示される、
ステップと
　をさらに含んでいてもよい。
【００７３】
　具体的には、本発明の本実施形態では、アップリンクデータパケットのみが存在する場
合、図15にフレーム構造フォーマットを示し得る。まず、APは、スケジューリング伝送段
階に入るために、チャネル予約パケット（channel reserved packet、略称CRP）を送信す
る。次いでAPは、L－PreambleとHEW Preambleとを送信し、ここでHEW PreambleはHEW－SI
G1と、HEW－STFと、HEW－LTFと、HEW－SIG2とを含む。HEW－SIG2は、アップリンク伝送段
階においてリソース割当指示を含む。STAは、HEW－SIG2のリソース割当指示に従って、次
期のアップリンク伝送タイムスロット内に指示されたリソース上で、アップリンク伝送を
実行する。依然としてアップリンクデータのみが次期に存在する場合、第1のアップリン
ク伝送タイムスロットが終了した後、APは直前に受信したアップリンクデータに関するAC
Kを送信し、かつ次期アップリンクタイムスロットのリソース割当状況を示す。アップリ
ンクデータ伝送が終了すると、APは直前に受信したアップリンクデータに関するACKのみ
を送信する。
【００７４】
　図15のメディアアクセスプロトコル（Media Access Protrol、略称MAP）は、リソース
割当指示である。
【００７５】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、フレーム
構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造がダウンリンク構造で
あると指示した場合に、APがシグナリングを送信した（ステップS802）後に、本方法は、
　STAに対するダウンリンクデータパケットを、APによって送信するステップと、
　STAが送信する確認応答メッセージを、APによって受信するステップであって、確認応
答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信することが指示され
る、ステップと
　を、必要に応じてさらに含んでいてもよい。
【００７６】
　具体的には、本発明の本実施形態では、ダウンリンクデータパケットのみが存在する場
合、図16にフレーム構造フォーマットを示し得る。まず、APは、スケジューリング伝送段
階に入るために、CRPを送信する。次いで、APはダウンリンクデータを送信し、ここでダ
ウンリンクデータの先頭部分は、L－PreambleとHEW Preambleとを含む。HEW Preambleは
、HEW－SIG1と、HEW－STFと、HEW－LTFと、HEW－SIG2とを含む。ダウンリンクデータは、
HEW Preambleの直後に送信される。HEW－SIG2は、ダウンリンク伝送段階におけるリソー
ス割当指示および／またはアップリンクにおけるACKへの応答に関するリソース指示を含
む。STAは、HEW－SIG2のリソース割当指示に従って、対応するリソース上のダウンリンク
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データを受信する。ダウンリンクデータ伝送が終了した後、STAは直前に受信したダウン
リンクデータのACKを送信する。
【００７７】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、フレーム
構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウ
ンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、APがシグナリングを送信した（ス
テップS802）後に、本方法は、
　STAに対するダウンリンクデータパケットを、APによって送信するステップと、
　STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答メッセージを、APによ
って受信するステップであって、第1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリン
クデータパケットを受信することが指示される、ステップと、
　STAに対して第2の確認応答メッセージをAPによって送信するステップであって、第2の
確認応答メッセージを使用して、APがアップリンクデータパケットを受信することが指示
される、ステップと
　を、必要に応じてさらに含んでいてもよい。
【００７８】
　具体的には、本発明の本実施形態では、ダウンリンクデータパケットおよびアップリン
クデータパケットの双方が存在する場合、図17にフレーム構造フォーマットを示し得る。
まず、APは、スケジューリング伝送段階に入るために、CRPを送信する。次いで、APはL－
PreambleとHEW Preambleとを送信する。HEW Preambleは、HEW－SIG1と、HEW－STFと、HEW
－LTFと、HEW－SIG2とを含む。HEW－SIG2は、STA側においてダウンリンク伝送タイムスロ
ット内のデータを受信し、かつSTA側においてアップリンク伝送タイムスロット内のデー
タを送信するリソース位置を含む。1つのダウンリンク伝送とアップリンク伝送とが終了
した後、依然としてダウンリンクデータとアップリンクデータとが存在する場合、アップ
リンクデータが終了した後、ダウンリンクデータから開始される態様で、ダウンリンク伝
送とアップリンク伝送とが継続される。アップリンク伝送期間においては、ダウンリンク
データに対するACK返信の伝送が含まれ、ダウンリンク伝送期間においては、アップリン
クデータに関するACKの伝送が含まれる。図17の最終部に示すように、伝送が最終的にア
ップリンクタイムスロットで終了する場合、それはアップリンク伝送に対するAPのACK返
信の後に実行される必要がある。
【００７９】
　フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カス
ケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、APがシグナリングを送
信した（ステップS802）後に、もちろん本方法は、
　STAが送信するアップリンクデータパケットを、APによって受信するステップと、
　STAに対するダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答メッセージを、APによっ
て送信するステップであって、第2の確認応答メッセージを使用して、APがアップリンク
データパケットを受信することが指示される、ステップと、
　STAが送信する第1の確認応答メッセージを、APによって受信するステップであって、第
1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信することが
指示される、ステップと
　をさらに含んでいてもよい。
【００８０】
　本発明の本実施形態は、これに特定の制限を何ら課すものではない。
【００８１】
　また、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時間フィールドがTである場合、遷移時
間フィールドの値Mは、式（1）：
　M＝（T－次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソース
ユニットの時間ドメイン長、
　となっている。
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【００８２】
　具体的には、20MHzのデータ伝送および256ポイントの高速フーリエ変換（Fast Fourier
 Transform、略称FFT）の場合、シンボル長は12．8μsとなり、0．8μsのCP長が付加され
るが、20MHzのデータ伝送および256ポイントのFFTの場合、最短のOFDMシンボル長は13．6
μsとなり得る。L－PreambleのSIGに指示され得る最長の長さは5484μsとなり、20μsのL
－Preamble長が引かれ、ここで残りの5464μsを使用して、HEW部分のPreambleとdataとを
送信する。スケジューリング段階におけるリソースユニットの時間ドメインがn個のOFDM
シンボルを含むと仮定すると、実施可能なダウンリンクからアップリンクへのスイッチポ
イントにおける最大数はM＝5464／13．6／nとなる。n＝8と仮定すると、ダウンリンクか
らアップリンクへのスイッチポイントの最大数は、M＝5464／13．6／8≒50となる。遷移
時間フィールドが6bitを占める場合、26＝64個のスイッチポイントが指示され、n＝8とな
る場合に存在するダウンリンクからアップリンクへのスイッチポイントがすべて指示され
得る。リソースユニットの時間ドメインが含むOFDMシンボルの数が異なっている場合、遷
移時間フィールドが必要とするビット数は、もちろん異なる。これに関しては、本発明の
本実施形態において特に限定されない。
【００８３】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法は、APによって
シグナリングを生成するステップであって、シグナリングはAP IDフィールドと、BWフィ
ールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドを備え、ここでAP IDフィ
ールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必
要なCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの
前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内が
クリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2
つのフィールドである、ステップと、APによってシグナリングを送信するステップとを含
む。上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDM
Aベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグ
ナリングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題
が解決される。
【００８４】
　図18は、本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法であり
、本方法は以下のステップを含む。
【００８５】
　S1801．STAは、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信し、シグナリングは
AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと、Tailフィール
ドを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用
して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナ
リングに続くデータ伝送に必要なCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリ
ングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、
エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは
、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【００８６】
　S1802．STAはAP IDフィールド、BWフィールド、ならびにGIフィールドを解析して、AP
のIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ取得
する。
【００８７】
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【００８８】
　具体的には、本発明の本実施形態のステップS1801におけるSTAが受信するシグナリング
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の概略構成図について、図10を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細
な説明を繰り返し記載することはしない。
【００８９】
　本発明の本実施形態のステップS1801において、好適にはAP IDフィールドはシグナリン
グの第1のフィールドであってもよい。したがって、APが送信したデータパケットを受信
した後、STAは、まずAP IDフィールドを解析して、受信したデータパケットが、STAに関
連するAPが送信したデータパケットであるかどうかを判定することができる。受信したデ
ータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、データパケッ
トの解析が継続される。受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータ
パケットでない場合、データパケットの解析が停止され、これによってシステムリソース
が節約される。
【００９０】
　また、本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法では、シ
グナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え得、それらはすなわ
ち、
　シグナリングにおける次期シグナリングの伝送MCSフィールド、次期シグナリング長フ
ィールド、フレーム構造指示フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続
時間フィールド、FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールド
であって、ここで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送M
CSが指示され、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指
示され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム
構造が指示され、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であ
るか、MU伝送であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからア
ップリンクへの遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリ
ング伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィール
ドを使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA
台数フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、S
TAID長フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指
示され、ここでこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウン
リンク構造、または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【００９１】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法は、
　以下のフィールドのうちの少なくとも1つをSTAによって解析して、以下の情報のうちの
少なくとも1つを取得するステップであって、それらはすなわち、
　次期シグナリングのMCS、次期シグナリングの長さ、このスケジューリング伝送のフレ
ーム構造、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるか、ダウンリンク
からアップリンクへの遷移時点、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する
際の残余継続時間、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モード、このスケジ
ューリング伝送におけるSTAの台数、もしくはこのスケジューリング伝送におけるSTAのST
AIDの長さである、ステップをさらに含み得る。
【００９２】
　具体的には、本発明の本実施形態において、STAが受信するシグナリングの概略構成図
について図12から図14を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な説明
を繰り返し記載することはしない。
【００９３】
　また、本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法は、
　次期シグナリングにおけるリソース指示情報をSTAによって読み取るステップと、
　リソース指示情報に従って、STAのリソース位置をSTAによって特定するステップと、
　リソース位置において、アップリンクデータパケットおよび／またはダウンリンクデー
タパケットをSTAによって送信するステップと、
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　をさらに含み得る。
【００９４】
　例示的には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドであり、STAが受信す
るシグナリングの概略構成図が図12に具体的に示されている場合、データパケットを受信
した後のSTAによるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フローチャートがここに示さ
れている。図19Aおよび図19Bに示すように、プロシージャは以下のステップを含む。
【００９５】
　S1901．STAは、AP IDフィールドを解析して、APのIDを取得する。
【００９６】
　S1902．STAはAPのIDに従って、受信したデータパケットがSTAに関連するAPが送信した
データパケットであるかどうかを判定する。
【００９７】
　受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、
ステップS1903が実行されるが、あるいは受信したデータパケットが、STAに関連するAPが
送信したデータパケットでない場合、プロシージャは終了する。
【００９８】
　S1903．STAは、BWフィールドと、GIフィールドと、HEW－SIG2伝送MCSフィールドと、HE
W－SIG2長フィールドとを解析して、HEW－SIG1の後続のデータ伝送に必要となる帯域幅お
よびCP長と、HEW－SIG2の伝送MCSと、HEW－SIG2の長さとをそれぞれ取得する。
【００９９】
　S1904．STAは、フレーム構造指示フィールドを解析して、このスケジューリング伝送の
フレーム構造を取得する。
【０１００】
　S1905．STAは、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであるかどうかを判定する。
【０１０１】
　このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップ
リンクである場合、ステップS1906が実行されるが、あるいはこのスケジューリング伝送
のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクでない場合、ステップ
S1907が実行される。
【０１０２】
　S1906．STAは、遷移時間フィールドを解析して、ダウンリンクからアップリンクへの遷
移時点を取得する。
【０１０３】
　S1907．STAは、SU／MUフィールドを解析して、このスケジューリング伝送がSU伝送であ
るか、MU伝送であるかを確認する。
【０１０４】
　このスケジューリング伝送がSU伝送である場合、ステップS1908が実行されるが、ある
いはこのスケジューリング伝送がMU伝送である場合、ステップS1909が実行される。
【０１０５】
　S1908．このスケジューリング伝送がSU伝送である場合、SU伝送における搬送波割当フ
ォーマットに従って、データを送受信する。
【０１０６】
　S1909．このスケジューリング伝送がMU伝送である場合、STAはHEW－SIG2のリソース指
示情報を読み取る。
【０１０７】
　S1910．STAは、HEW－SIG2のリソース指示情報に従って、STAによってデータを送受信す
るリソース位置を特定し、かつ対応するリソース位置においてデータを送受信する。
【０１０８】
　この時点で、シグナリングHEW－SIG1を解析するプロシージャは終了する。
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【０１０９】
　なお、SU伝送が実行されるとき、後続の伝送リソースを1人のユーザのみが使用するた
め、HEW－SIG2のリソース指示情報は不要となっている。ただし、MU伝送が実行される場
合には、STAがデータを受信（ダウンリンク）し、かつデータを送信（アップリンク）す
る位置がHEW－SIG2に指示される必要があり、またMU伝送が実行される場合には、送受信
品質を確保するために、各STAの受信部と送信部との双方にパイロットが存在するように
、極力確実に設定される。したがって、副搬送波の割当構造はSU伝送およびMU伝送間で異
なり、SU伝送と比較して、MU伝送にはより多くのパイロット設計が必要となる。結論とし
て、SU／MUフィールドを付加して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送
であるかを指示することができる。
【０１１０】
　また、シグナリングが遷移時間フィールドを備える場合に、STAが遷移時間フィールド
を解析してダウンリンクからアップリンクへの遷移時点を取得することは、
　STAによって、あらかじめ設定された式を参照して、遷移時間フィールドの値によるダ
ウンリンクからアップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、シ
グナリングの終了時間とを特定するステップであって、このあらかじめ設定された式は、
　式（2）：遷移時点＝遷移時間フィールドの値×リソースユニットの時間ドメイン長＋
次期シグナリングの終了時間、
　となっている、ステップ
　を特に含む。
【０１１１】
　例示的には、遷移時間フィールドの値が010100であり、この値が10進数に変換されると
20となり、かつこのスケジューリング中における各リソースユニットの時間ドメインが8
つのOFDMシンボルを含む場合、このスケジューリング中における各リソースユニットの時
間ドメイン長は13．6×8＝108．8μsとなり、式（2）によると、このスケジューリング中
のダウンリンクからアップリンクへの遷移時点＝HEW－SIG2の終了時間＋20×108．8μs＝
HEW－SIG2＋2176μsの終了時間となり得る。遷移時点の位置を図20に示している。
【０１１２】
　また、シグナリングがフレーム構造指示フィールドをさらに備え、かつフレーム構造指
示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソースの時間ドメイ
ン位置は、式（3）：
　アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋次期シ
グナリングで指示されるアップリンク時間
　となっている。
【０１１３】
　例示的には、上記の実施例が引き続き使用され、また、このスケジューリング中のダウ
ンリンクからアップリンクへの遷移時点＝HEW－SIG2の終了時間＋20×108．8μs＝HEW－S
IG2の終了時間＋2176μsであり、受信から送信への切替時間が16μsであり、かつアップ
リンク伝送が開始された後のHEW－SIG2で指示されたSTAの伝送時間が25μsであると仮定
すると、式（3）によれば、アップリンク伝送リソースの送信時間＝HEW－SIG2の終了時間
＋2176μs＋16μs＋25μs＝HEW－SIG2の終了時間＋2217μs、となり得る。アップリンク
伝送リソースの時間ドメイン位置が図21に示されており、ここでは式（3）において送信
／受信遷移ギャップ（receive／transmit transition gap、略称RTG）は受信から送信へ
の切替時間となり、また式（3）においてHEW－SIG2で指示されるアップリンク時間は次期
シグナリングで指示されるアップリンク時間となる。STAは、式（3）に従った計算によっ
て、アップリンク伝送リソースの時間ドメイン位置を取得することができる。
【０１１４】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法は、アクセスポ
イントAPが送信するシグナリングを、STAによって受信するステップであって、シグナリ
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ングはAP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと、Tailフ
ィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィール
ドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して
、シグナリングに続くデータ伝送に必要なCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、
シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使
用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィー
ルドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである、ステップと、AP IDフィ
ールドと、BWフィールドと、GIフィールドとをSTAによって解析して、APのIDと、シグナ
リングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ取得するステップで
あって、APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後の
フィールドに対する解析が停止される、ステップとを含む。上記のソリューションにより
、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが
提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMAベースの
設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題が解決される。
【０１１５】
　実施形態2
　本発明の本実施形態では、AP2200を設けている。具体的には、図22に示すように、AP22
00は生成ユニット2202と、送信ユニット2203とを備える。
【０１１６】
　生成ユニット2202はシグナリングを生成するように構成されており、シグナリングはAP
 IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、巡回冗
長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用し
て、AP2200のIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に
必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要なCP長が
指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィー
ルドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ
、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィー
ルドである。
【０１１７】
　送信ユニット2203は、シグナリングを送信するように構成されている。
【０１１８】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１１９】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、次期シグナリングMCSフィールド、次期シグナリング長フィールド、フレー
ム構造指示フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、
順方向誤り訂正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドで
あって、ここで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCS
が指示され、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示
され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構
造が指示され、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送である
か、MU伝送であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアッ
プリンクへの遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリン
グ伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台
数フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STA
ID長フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示
され、ここでこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリ
ンク構造、または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１２０】
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　また、図23に示すように、AP2200は、受信ユニット2204をさらに備える。
【０１２１】
　受信ユニット2204は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造がアップリンク構造であると指示した場合に、送信ユニット2203がシグナリン
グを送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパケットを受信するように構成さ
れており、
　送信ユニット2203は、STAに対して確認応答メッセージを送信するようにさらに構成さ
れており、ここで確認応答メッセージを使用して、AP2200がアップリンクデータパケット
を受信することが指示される。
【０１２２】
　図23に示すように、AP2200は、受信ユニット2204を必要に応じてさらに備えていてもよ
い。
【０１２３】
　送信ユニット2203は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造がダウンリンク構造であると指示した場合に、シグナリングを送信した後に、
STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するようにさらに構成されており、
　受信ユニット2204は、STAが送信する確認応答メッセージを受信するように構成されて
おり、ここで確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信
することが指示される。
【０１２４】
　図23に示すように、AP2200は、受信ユニット2204を必要に応じてさらに備えていてもよ
い。
【０１２５】
　送信ユニット2203は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、
シグナリングを送信した後に、STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するよう
にさらに構成されており、
　受信ユニット2204は、STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答
メッセージを受信するように構成されており、ここで第1の確認応答メッセージを使用し
て、STAがダウンリンクデータパケットを受信することが指示され、
　送信ユニット2203は、STAに対して第2の確認応答メッセージを送信するようにさらに構
成されており、ここで第2の確認応答メッセージを使用して、AP2200がアップリンクデー
タパケットを受信したことが指示され、または
　受信ユニット2204は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、
送信ユニット2203がシグナリングを送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパ
ケットを受信するようにさらに構成されており、
　送信ユニット2203は、STAに対してダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答メ
ッセージを送信するようにさらに構成されており、ここで第2の確認応答メッセージを使
用して、AP2200がアップリンクデータパケットを受信したことが指示され、受信ユニット
2204は、STAが送信する第1の確認応答メッセージを受信するようにさらに構成されており
、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信
することが指示される。
【０１２６】
　また、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点がTである場合、遷移時間フィール
ドの値Mは、
　M＝（T－次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソース
ユニットの時間ドメイン長、
　となっている。
【０１２７】
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　具体的には、WLANにおいてAPを使用することによってシグナリングを送信する方法につ
いては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な
説明を繰り返し記載することはしない。
【０１２８】
　本実施形態のAPは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１２９】
　実施形態3
　本発明の本実施形態では、STA2400を設けている。具体的には、図24に示すように、STA
2400は受信ユニット2401と、解析ユニット2402とを備える。
【０１３０】
　受信ユニット2401は、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信するように構
成されており、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガード
インターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを
備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して
、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリン
グに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用
して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィール
ドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTail
フィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１３１】
　解析ユニット2402は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドとを解析し
て、APのIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞ
れ取得するように構成されている。
【０１３２】
　APのIDがSTA2400に関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフ
ィールドに対する解析が停止される。
【０１３３】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１３４】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、
　シグナリングにおける次期シグナリングの伝送変調および符号化方式MCSのフィールド
、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マ
ルチユーザMUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FE
C符号化フィールド、STA2400台数フィールド、またはSTA2400ID長フィールドであって、
ここで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示さ
れ、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フ
レーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示
され、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝
送であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンク
への遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送に
よってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用し
て、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA2400台数フ
ィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長
フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され
、ここでこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク
構造、または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１３５】
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　解析ユニット2402は、以下のフィールドのうちの少なくとも1つを解析して、以下の情
報のうちの少なくとも1つをそれぞれ取得するように構成されており、それらはすなわち
、
　次期シグナリングの伝送MCS、次期シグナリングの長さ、このスケジューリング伝送の
フレーム構造、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるか、ダウンリ
ンクからアップリンクへの遷移時点、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有
する際の残余継続時間、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モード、このス
ケジューリング伝送におけるSTAの台数、またはこのスケジューリング伝送におけるSTAの
STAIDの長さである。
【０１３６】
　また、図25に示すように、STA2400は、読取ユニット2403と、判定ユニット2404と、送
信ユニット2405とを備える。
【０１３７】
　読取ユニット2403は、次期シグナリングのリソース指示情報を読み取るように構成され
ており、
　判定ユニット2404は、リソース指示情報に従ってSTA2400のリソース位置を判定するよ
うに構成されており、
　受信ユニット2401は、そのリソース位置においてダウンリンクデータパケットを受信す
るように構成されており、または
　送信ユニット2405は、そのリソース位置においてアップリンクデータパケットを送信す
るように構成されている。
【０１３８】
　また、シグナリングが遷移時間フィールドをさらに備える場合に、解析ユニット2402は
、
　あらかじめ設定された式を参照して、遷移時間フィールドの値によるダウンリンクから
アップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、シグナリングの終
了時間とを特定するように具体的に構成されており、このあらかじめ設定された式は、
　遷移時点＝遷移時間フィールドの値×リソースユニットの時間ドメイン長＋次期シグナ
リングの終了時間、
　となっている。
【０１３９】
　また、シグナリングがフレーム構造指示フィールドをさらに含み、かつフレーム構造指
示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソースの時間ドメイ
ン位置は、
　アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋次期シ
グナリングで指示されるアップリンク時間、
　となっている。
【０１４０】
　具体的には、WLANにおいてSTAを使用することによってシグナリングを受信する方法に
ついては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細
な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１４１】
　本実施形態のSTAは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１４２】
　実施形態4
　本発明の本実施形態では、AP2600を設けている。具体的には、図26に示すように、AP26
00はプロセッサ2601と、トランスミッタ2602とを備える。



(43) JP 2017-535220 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

【０１４３】
　プロセッサ2601は、シグナリングを生成するようにさらに構成されており、シグナリン
グはAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、
巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを
使用して、AP2600のIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ
伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な
CPの長さが指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの
前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内が
クリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2
つのフィールドである。
【０１４４】
　トランスミッタ2602は、シグナリングを送信するように構成されている。
【０１４５】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１４６】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、
　次期シグナリングMCSフィールド、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示
フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り
訂正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドであって、こ
こで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され
、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレ
ーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示さ
れ、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送
であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへ
の遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によ
ってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して
、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィール
ドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィー
ルドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここ
でこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、
または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１４７】
　また、図27に示すように、AP2600はレシーバ2603をさらに含む。
【０１４８】
　レシーバ2603は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレー
ム構造がアップリンク構造であると指示した場合に、トランスミッタ2602がシグナリング
を送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパケットを受信するように構成され
ており、
　トランスミッタ2602は、STAに対して確認応答メッセージを送信するようにさらに構成
されており、ここで確認応答メッセージを使用して、AP2600がアップリンクデータパケッ
トを受信することが指示される。
【０１４９】
　図27に示すように、AP2600はレシーバ2603を必要に応じてさらに備えていてもよく、
　トランスミッタ2602は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の
フレーム構造がダウンリンク構造であると指示した場合に、シグナリングを送信した後に
、STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するようにさらに構成されており、
　レシーバ2603は、STAが送信する確認応答メッセージを受信するように構成されており
、ここで確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信する
ことが指示される。
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【０１５０】
　図27に示すように、AP2600はレシーバ2603を必要に応じてさらに備えていてもよく、
　トランスミッタ2602は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の
フレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に
、シグナリングを送信した後に、STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するよ
うにさらに構成されており、
　レシーバ2603は、STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答メッ
セージを受信するように構成されており、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、S
TAがダウンリンクデータパケットを受信することが指示され、
　トランスミッタ2602は、STAに対して第2の確認応答メッセージを送信するようにさらに
構成されており、ここで第2の確認応答メッセージを使用して、AP2600がアップリンクデ
ータパケットを受信したことが指示され、または
　レシーバ2603は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレー
ム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、トラ
ンスミッタ2602がシグナリングを送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパケ
ットを受信するようにさらに構成されており、
　トランスミッタ2602は、STAに対してダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答
メッセージを送信するようにさらに構成されており、ここで第2の確認応答メッセージを
使用して、AP2600がアップリンクデータパケットを受信したことが指示され、
　レシーバ2603は、STAが送信する第1の確認応答メッセージを受信するようにさらに構成
されており、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケ
ットを受信することが指示される。
【０１５１】
　また、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点がTである場合、遷移時間フィール
ドの値Mは、
　M＝（T－次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソース
ユニットの時間ドメイン長、となっている。
【０１５２】
　具体的には、WLANにおいてAPを使用することによってシグナリングを送信する方法につ
いては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な
説明を繰り返し記載することはしない。
【０１５３】
　本実施形態のAPは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１５４】
　実施形態5
　本発明の本実施形態では、STA2800を設けている。具体的には、図28に示すように、STA
2800はレシーバ2801と、プロセッサ2802とを備える。
【０１５５】
　レシーバ2801は、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信するように構成さ
れており、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードイン
ターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え
、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シ
グナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに
続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して
、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを
使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィ
ールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１５６】
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　プロセッサ2802は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドとを解析して
、APのIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ
取得するように構成されており、
　APのIDがSTA2800に関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフ
ィールドに対する解析が停止される。
【０１５７】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１５８】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、
　シグナリングにおける次期シグナリングの伝送変調および符号化方式MCSのフィールド
、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マ
ルチユーザMUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FE
C符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドであって、ここで次
期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され、次期
シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレーム構
造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示され、SU
／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送である
かが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへの遷移
時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によってチ
ャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して、この
スケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィールドを使
用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィールドを
使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここでこの
スケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、または
構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１５９】
　プロセッサ2802は、以下のフィールドのうちの少なくとも1つを解析して、以下の情報
のうちの少なくとも1つを取得するようにさらに構成されており、それらはすなわち、
　次期シグナリングの伝送MCS、次期シグナリングの長さ、このスケジューリング伝送の
フレーム構造、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるか、ダウンリ
ンクからアップリンクへの遷移時点、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有
する際の残余継続時間、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モード、このス
ケジューリング伝送におけるSTAの台数、もしくはこのスケジューリング伝送におけるSTA
のSTAIDの長さである。
【０１６０】
　また、STA2800は、トランスミッタ2803をさらに備える。
【０１６１】
　プロセッサ2802は、次期シグナリングにおけるリソース指示情報を読み取り、かつリソ
ース指示情報に従ってSTA2800のリソース位置を特定するようにさらに構成されており、
　レシーバ2801は、リソース位置においてダウンリンクデータパケットを受信するように
さらに構成されており、または
　トランスミッタ2803は、リソース位置においてアップリンクデータパケットを送信する
ように構成されている。
【０１６２】
　また、シグナリングが遷移時間フィールドを備える場合に、プロセッサ2802は、
　あらかじめ設定された式を参照して、遷移時間フィールドの値によるダウンリンクから
アップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、シグナリングの終
了時間とを特定するように具体的に構成されており、このあらかじめ設定された式は、
　遷移時点＝遷移時間フィールドの値×リソースユニットの時間ドメイン長＋次期シグナ
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リングの終了時間、
　となっている。
【０１６３】
　また、シグナリングがフレーム構造指示フィールドをさらに含み、かつフレーム構造指
示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソースの時間ドメイ
ン位置は、
　アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋次期シ
グナリングで指示されるアップリンク時間、となっている。
【０１６４】
　具体的には、WLANにおいてSTAを使用することによってシグナリングを受信する方法に
ついては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細
な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１６５】
　本実施形態のSTAは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１６６】
　実施形態6
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供され、ま
た本方法は、SU伝送のみが存在するシナリオに対して特に適用される。図30に示すように
、本方法は以下のステップを含む。
【０１６７】
　S3001．APはシグナリングを生成し、シグナリングはAP IDフィールドと、BWフィールド
と、SU／MUフィールドと、GIフィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
けるデータのMCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィールドと、空間スト
リーム数フィールド（Number of Spatial Streams、略称NSS）と、集約フィールドと、平
滑フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとを備える。
【０１６８】
　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、この送
信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ
伝送に必要なCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符
号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示
され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号
化モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデ
ータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝
送において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールドを使用して、非プリアン
ブル部のデータが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールド
を使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用し
て、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールド
を使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフ
ィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１６９】
　S3002．APはシグナリングを送信する。
【０１７０】
　具体的に、APによって生成されたシグナリングをHEW－SIG1と呼ぶ実施例を用いて説明
する。データフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており、かつ1つのOFDMシンボ
ルは24－bitの情報を搬送し、またHEW－SIG1は2つの4μsのOFDMシンボルを含んでいると
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仮定しており、図31に示すように、SU伝送のみが存在するシナリオでは、HEW－SIG1はAP 
IDフィールドと、BWフィールドと、SU／MUフィールドと、GIフィールドと、STAIDフィー
ルドと、非プリアンブル部におけるMCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、STBCフ
ィールドと、NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィールドと、CRCフィールドと
、末尾Tailフィールドとを備える。フィールドの順序と各フィールドのビット数を図31に
示している。
【０１７１】
　なお、本実施例では、NSSフィールドは3ビットを使用して指示されている。000は1つの
空間ストリームを表し、001は2つの空間ストリームを表し、010は3つの空間ストリームを
表し、011は4つの空間ストリームを表し、100は5つの空間ストリームを表し、101は6つの
空間ストリームを表し、110は7つの空間ストリームを表し、かつ111は8つの空間ストリー
ムを表すように設計されていてもよい。
【０１７２】
　なお、本実施例では、平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情
報が指示され、具体的には、ビーム形成が実行されたかどうかによって、チャネル平滑化
が実行可能かどうかを受信側が判定するように指示され得る。
【０１７３】
　なお、本発明の本実施形態では、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSのフィー
ルドにおける指示方法は、現行規格（802．11a、802．11n、または802．11acなど）のMCS
フィールドにおける指示方法と同様であり、STBCフィールドの指示方法は、現行規格（80
2．11nまたは802．11acなど）のSTBCフィールドの指示方法と同様であり、集約フィール
ドおよび平滑フィールドの指示方法は、現行規格（802．11nなど）の集約フィールドおよ
び平滑フィールドの指示方法と同様である。これに関しては、本発明の本実施形態におい
て特に限定されない。
【０１７４】
　なお、図31に示す構成は、アップリンク伝送およびダウンリンク伝送の双方に適用可能
である。具体的には、アップリンク伝送が実行されたか、ダウンリンク伝送が実行された
かは、AP ID、STAID、および受信／送信信号によって判定され得る。たとえば、STAが受
信側であり、かつAPが送信側である場合に、APが送信するシグナリングを受信し、かつ解
析した後、STAはシグナリングに含まれるAP IDがSTAに関連付けられたAPのIDと一致して
いることを確認し、よってダウンリンク伝送が実行されたと判定し得る。必要に応じて、
図31にUL／DL指示フィールドをさらに追加することができる。これに関しては、本発明の
本実施形態において特に限定されない。
【０１７５】
　なお、図31において、HEW－SIG1の構造設計ソリューションを例示的に示している。図3
1における特定のフィールドの位置、特定のフィールドが位置するシンボル、および各フ
ィールドが使用するビット数に関しては、もちろんすべて調整されてもよく、たとえば、
5から10ビットを使用してSTAIDフィールドが指示され得、また2ビットまたは4ビットを使
用してNSSフィールドが指示され得る。これに関しては、本発明の本実施形態において特
に限定されない。
【０１７６】
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供され、ま
た本方法は、SU伝送のみが存在するシナリオに対して特に適用される。図32に示すように
、本方法は以下のステップを含む。
【０１７７】
　S3201．STAは、APが送信するシグナリングを受信し、シグナリングはAP IDフィールド
と、BWフィールドと、SU／MUフィールドと、GIフィールドと、STAIDフィールドと、非プ
リアンブル部におけるデータのMCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィー
ルドと、NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィールドと、CRCフィールドと、Ta
ilフィールドとを備える。
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【０１７８】
　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、この送
信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ
伝送に必要なCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符
号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示
され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号
化モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデ
ータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝
送において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールドを使用して、非プリアン
ブル部のデータが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールド
を使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用し
て、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールド
を使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフ
ィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１７９】
　S3202．STAは、AP IDフィールドと、BWフィールドと、SU／MUフィールドと、GIフィー
ルドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータのMCSのフィールドと、FE
C符号化フィールドと、STBCフィールドと、NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フ
ィールドとを解析して、以下の情報をそれぞれ取得し、それらはすなわち、
　APのID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、この伝送がSU
伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子、非プリアンブル
部におけるデータの伝送MCS、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モード、S
U伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうか、SU伝送
において使用されるストリーム数、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、MP
DUの集約であるか、ならびにビーム形成に関する情報であり、
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【０１８０】
　具体的には、本発明のこの実施形態では、STAによって受信されるシグナリングの概略
的な構成図について、図31を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な
説明を繰り返し記載することはしない。
【０１８１】
　STAが受信するシグナリングの概略構成図が、図31に示されていると仮定している。デ
ータパケットを受信した後のSTAによるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フローチ
ャートが、ここに示されている。図33Aおよび図33Bに示すように、プロシージャは以下の
ステップを含む。
【０１８２】
　S3301．AP IDフィールドを解析して、STAが現在の伝送を行う際に使用するAPのIDを取
得する。
【０１８３】
　S3302．APのIDに従って、受信したデータパケットがSTAに関連するAPが送信したデータ
パケットであるかどうかを判定する。
【０１８４】
　受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、
ステップS3303が実行されるが、あるいは受信したデータパケットが、
　STAに関連するAPが送信したデータパケットでない場合、プロシージャは終了する。
【０１８５】
　S3303．BWフィールドを解析して、HEW－SIG1の後続のデータ伝送に必要となる帯域幅を
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取得する。
【０１８６】
　S3304．SU／MUフィールドを解析して、この伝送がSU伝送であるかどうかを確認する。
【０１８７】
　S3305．STAIDフィールドを読み取って、この送信におけるSTAの識別子に関する情報を
取得する。
【０１８８】
　S3306．非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSのフィールドとFEC符号化フィール
ドとを解析して、この伝送の非プリアンブル部におけるデータの一部である伝送MCSおよ
びデータ符号化モードに関する情報を判定する。
【０１８９】
　S3307．STBCフィールドとNSSフィールドとを解析して、この伝送におけるHEW－SIG1の
後続のデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかと、SU伝送において使用されるストリ
ーム数に関する情報とを判定する。
【０１９０】
　S3308．集約フィールドと平滑フィールドとを解析して、非プリアンブル部のデータが
単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかと、ビーム形成に関する情報とを判定する。
【０１９１】
　S3309．この伝送の非プリアンブル部におけるデータの一部である伝送MCSおよびデータ
符号化モードに関する解析情報と、この伝送におけるHEW－SIG1の後続のデータ伝送がSTB
C方式で実行されたかどうかの解析情報と、SU伝送において使用されるストリーム数の解
析情報と、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかの解析
情報と、ビーム形成に関する解析情報とに従って、この伝送におけるHEW－SIG1の後続の
データを受信する。
【０１９２】
　なお、この伝送がMU伝送である場合、STAは、MUの搬送波割当フォーマットに従ってデ
ータを受信し得る。これは、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【０１９３】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、SU伝送の
シナリオにおいて、STAによってシグナリングが生成されてもよく、APはSTAが送信するシ
グナリングを受信し、ここでシグナリングの構造は図31の構造と同様であり、シグナリン
グを受信した後のAPによるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フローチャートは、
図33Aおよび図33Bと同様である。相違点としては、APがシグナリングHEW－SIG1を解析す
る場合に、ステップS3302における「APのIDに従って、受信したデータパケットがSTAに関
連するAPが送信したデータパケットであるかどうかを判定する」の記載が、「APのIDに従
って、APにデータパケットが送信されたかどうかを判定する」に置き換えられる必要があ
ることである。この場合については、本発明の本実施形態では記載しないが、詳細につい
ては上記の実施形態に関する説明を参照することができる。
【０１９４】
　上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMA
ベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグナ
リングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題が
解決される。
【０１９５】
　実施形態7
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供される。
図34に示すように、本方法は以下のステップを含む。
【０１９６】
　S3401．APはシグナリングを生成し、シグナリングはAP IDフィールドと、BWフィールド
と、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA
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台数フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとを備える。
【０１９７】
　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要なCP長が指示され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジ
ューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクである
ことが指示され、ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドを使用して、このスケ
ジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数が指示され、CRCフィ
ールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、T
ailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィー
ルドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１９８】
　S3402．APはシグナリングを送信する。
【０１９９】
　本発明の本実施形態では、特にダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドが導入
されている。フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造
が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、この伝送に
おけるダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドが読み取られ、かつリソース指示
情報のシグナリングがダウンリンク伝送リソースを指示しているか、アップリンク伝送リ
ソースを指示しているかを判定する。
【０２００】
　なお、本発明の本実施形態におけるシグナリングは、AP IDフィールドと、BWフィール
ドと、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクST
A台数フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとに加えて、別のフィールドをさ
らに備えていてもよい。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない
。
【０２０１】
　APによって生成されたシグナリングをHEW－SIG1と呼ぶ実施例を用いて説明する。デー
タフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており、かつ1つのOFDMシンボルは24－bit
の情報を搬送し、またHEW－SIG1は2つの4μsのOFDMシンボルを含んでいると仮定している
。例示的には、図35に示すように、HEW－SIG1は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、
SU／MUフィールドと、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンクST
A台数フィールドと、遷移時間フィールドと、HEW－SIG2 MCSフィールドと、HEW－SIG2長
フィールドと、CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを含む。フィールドの順序と各
フィールドのビット数とを図31に示している。
【０２０２】
　例示的には、図36に示すように、HEW－SIG1は3つの4μsのOFDMシンボルを含んでいると
仮定すると、HEW－SIG1はAP IDフィールドと、継続時間フィールドと、BWフィールドと、
SU／MUフィールドと、GIフィールドと、HEW－SIG2 MCSフィールドと、HEW－SIG2 MCSフィ
ールドと、フレーム構造指示フィールドと、STA台数フィールドと、ダウンリンクSTA台数
フィールドと、STAID長フィールドと、遷移時間フィールドと、CRCフィールドと、末尾Ta
ilフィールドとを備える。フィールドの順序と各フィールドのビット数とを図36に示して
いる。
【０２０３】
　なお、図35および図36において、HEW－SIG1の構造設計ソリューションを例示的に示し
ている。図35および図36における特定のフィールドの位置、特定のフィールドが位置する
シンボル、および各フィールドが使用するビット数に関しては、もちろん調整されてもよ
い。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【０２０４】
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供される。
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図37に示すように、本方法は以下のステップを含む。
【０２０５】
　S3701．STAは、APが送信するシグナリングを受信し、シグナリングはAP IDフィールド
と、BWフィールドと、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／
アップリンクSTA台数フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとを備える。
【０２０６】
　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要なCP長が指示され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジ
ューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクである
ことが指示され、ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドを使用して、このスケ
ジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数が指示され、CRCフィ
ールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、T
ailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィー
ルドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０２０７】
　S3702．STAは、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、フレーム構造
指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドとを解析して、以下
の情報をそれぞれ取得し、それらはすなわち、
　APのID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、このスケジュ
ーリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであるか
、ならびにこのスケジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数で
あり、
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【０２０８】
　具体的には、本発明の本実施形態において、STAが受信するシグナリングの概略構成図
について図35および図36を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な説
明を繰り返し記載することはしない。
【０２０９】
　具体的には、STAが受信するシグナリングの概略構成図が図35に特に示されていると仮
定すると、HEW－SIG1のフレーム構造指示フィールドを読み取り、かつこのスケジューリ
ング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると確認
した後に、STAはダウンリンクSTA台数フィールドをさらに読み取り、かつダウンリンクに
おいてスケジュールされるユーザ数を特定する。たとえば、k人のユーザがダウンリンク
にスケジュールされている場合、リソース割当情報を読み取り、かつSTAにおける先頭のk
個のリソース割当情報を読み取る際に、STAは、この時点で割り当てられた情報がダウン
リンク情報であり、またk個のリソース割当情報の後に割り当てられた情報がアップリン
ク情報であると確認する。したがって、STAの各リソース割当情報において、その割当情
報がダウンリンク割当情報であるか、アップリンク割当情報であるかを指示する必要はな
い。
【０２１０】
　図35に示すシグナリング構造において、ダウンリンクSTA台数フィールドは、アップリ
ンクSTA台数フィールドにもちろん置き換えられてもよい。アップリンクSTA台数フィール
ドを使用して、このスケジューリング伝送におけるアップリンクのユーザ数、すなわちア
ップリンクにおいてスケジュールされるユーザ数が指示される。HEW－SIG1のフレーム構
造指示フィールドを読み取り、かつこのスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カス
ケードダウンリンクおよびアップリンクであると確認した後に、STAはアップリンクSTA台
数フィールドをさらに読み取り、かつアップリンクにおいてスケジュールされるユーザ数
を特定する。k人のユーザがアップリンクにスケジュールされていると仮定すると、リソ
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ース割当情報を読み取り、かつSTAにおける先頭のk個のリソース割当情報を読み取る際に
、STAは、この時点で割り当てられた情報がアップリンク情報であり、またk個のリソース
割当情報の後に割り当てられた情報がダウンリンク情報であると確認する。同様に、STA
の各リソース割当情報において、その割当情報がダウンリンク割当情報であるか、アップ
リンク割当情報であるかを指示する必要はない。
【０２１１】
　具体的には、STAが受信するシグナリングの概略構成図が図36に特に示されていると仮
定すると、STAは、STA台数フィールドとダウンリンクSTA台数フィールドとに従って、リ
ソース割当指示情報がダウンリンク指示であるか、アップリンク指示であるかを判定する
ので、割当情報がダウンリンク割当情報であるか、アップリンク割当情報であるかを指示
する指示を、各割当情報用にリソース割当指示情報に対して付加する必要はない。たとえ
ば、スケジュールされたSTAの台数が16であり、かつダウンリンクSTAの台数が8である場
合、先頭の8個のリソース割当情報はダウンリンク割当情報の指示であり、残りの8個のリ
ソース割当情報はアップリンク割当情報の指示である。
【０２１２】
　同様に、図36のダウンリンクSTA台数フィールドは、アップリンクSTA台数フィールドに
置き換えられてもよい。アップリンクSTA台数フィールドを使用して、このスケジューリ
ング伝送におけるアップリンクのユーザ数、すなわちアップリンクにおいてスケジュール
されるユーザ数が指示される。その使用原理は上記の方法と同様である。たとえば、スケ
ジュールされたSTAの台数が16であり、かつアップリンクSTAの台数が8である場合、先頭
の8個のリソース割当情報はアップリンク割当情報の指示であり、残りの8個のリソース割
当情報はダウンリンク割当情報の指示である。このように、割当情報がダウンリンク割当
情報であるか、アップリンク割当情報であるかを指示する指示を、各割当情報用にリソー
ス割当指示情報に対して付加する必要がない状態が実現され得る。
【０２１３】
　上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMA
ベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグナ
リングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題が
解決される。
【０２１４】
　実施形態8
　本発明の本実施形態では、STA3800を設けている。図38に示すように、STA3800は、生成
ユニット3801と、送信ユニット3802とを備える。
【０２１５】
　生成ユニット3801は、この送信がSU伝送である場合に、シグナリングを生成するように
構成されており、シグナリングはアクセスポイント識別子AP識別子IDフィールドと、帯域
幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインターバルGIフィールド
と、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変
調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フィールドと、時空間
ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールド
と、平滑フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、
ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグ
ナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、こ
の送信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、こ
のスケジューリング伝送におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデ
ータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけ
るデータの伝送MCSが指示され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部にお
けるデータのデータ符号化モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけ
るシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィ
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ールドを使用して、SU伝送において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールド
を使用して、非プリアンブル部のデータが単一のメディアアクセス制御プロトコルデータ
ユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールドを使用して、ビ
ーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリン
グにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エ
ンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、
シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０２１６】
　送信ユニット3802は、シグナリングを送信するように構成されている。
【０２１７】
　本実施形態のSTA3800は、上記実施形態6の方法を実行するように構成され得るので、本
実施形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、
したがってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０２１８】
　実施形態9
　本発明の本実施形態では、AP3900を設けている。図39に示すように、AP3900は、受信ユ
ニット3901と、解析ユニット3902とを備える。
【０２１９】
　受信ユニット3901は、この送信がシングルユーザSU伝送である場合に、ステーションST
Aが送信するシグナリングを受信するように構成されており、シグナリングはAP識別子ID
フィールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインタ
ーバルGIフィールドと、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
けるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フ
ィールドと、時空間ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールド
と、集約フィールドと、平滑フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフ
ィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、AP3900のIDが指示され、BWフィ
ールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフ
ィールドを使用して、この送信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して
、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、STAIDフ
ィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子が指示され、非プ
リアンブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドを使用して、
非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示され、FEC符号化フィールドを使用して
、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モードが指示され、STBCフィールドを
使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどう
かが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝送において使用されるストリーム数が指
示され、集約フィールドを使用して、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、
MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に
関する情報が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールド
の前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内
がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後
の2つのフィールドである。
【０２２０】
　解析ユニット3902は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、SU／MU
フィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSのフィー
ルドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィールドと、NSSフィールドと、集約フィールド
と、平滑フィールドとを解析して、以下の情報をそれぞれ取得するように構成されており
、それらはすなわち、
　AP3900のID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、この伝送
がSU伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子、非プリアン
ブル部におけるデータの伝送MCS、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モー
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ド、SU伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうか、SU
伝送において使用されるストリーム数、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか
、MPDUの集約であるか、ならびにビーム形成に関する情報であり、
　APのIDがAPのAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィールドに対する解析
が停止される。
【０２２１】
　本実施形態のAP3900は、上記実施形態6の方法を実行するように構成され得るので、本
実施形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、
したがってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０２２２】
　上記の説明は、本発明の特定の実装形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定することを
意図するものではない。本発明で開示された技術的範囲内において、当業者が容易に想到
できる変形形態または置換形態であれば、これらはいずれも本発明の保護範囲に含まれる
ものである。したがって、本発明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に属するもの
とする。
【０２２３】
　当業者であれば、図9に加えて、本発明に関連するフレーム構造が図9aにさらに示され
得ることを理解でき、ここでアップリンクフレームまたはダウンリンクフレームにおいて
、シグナリングHEW－SIG1はレガシープリアンブルの後に位置しており、あるいはシグナ
リングHEW－SIG2がさらに含まれ、シグナリングHEW－SIG1はHE－SIG－Aを含み得るか、ま
たはHE－SIG－Bをさらに含む。具体的には、アップリンクフレームはまた、レガシープリ
アンブル（Lプリアンブル）と、シグナリングHEW SIG1とを含み得る。ダウンリンクフレ
ームのHEW－SIG2と、アップリンクフレームのLプリアンブル、HEW－SIG1、またはHEW－SI
G2は、任意で設けられる。HEW－SIG1のHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bも、任意で設けられ
る。
【０２２４】
　ダウンリンクフレームにおいて、HEW SIG1は2つの部分に分割されていてもよい。シン
ボル長とシンボル数とが固定されている形態の固定MCSを使用して、第1の部分（これはHE
－SIG－Aと呼ばれ得る）を伝送し、これによって基本的なシグナリングを伝送し、かつ無
線フレームが11axのフレームフォーマット内にあるかどうかを判定する。第2の部分（こ
れはHE－SIG－Bと呼ばれ得る）については、可変長の異なる数のシンボルが使用されても
よく、ここで可変長の意味するところは、チャネル環境に従ってCP長が選択されていると
いうことである。HE－SIG－BのCP長とシンボル数とは、HE－SIG－Aにおいて指示されても
よい。SUシナリオでは、HE－SIG－Bの場合、シンボル長とシンボル数とは可変であっても
よく、またはCP長が固定されていてもよく、もしくはシンボル数が固定されていてもよく
、あるいはCP長とシンボル数との双方が固定されている。特定のSTAに対するシグナリン
グはまた、STAによって割り当てられたリソースの開始部分、たとえば、図9aにおけるダ
ウンリンクフレームのHEW－SIG2に位置していてもよい。
【０２２５】
　MUシナリオでは、APによって設定されたBSSにおけるチャネルの20MHzの各帯域幅で、第
1のシグナリングHE－SIG－Aが802．11aの副搬送波割当方式で繰り返し伝送されるとき、
第1のシグナリングHE－SIG－Aのフィールドは、図40a、図40b、および図40cに示すフォー
マット内にあってもよい。図41に示すように、データパケットを受信した後の受信側によ
るシグナリングHEW－SIG－Aの解析を表す概略フローチャートが、ここに例示的に示され
ている。MUシナリオでは、図40a、図40b、および図40cに示すHE－SIG－Aの指示方法につ
いて、伝送MCS、STAID／GID、伝送された時空間ストリーム数、特定のリソース位置に関
する指示、各STA向けであり、かつLDPCが使用されたかどうかを指示する指示、またはSTB
Cが使用されたかどうかを指示する指示などの特定のデータ部分に関するリソース指示情
報および構成パラメータは、指示を目的としてHE－SIG－B内に配置されている。
【０２２６】
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　図41に示すように、図41は、STAによるシグナリングHEW－SIG－Aの解析を表す概略フロ
ーチャートである。通常STAは、HEW－SIG－A内のコンテンツを順次解析し、かつ解析によ
って取得されたコンテンツに従って対応する動作を実行しているが、ここで詳細な説明を
繰り返し記載することはしない。
【０２２７】
　本発明の実装形態は、もちろん、別の特定のフレーム構造をさらに含んでいてもよい。
たとえば、SU／MUフィールドがSU伝送を示す場合、すなわちSUシナリオでは、APによって
設定されたBSSにおけるチャネルの20MHzの各帯域幅で、第1のシグナリングHE－SIG－Aが8
02．11aの副搬送波割当方式で繰り返し伝送されるとき、第1のシグナリングHE－SIG－Aは
、2つのOFDMシンボルを含んでいてもよく、各OFDMシンボルに搬送されるシグナリング情
報は、図40dにおいて示されている。HE－SIG－Aは、4つのOFDMシンボルを必要に応じて含
んでいてもよく、ここで第2のOFDMシンボルは第1のOFDMシンボルのコンテンツを有し、第
4のOFDMシンボルは第3のOFDMシンボルのコンテンツを有し、これはすなわち、第2のOFDM
と第4のOFDMシンボルとは、時間ドメインにおいて第1のOFDMシンボルおよび第3のOFDMシ
ンボルをそれぞれ反復したものであることを意味している。この場合、第1シンボルと、
第2シンボルと、第3シンボルと、第4シンボルとに搬送されるコンテンツが図40eに示され
ている。各OFDMシンボルはまた、周波数ドメインにおいて、必要に応じて反復されてもよ
く、各OFDMシンボルは12－bitの情報を搬送している。周波数ドメインで反復される4つの
OFDMシンボルを使用して搬送されるHE－SIG－Aのコンテンツは、図40eを使用して示され
ていてもよい。
【０２２８】
　HE－SIG－Aの伝送における確実性を確保するために、SU伝送中、HE－SIG－Aのシンボル
が時間ドメインで反復されるとき、反復されるシンボルを2つのみ使用して、HE－SIG－A
の情報を搬送してもよい。図40fに示すように、第2のOFDMシンボルは、時間ドメインにお
いて第1のOFDMを反復したものである。各シンボルは、シンボルの周波数ドメインで、必
要に応じて反復されてもよく、この場合、2つのシンボルに搬送されるHE－SIG－Aのコン
テンツは、図40fを使用して示されていてもよい。図40fにおいて示す時間ドメインまたは
周波数ドメインで反復されるシンボルを2つのみ使用して、HE－SIG－Aが搬送される場合
、HE－SIG－Bにおいて何らかの共通シグナリングを指示する必要がある。HE－SIG－Bは、
時間ドメイン反復伝送方法または周波数ドメイン反復伝送方法では伝送されない可能性が
あるが、各シンボル上で個別に伝送されている。HE－SIG－Bは、必要に応じて、上位MCS
を使用して送信されてもよい。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返
し伝送されなくてもよいが、APによって設定されたBSSの全チャネル上で伝送される。HE
－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されてもよい。MCS0を使用
して、20MHzの帯域幅でHE－SIG－Bが伝送される場合、HE－SIG－Bに搬送されるコンテン
ツは図40gおよび図40hに示され得る。図40gでは、SU伝送中に1つのシンボルのみを使用し
て搬送されるHE－SIG－Bが示されており、図40hでは、SU伝送中に2つのシンボルを使用し
て搬送されるHE－SIG－Bのコンテンツが示されている。MCS0より高い上位MCSを使用して
、または20MHzより高い帯域幅を使用して、HE－SIG－Bが伝送される場合、HE－SIG－Bに
よって搬送されるコンテンツの一部またはすべては、図40gおよび図40hと一致していても
よく、OFDMシンボルにおけるフィールドの組み合わせのみが異なっていてもよい。
【０２２９】
　SU伝送中、必要に応じて、3つのOFDMシンボルを使用してHE－SIG－Aのコンテンツが搬
送されてもよく、ここで各シンボルは周波数ドメインで反復され、よって各OFDMシンボル
は、12－bitの情報を搬送することができる。3つのOFDMシンボルに搬送されるHE－SIG－A
のコンテンツは、図40i、図40j、および図40lにおいて、別々に示されていてもよい。図4
0iに示すHE－SIG－Aを使用する場合、HE－SIG－B部分は必要ではない可能性がある。図40
jに示すHE－SIG－Aが使用される場合、HE－SIG－B部分は、SU伝送中のシグナリングの指
示を補うために必要とされる。HE－SIG－Bは、時間ドメイン反復伝送方法または周波数ド
メイン反復伝送方法では伝送されない可能性があるが、各シンボル上で個別に伝送されて
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いる。HE－SIG－Bは、必要に応じて、上位MCSを使用して伝送されてもよい。HE－SIG－B
は、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されなくてもよいが、APによって設
定されたBSSの全チャネル上で伝送される。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域
幅で繰り返し伝送されてもよい。MCS0を使用して、20MHzの帯域幅でHE－SIG－Bが伝送さ
れる場合、HE－SIG－Bに搬送されるコンテンツは図40kに示され得、ここで1つのOFDMシン
ボルを使用して、HE－SIG－Bのコンテンツが搬送されている。MCS0より高い上位MCSを使
用して、または20MHzより高い帯域幅を使用して、HE－SIG－Bが伝送される場合、HE－SIG
－Bによって搬送されるコンテンツの一部またはすべては、図40kと一致していてもよく、
OFDMシンボルにおけるフィールドの組み合わせのみが異なっていてもよい。SU伝送中であ
り、かつ図40lに示すHE－SIG－Aが使用される場合、HE－SIG－B部分は、SU伝送中のシグ
ナリングの指示を補うために必要とされる。HE－SIG－Bは、時間ドメイン反復伝送方法ま
たは周波数ドメイン反復伝送方法では伝送されない可能性があるが、各シンボル上で個別
に伝送されている。HE－SIG－Bは、必要に応じて、上位MCSを使用して送信されてもよい
。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されなくてもよいが、A
Pによって設定されたBSSの全チャネル上で伝送される。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20
MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されてもよい。MCS0を使用して、20MHzの帯域幅でHE－SIG
－Bが伝送される場合、HE－SIG－Bに搬送されるコンテンツは図40mに示され得、ここで2
つのOFDMシンボルを使用して、HE－SIG－Bのコンテンツが搬送されている。HE－SIG－Bが
、必要に応じてMCS0より高い上位MCSを使用して、または20MHzより高い帯域幅を使用して
伝送される場合、HE－SIG－Bによって搬送されるコンテンツの一部またはすべては図40m
と一致していてもよく、OFDMシンボルにおけるフィールドの組み合わせのみが異なってい
てもよい。
【０２３０】
　HE－SIG－1のシグナリング構造が図40f～図40mにおいて示されている場合、図42では、
データパケットを受信した後の受信側によるシグナリングHEW－SIG－1の解析を表す概略
フローチャートが例示的に示され、ここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない
。
【０２３１】
　別の実施例では、図9aに示す構造において、かつSU伝送である場合、ダウンリンクフレ
ームにおけるHE－SIG－1の構造、フィールド、またはシーケンスは、アップリンクフレー
ムのものと同様であり得る。MU伝送の場合のダウンリンクフレームにおけるHE－SIG－1の
コンテンツ、構造、およびシーケンスについては、上記の実施形態で説明したが、アップ
リンクフレームにおけるHE－SIG－1の構造、フィールド、またはシーケンス、特にHE－SI
G－Aの構造、フィールド、もしくはシーケンスは、ダウンリンクフレームにおけるHE－SI
G－Aのものと一致していてもよいが、具体的には搬送されるコンテンツが異なっている可
能性がある。
【０２３２】
　具体的には、アップリンク伝送中、APによって設定されたBSSにおけるチャネルの20MHz
の各帯域幅で、HE－SIG－Aは802．11aの副搬送波割当方式で繰り返し伝送される。APおよ
び／または別のSTAがHE－SIG－Aを解析できるように、アップリンクマルチユーザ伝送中
、アップリンクマルチユーザ伝送を実行するSTAは、HE－SIG－A内で同一のコンテンツを
送信し、かつ形成される無線インターフェースの波形が確実に一致するようにする必要が
ある。同一の波長を形成するために、複数のSTAによって送信される同一の波形が無線に
おいて重複される。この場合、各STAのHE－SIG－Aは同一のコンテンツを搬送している。S
TAまたはAPは、HE－SIG－Aを解析した後にのみ、この伝送がダウンリンク伝送であるか、
アップリンク伝送であるかを確認するので、アップリンクで伝送されるHE－SIG－Aのシン
ボル数、フィールド、および構造は、ダウンリンクで伝送されるHE－SIG－Aのものと一致
している必要がある。
【０２３３】
　マルチユーザ伝送においてすべてのSTAによってアップリンクで送信されるHE－SIG－As
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の波形が確実に一致するように、すべてのSTAによって送信されるHE－SIG－Asのフィール
ドのコンテンツは同一である必要がある。スケジューリングはアップリンク伝送でAPによ
って実行され、かつアップリンク伝送の受信側はAPであるので、APはアップリンク伝送の
関連パラメータ情報とリソース構成情報とを確認する。このようにして、アップリンクマ
ルチユーザ伝送におけるHE－SIG－Aの伝送パラメータおよびリソース構成情報は、初期設
定により構成され得、たとえばアップリンクマルチユーザ伝送時のすべてのSTAのHE－SIG
－Asにおけるフィールド値は0、または特定の規定フィールドもしくはシーケンスに設定
されている。
【０２３４】
　しかしながら、一部のフィールドは、受信側または他のSTAに対して対応する情報を指
示する必要があるため、フィールドを規定値に設定することはできないが、実際の状態に
則して対応する情報を指示する必要がある。これらのフィールドには、SU／MU指示フィー
ルド、AP IDフィールド、TXOP伝送継続時間フィールドなどが含まれるが、これらに限定
されない。SU／MU指示フィールドは、次期無線フレームがシングルユーザ伝送SUであるか
、マルチユーザ伝送MUであるかを指示する必要があり、よって実際の状態に則して指示を
行う必要があるので、受信側では正しいフレームフォーマットによって受信を行うことが
できる。AP IDフィールドを使用して、無線パケットに関連するAPの情報が指示されるの
で、無線フレームがAPもしくはSTAに関連しているかどうかを別のAPまたはSTAが判定する
。無線フレームがAPまたはSTAに関連している場合、APまたはSTAは、引き続き無線パケッ
トを受信し、かつ解析する。無線フレームがAPもしくはSTAに関連していない場合、APま
たはSTAは受信を直ちに終了するか、または解析を停止する。したがって、AP IDフィール
ドはまた、実際の状態に則して指示を行う必要があり、またこれを、任意で初期設定によ
り構成することはできない。TXOP伝送継続時間フィールドを使用して、APの現在のスケジ
ューリング期間における残余継続時間が指示されるので、別のAPまたはSTAが、チャネル
を占有する際の残余継続時間に関する情報を取得し、かつNAV情報を構成する。したがっ
て、TXOP伝送継続時間フィールドもまた、任意で初期設定により構成されるのではなく、
実際の状態に則して構成される必要がある。
【０２３５】
　なお、SU／MU指示フィールド、AP IDフィールド、TXOP伝送継続時間フィールドなどが
、実際の状態に則して指示を行う必要があり、かつこれらを任意で構成することができな
いとしても、アップリンクマルチユーザ伝送におけるSTAのフィールドの構成は同一とな
る必要があり、これはすなわち、アップリンクマルチユーザ伝送においてSTAのSU／MU指
示フィールド、AP IDフィールド、およびTXOP伝送継続時間フィールドによって搬送され
るコンテンツが同一である必要があるということを意味している。SU／MU指示フィールド
を使用して、シングルユーザ伝送であるか、マルチユーザ伝送であるかが指示され、よっ
てアップリンクマルチユーザ伝送におけるSTAのSU／MU指示フィールドは、相互に容易に
一致している。AP IDフィールドを使用して、次期無線フレームに関連するAPの情報が指
示され、かつアップリンクマルチユーザ伝送のSTAが同一のAPに対してアップリンク伝送
を実行するため、アップリンクマルチユーザ伝送におけるSTAのAP IDフィールドは、相互
に容易に一致している。TXOP伝送継続時間フィールドを使用して、APの現在のスケジュー
リング期間における残余継続時間が指示されるので、別のAPまたはSTAが、チャネルを占
有する際の残余継続時間に関する情報を取得し、かつNAV情報を構成する。アップリンク
マルチユーザ伝送におけるSTAについては、情報は一致しているが、ダウンリンクフレー
ムのSIG部分において指示されるTXOP伝送継続時間およびダウンリンクフレームの継続時
間に従って、情報を計算する必要がある。ダウンリンクフレームからアップリンクフレー
ムへの遷移における中間フレーム継続時間と、ダウンリンクフレームおよび／またはアッ
プリンクフレームの前のプリアンブル継続時間（プリアンブルは2つの部分、すなわちレ
ガシープリアンブルとHEWプリアンブルとを含み得る）とに対して、状況に応じて、さら
に計算を行う必要がある。
【０２３６】
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　なお、SUとは、ここでは1つのステーション（ユーザ）のみが伝送を実行することを意
味し、MUとは、複数のステーション（ユーザ）が同時に伝送を実行することを意味し、ま
たこれにはMU－MIMOやOFDMAなどの方法が含まれるが、これらに限定されない。これらに
関する上記の図およびその説明は、HE－SIG－AまたはHE－SIG－Bによって搬送されるコン
テンツの例に過ぎず、よってフィールドの具体的な順序が調整されてもよく、あるいは一
部のフィールドのみ、またはいくつかのフィールドの組み合わせが搬送されてもよい。
【符号の説明】
【０２３７】
　　10　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）
　　20　アクセスポイント（AP）
　　21　ホストプロセッサ
　　22　ネットワークインターフェース
　　23　メディアアクセス制御（MAC）
　　24　物理層（PHY）
　　25　トランシーバ（TX／RX）
　　26　アンテナ
　　30　ステーション（STA）
　　31　ホストプロセッサ
　　32　ネットワークインターフェース
　　33　メディアアクセス制御（MAC）
　　34　物理層（PHY）
　　35　トランシーバ（TX／RX）
　　36　アンテナ
　　40　L－STA
　　2200　アクセスポイント（AP）
　　2202　生成ユニット
　　2203　送信ユニット
　　2204　受信ユニット
　　2400　ステーション（STA）
　　2401　受信ユニット
　　2402　解析ユニット
　　2403　読取ユニット
　　2404　判定ユニット
　　2405　送信ユニット
　　2600　アクセスポイント（AP）
　　2601　プロセッサ
　　2602　トランスミッタ
　　2603　レシーバ
　　2800　ステーション（STA）
　　2801　レシーバ
　　2802　プロセッサ
　　2803　トランスミッタ
　　3800　ステーション（STA）
　　3801　生成ユニット
　　3802　送信ユニット
　　3900　アクセスポイント（AP）
　　3901　受信ユニット
　　3902　解析ユニット
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【図２５】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】
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【図４０ａ】 【図４０ｂ】
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【図４０ｅ】 【図４０ｆ】
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【図４０ｊ】 【図４０ｋ】

【図４０ｌ】 【図４０ｍ】
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【図４１】 【図４２】

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月31日(2017.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法であって、
前記方法は、
　アクセスポイントAPによってシグナリングを生成するステップであって、前記シグナリ
ングはシングルユーザSU／マルチユーザMUフィールドを備え、前記SU／MUフィールドは、
スケジューリング伝送がシングルユーザ伝送またはマルチユーザ伝送であるかどうかを示
すために使用され、前記SU／MUフィールドがこのスケジューリング伝送がシングルユーザ
伝送であることを示す場合、前記シグナリングはリソース指示情報を備えるHEW－SIG2を
備えない、ステップと、
　前記シグナリングを、前記APによって送信するステップと
　を含む、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する方法。
【請求項２】
　前記SU／MUフィールドが、このスケジューリング伝送がマルチユーザ伝送であることを
示す場合、前記シグナリングは前記リソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備える、請求
項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記HEW－SIG2における前記リソース指示情報は、前記スケジューリングされたマルチ
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ユーザによってデータを送受信するリソース位置を備える、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法は、802．11ax規格のシステムにおいて使用される、請求項1から3のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項５】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを受信する方法であって、
前記方法は、
　ステーションによってシグナリングを受信するステップであって、前記シグナリングは
シングルユーザSU／マルチユーザMUフィールドを備え、前記SU／MUフィールドは、スケジ
ューリング伝送がシングルユーザ伝送またはマルチユーザ伝送であるかどうかを示すため
に使用され、前記SU／MUフィールドがこのスケジューリング伝送がシングルユーザ伝送で
あることを示す場合、前記シグナリングはリソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備えな
い、ステップと、
　前記ステーションによって、前記受信されたシグナリングに従ってデータを送受信する
ステップと
　を含む、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを受信する方法。
【請求項６】
　前記SU／MUフィールドが、このスケジューリング伝送がシングルユーザ伝送であること
を示す場合、前記ステーションによって、前記受信されたシグナリングに従ってデータを
送受信する前記ステップは、
　前記シングルユーザ伝送において、搬送波割当フォーマットに従ってデータを送受信す
るステップを含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記SU／MUフィールドが、このスケジューリング伝送がマルチユーザ伝送であることを
示す場合、前記シグナリングは前記リソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備え、前記HEW
－SIG2における前記リソース指示情報は、前記スケジューリングされたマルチユーザによ
ってデータを送受信するリソース位置を備える、請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　前記ステーションによって、前記受信されたシグナリングに従ってデータを送受信する
前記ステップは、
　前記ステーションによって、前記HEW－SIG2における前記リソース指示情報に従って、
前記STAによってデータを送受信するリソース位置を特定するステップと、
　対応するリソース位置においてデータを送受信するステップと
　を含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記方法は、802．11ax規格のシステムにおいて使用される、請求項5から8のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１０】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する装置であって、
　前記装置は、
　シグナリングを生成するように構成された第1のモジュールであって、前記シグナリン
グはシングルユーザSU／マルチユーザMUフィールドを備え、前記SU／MUフィールドはスケ
ジューリング伝送がシングルユーザ伝送またはマルチユーザ伝送であるかどうかを示すた
めに使用され、前記SU／MUフィールドがこのスケジューリング伝送がシングルユーザ伝送
であることを示す場合、前記シグナリングはリソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備え
ない、第1のモジュールと、
　前記シグナリングを送信するように構成された第2のモジュールと
　を備える、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを送信する装置
。
【請求項１１】
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　前記SU／MUフィールドが、このスケジューリング伝送がマルチユーザ伝送であることを
示す場合、前記シグナリングは前記リソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備える、請求
項10に記載の装置。
【請求項１２】
　前記HEW－SIG2における前記リソース指示情報は、前記スケジューリングされたマルチ
ユーザによってデータを送受信するリソース位置を備える、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装置は、802．11ax規格のシステムにおいて使用される、請求項10から12のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項１４】
　無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを受信する装置であって、
　前記装置は、
　シグナリングを受信するように構成された第1のモジュールであって、前記シグナリン
グはシングルユーザSU／マルチユーザMUフィールドを備え、前記SU／MUフィールドは、ス
ケジューリング伝送がシングルユーザ伝送またはマルチユーザ伝送であるかどうかを示す
ために使用され、前記SU／MUフィールドがこのスケジューリング伝送がシングルユーザ伝
送であることを示す場合、前記シグナリングはリソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備
えない、第1のモジュールと、
　前記受信されたシグナリングに従ってデータを送受信するように構成された第2のモジ
ュールと
　を備える、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリングを受信する装置
。
【請求項１５】
　前記SU／MUフィールドが、このスケジューリング伝送がシングルユーザ伝送であること
を示す場合、前記第2のモジュールは、前記シングルユーザ伝送において、搬送波割当フ
ォーマットに従ってデータを送受信するように構成されている、請求項14に記載の装置。
【請求項１６】
　前記SU／MUフィールドが、このスケジューリング伝送がマルチユーザ伝送であることを
示す場合、前記シグナリングは前記リソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備え、前記HEW
－SIG2における前記リソース指示情報は、前記スケジューリングされたマルチユーザによ
ってデータを送受信するリソース位置を備える、請求項14に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第2のモジュールは、
　前記HEW－SIG2における前記リソース指示情報に従って、前記STAによってデータを送受
信するリソース位置を特定し、かつ
　対応するリソース位置においてデータを送受信する
ように構成されている、請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　前記装置は、802．11ax規格のシステムにおいて使用される、請求項14から17のいずれ
か一項に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野に関し、特に、無線ローカルエリアネットワークにおいてシグナリン
グを送受信するための方法および装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　無線ローカルエリアネットワーク（略称WLAN）は、無線周波数技術を使用して、データ
を無線で送信するネットワークシステムである。インテリジェント端末が広く適用される
につれて、ネットワークデータトラフィックに対する需要はますます高まっており、また
WLANを使用してトラフィックを処理することは、情報およびデータを送信するにあたり、
非常に重要な方法の1つとなっている。
【０００３】
　WLAN技術を開発するためには、WLAN技術の規格を制定し、普及させ、かつ適用する必要
がある。電気電子技術者協会（略称IEEE）においては、802．11シリーズがWLANの主要規
格となっており、802．11、802．11b／g／a、802．11n、および802．11acなどの主流の規
格を数世代経ている。
【０００４】
　WLAN技術は、コンピュータネットワークおよび無線通信技術に基づいており、コンピュ
ータネットワーク構造では、論理リンク制御（Logical Link Control、略称LLC）層およ
びLLC層上のアプリケーション層は、種々の物理層（略称PHY）に対して、同一または異な
る要件を有し得る。したがって、WLAN規格は、主に物理層およびメディアアクセス制御（
略称MAC）層に使用されており、かつ無線周波数範囲および無線インターフェース通信プ
ロトコルなどで使用される技術仕様および技術規格に関連する。
【０００５】
　WLAN規格の物理層フレームは、物理層コンバージェンスプロシージャ（略称PLCP）プロ
トコルデータユニット（略称略PPDU）とも呼ばれ、かつPLCP headerと、PLCPサービスデ
ータユニット（略称PSDU）とを備える。PLCP headerは、トレーニングフィールドとシグ
ナリング（SIGNAL、略称SIG）フィールドとを主に含む。
【０００６】
　現在、研究され、かつ制定されている802．11axは、WLAN技術を発展させ続けている。8
02．11ax規格では、直交周波数分割多元接続（略称OFDMA）を使用して、伝送効率が改善
されている。しかしながら、WLANシステムにおいて、共通シグナリングのためのOFDMAベ
ースの設計ソリューションは存在しない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態により、WLANシステムにおいて共通シグナリングのためのOFDMAベー
スの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題を解決するために、WLANにお
いてシグナリングを送受信するための方法および装置が提供される。
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の実施形態により、以下のソリューションが提供
される。
【０００９】
　本明細書の第1の実施態様は、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリ
ングを送信する方法を提供し、前記方法は、アクセスポイントAPによってシグナリングを
生成するステップであって、前記シグナリングはシングルユーザSU／マルチユーザMUフィ
ールドを備え、前記SU／MUフィールドは、スケジューリング伝送がシングルユーザ伝送ま
たはマルチユーザ伝送であるかどうかを示すために使用され、前記SU／MUフィールドがこ
のスケジューリング伝送がシングルユーザ伝送であることを示す場合、前記シグナリング
はリソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備えない、ステップと、前記シグナリングを、
前記APによって送信するステップとを含む。
【００１０】
　本明細書の第2の実施態様は、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリ
ングを受信する方法を提供し、前記方法は、ステーションによってシグナリングを受信す
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るステップであって、前記シグナリングはシングルユーザSU／マルチユーザMUフィールド
を備え、前記SU／MUフィールドは、スケジューリング伝送がシングルユーザ伝送またはマ
ルチユーザ伝送であるかどうかを示すために使用され、前記SU／MUフィールドがこのスケ
ジューリング伝送がシングルユーザ伝送であることを示す場合、前記シグナリングはリソ
ース指示情報を備えるHEW－SIG2を備えない、ステップと、前記ステーションによって、
前記受信されたシグナリングに従ってデータを送受信するステップとを含む。
【００１１】
　本明細書の第3の実施態様は、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリ
ングを送信する装置であって、前記装置は、シグナリングを生成するように構成された第
1のモジュールであって、前記シグナリングはシングルユーザSU／マルチユーザMUフィー
ルドを備え、前記SU／MUフィールドはスケジューリング伝送がシングルユーザ伝送または
マルチユーザ伝送であるかどうかを示すために使用され、前記SU／MUフィールドがこのス
ケジューリング伝送がシングルユーザ伝送であることを示す場合、前記シグナリングはリ
ソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備えない、第1のモジュールと、前記シグナリングを
送信するように構成された第2のモジュールとを備える。
【００１２】
　本明細書の第4の実施態様は、無線ローカルエリアネットワークWLANにおいてシグナリ
ングを受信する装置であって、前記装置は、シグナリングを受信するように構成された第
1のモジュールであって、前記シグナリングはシングルユーザSU／マルチユーザMUフィー
ルドを備え、前記SU／MUフィールドは、スケジューリング伝送がシングルユーザ伝送また
はマルチユーザ伝送であるかどうかを示すために使用され、前記SU／MUフィールドがこの
スケジューリング伝送がシングルユーザ伝送であることを示す場合、前記シグナリングは
リソース指示情報を備えるHEW－SIG2を備えない、第1のモジュールと、前記受信されたシ
グナリングに従ってデータを送受信するように構成された第2のモジュールとを備える。
【００１３】
　本発明の実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送受信するための方法および装
置が提供され、本方法は、APによってシグナリングを生成するステップであって、シグナ
リングはAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールド
と、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾Tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィール
ドを使用して、APのIDを示し、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送
に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回
プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフ
ィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデ
コーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにお
ける最後の2つのフィールドである、ステップと、APによってシグナリングを送信するス
テップとを含む。上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリング
のためのOFDMAベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにお
ける共通シグナリングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先
行技術の課題が解決される。
【００１４】
　本発明または先行技術の実施形態における技術的ソリューションをより明確に説明する
ために、実施形態または先行技術を記載するために必要な添付図面について、以下で簡単
に説明する。以下の説明において、添付の図面が本発明のいくつかの実施形態を示してい
るだけであることは明らかであり、当業者は創造的な努力なしに、これらの添付の図面か
らさらに他の図面を導き出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】802．11a規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。
【図２】802．11aにおけるシグナリングフィールドの概略構成図である。
【図３】802．11n規格で規定されている混合フォーマットにおける物理層フレームの概略
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構成図である。
【図４】802．11aにおけるシグナリングフィールドの概略構成図である。
【図５】802．11ac規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。
【図６】802．11acにおけるシグナリングフィールドの概略構成図である。
【図７】本発明の一実施形態によるWLANのネットワークアーキテクチャの概略図である。
【図８】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略フ
ローチャートである。
【図９】本発明の一実施形態による、データフレームにおけるHEW－SIG1の位置を表す概
略図である。
【図９ａ】本発明の一実施形態によるデータフレームの概略構成図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図1である。
【図１１】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図2である。
【図１２】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図3である。
【図１３】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図4である。
【図１４】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図5である。
【図１５】本発明の一実施形態によるアップリンクフレーム構造フォーマットの概略図で
ある。
【図１６】本発明の一実施形態によるダウンリンクフレーム構造フォーマットの概略図で
ある。
【図１７】本発明の一実施形態による、フレーム構造フォーマットカスケードダウンリン
クおよびアップリンクの概略図である。
【図１８】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法の概略
フローチャートである。
【図１９Ａ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
【図１９Ｂ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
【図２０】本発明の一実施形態による遷移時点の位置を表す概略図である。
【図２１】本発明の一実施形態による、アップリンク伝送リソースの時間ドメイン位置を
表す概略図である。
【図２２】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図1である。
【図２３】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図2である。
【図２４】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図1である。
【図２５】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図2である。
【図２６】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図3である。
【図２７】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図4である。
【図２８】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図3である。
【図２９】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図4である。
【図３０】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３１】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図6である。
【図３２】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３３Ａ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
【図３３Ｂ】本発明の一実施形態によるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フロー
チャートである。
【図３４】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３５】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図7である。



(76) JP 2017-535220 A 2017.11.24

【図３６】本発明の一実施形態によるHEW－SIG1の概略構成図8である。
【図３７】本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法の概略
フローチャートである。
【図３８】本発明の一実施形態によるSTAの概略構成図5である。
【図３９】本発明の一実施形態によるAPの概略構成図5である。
【図４０ａ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｂ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｃ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｄ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｅ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｆ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｇ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｈ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｉ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｊ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｋ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｌ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４０ｍ】本発明の一実施形態によるHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bの概略構成図である
。
【図４１】本発明の一実施形態による受信側の処理手順を表す概略図である。
【図４２】本発明の一実施形態による受信側の処理プロシージャを表すもう1つの概略図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　代表的なWLAN規格802．11a、802．11n、および802．11acの3世代にわたる物理層フレー
ム構造について、以下に簡単に説明する。
【００１７】
　図1は、802．11a規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。PLCP head
erは、ショートトレーニングフィールド（略称STF）と、ロングトレーニングフィールド
（略称LTF）と、SIGフィールドとを含む。PLCP header部はプリアンブル部とも呼ばれる
。STFを使用して、データパケット検出と、自動利得制御（略称AGC）設定と、初期周波数
オフセット推定と、初期時間同期とが実行される。LTFはSTFの後に位置し、かつこれを使
用して、チャネル推定と、より正確な周波数オフセット推定と、初期時間同期とが実行さ
れる。SIGフィールドはLTFの後に位置し、データパケットのレートおよび長さ情報を識別
するために使用される、直交周波数分割多重化（略称OFDM）シンボルを含む。
【００１８】
　802．11a規格のSIGフィールドは、4μsの単一要素（3．2μsのOFDM要素および0．8μs

の巡回プレフィックス（略称CP））を含む。SIGフィールドの波形は64個の副搬送波を含
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み、SIGフィールドの副搬送波の位置範囲は－32、－31、．．．、－1，0，1、．．．、31
となっている。信号を搬送する副搬送波は－21、－7、7、21に位置し、パイロット副搬送
波は－26、－25、．．．、－2、－1，1，2、．．．、25，26にに位置し、残りの48個の副
搬送波は、符号化SIGビットを運んでいる。－32、．．．、－27、27、．．．、31に位置
する残りの副搬送波はガード副搬送波であり、0は直流副搬送波である。SIGフィールドは
、バイナリ位相シフトキーイング（略称BPSK）変調およびハーフレートバイナリ畳み込み
符号化によって伝送されるので、図2に示すように、SIGは24個の情報ビット（bit）を含
む。ビット0から3はレートビットであり、かつこれらを使用して、データ部分伝送に使用
される変調および符号化方式（Modulation and Coding Scheme、略称MCS）を示しており
、ビット4は予約ビットであり、またビット5から16は長さビットであり、かつこれらを使
用してデータの長さまたはデータの量を示している。ビット5は最下位ビット（略称LSB）
であり、ビット16は最上位ビット（略称MSB）である。ビット17は検査ビットであり、か
つこれを使用して、先頭の17ビットに対して偶数パリティ検査が実行される。SIGとそれ
に続くデータ部分に対して、バイナリ畳み込み符号化を別々に行うため、末尾の6ビット
を0に設定してエンコーダとデコーダとをクリアしている。
【００１９】
　図3は、802．11n規格で規定されている混合フォーマットにおける物理層フレームの概
略構成図である。802．11nにおける混合フォーマットのPLCP Headerは2つの部分、すなわ
ち、802．11nにおけるレガシーPLCP HeaderとPLCP Headerとを含む。レガシー（略称L）
は、主に802．11aのPLCP Header部を指している。ここで、高スループット（略称HT）と
は、主に802．11nのPLCP Header部を指している。下位互換性を確保するために、L－Prea
mble部のL－STFは、802．11aのプリアンブルのSTFフィールドと同一となっており、L－LT
Fフィールドは、802．11aのプリアンブルのLTFフィールドと同一となっており、L－SIGフ
ィールドは、802．11aのプリアンブルのSIGフィールドと同一となっている。HT Preamble
部は、HT－SIGフィールドと、HT－STFと、HT－LTFとを含む。HT－SIGフィールドは、HT－
SIG1とHT－SIG2という2つのOFDMシンボルを含み、802．11n規格の新規のシグナリング情
報を含み、かつこれらを使用して、802．11nデータパケットとレガシー802．11aデータパ
ケットとの間の自動検出が実行される。HT－STFを使用して、自動利得がリセットされる
。HT－LTFは1つ以上のOFDMシンボルを含み、かつこれを使用して、多入力多出力（略称MI
MO）チャネル推定が実行される。HTデータフィールドは、HT－LTFの後に位置する。
【００２０】
　HT－SIG1とHT－SIG2という2つのシンボルの概略的な構成図を図4に示している。HT－SI
G1およびHT－SIG2における副搬送波数と変調および符号化モードとは、802．11aのSIGに
おけるこれらと同一となっているので、各シンボルは24個の情報ビットを含み、また末尾
の6ビットは0に設定され、かつエンコーダおよびデコーダをクリアしている。HT－SIG1で
は、先頭の7ビットはMCS指示を表し、また1つのMCSは0から76より選択され、かつ後続の
データ部分を送信している。ビット7を使用して、データが20MHzの帯域幅または40MHzの
帯域幅で送信されるかどうかが指示される。この情報により、20MHzの帯域幅のレシーバ
が40MHzの帯域幅で送信された信号を受信しないようにすることができ、それによって電
力消費を低減することができる。ビット8から23を使用してデータの長さが指示されてお
り、これは0乃至65535バイトの範囲となっている。HT－SIG2では、ビット0の平滑フィー
ルドと、ビット1の非検出フィールドと、ビット8から9の拡張空間ストリームフィールド
とを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示されており、これは、802．1
1nがビーム形成方式での送信をサポートしているからである。ビット2は予約ビットであ
る。ビット3は集約ビットであり、これを使用して、データ部分が単一のMACプロトコルデ
ータユニット（MPDU）であるか、MPDUの集約（略称A－MPDU）であるかが指示される。ビ
ット4から5は、時空間ブロック符号化（略称STBC）を表し、ここで0はSTBC符号化が実行
されていないことを示し、3は予約値であり、1と2とを使用して、異なるMCSが使用される
場合に取得される異なる時空間ストリーム数と異なる空間ストリーム数との差が指示され
る。順方向誤り訂正（略称FEC）符号化ビットを使用して、データの符号化モードがバイ
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ナリ畳み込み符号化（略称BCC）であるか、低密度パリティ検査（略称LDPC）符号化であ
るかが指示される。ビット7を使用して、データ伝送部分のCPが短いCP（0．4μs）である
か、長いCP（0．8μs）であるかが指示される。ビット10から17はCRCガードビットであり
、かつこれらを使用して、HT－SIG1のビット0から23とHT－SIG2のビット0から9とが保護
される。
【００２１】
　図5は、802．11ac規格で規定されている物理層フレームの概略構成図である。802．11a
cのプリアンブル（またはPLCP Header）は2つの部分、すなわち、レガシープリアンブル
とVHTプリアンブルとを含む。ここでLは、主に802．11aのPLCP Header部を指している。
ここで、超高スループット（略称VHT）は、802．11acのPLCP Header部を指している。下
位互換性を確保するために、802．11acのプリアンブルにおけるL－Preamble部は、802．1
1nのプリアンブルにおけるL－Preamble部と同一となっている。VHT Preamble部は、VHT－
SIGAフィールドと、VHT－STFと、VHT－LTFと、VHT－SIGBフィールドとを含む。VHT－SIGA
フィールドは、VHT－SIGA1とVHT－SIGA2という2つのOFDMシンボルを含み、802．11ac規格
の新規のシグナリング情報を含み、かつこれを使用して、802．11acデータパケットとレ
ガシー802．11aデータパケットと802．11nとの間の自動検出が実行される。VHT－STFおよ
びVHT－LTFの構造ならびに機能は、HT－STFおよびHT－LTFのものと同様である。VHT－SIG
Bフィールドは802．11acのプリアンブルにおける新規のフィールドであり、これを使用し
て、マルチユーザ（略称MU）MIMO機能がサポートされる。
【００２２】
　VHT－SIGA1とVHT－SIGA2という2つのシンボルの概略構成図を図6に示している。HT－SI
G－A1とVHE－SIG－A2の副搬送波および変調および符号化モードの数は、802．11aのSIGの
ものと同一であるので、各シンボルは24の情報ビットを含み、テールの6bitは0に設定さ
れ、エンコーダおよびデコーダをクリアしている。VHT－SIG－A1では、ビット0から1を使
用して、VHT－SIG－Aの後の伝送帯域幅が指示され、また2bitを使用して、20MHz、40MHz
、80MHz、および160MHzの帯域幅が指示される。ビット2は予約ビットであり、ビット3を
使用して、STBCが使用されているかどうかが指示される。ビット4から9を使用して、MU－
MIMO伝送中のグループが指示される。シングルユーザ（Signal User、略称SU）伝送では
、アクセスポイント（略称AP）に送信されるデータパケットのグループ識別子（略称ID）
は0であり、APによって送信されるデータパケットのグループIDは1である。残りのビット
4から9はMUのグループを示している。ビット10から21に関しては、SU伝送中にビット10か
ら12を使用して、時空間ストリーム数（Number of Space time stream、略称NSTS）が指
示され、ビット13から21を使用して、ステーション（略称STA）における部分アソシエー
ション識別子（略称AID）が指示され、かつ受信側によって、STAが送信した情報を受信す
るかどうかが判定される。MU伝送中には、ビット10から12と、ビット13から15と、ビット
16から18と、ビット19から21とを別々に使用して、グループ内の各ユーザのデータによっ
て搬送されるNSTSが指示される。ビット22を使用して、非AP STAが伝送機会（略称TXOP）
においてスリープ状態に入ることができるかどうかが指示される。ビット23は予約ビット
である。VHT－SIG－A2では、ビット0を使用して、VHT－SIG－Aの後のデータ伝送部分にお
けるCPが短いCP（0．4μs）であるか、長いCP（0．8μs）であるかが指示される。ビット
1を使用して、短いCP伝送中に、シンボル長が特定の値を超えるかどうかが指示される。
ビット2を使用して、符号化モードが指示される。SU伝送中、0はBCC符号化を表し、また1
はLDPC符号化を表す。MU伝送中、VHT－SIG－A1のビット10から12で指示されるMU［0］NST
Sが非ゼロ値である場合、0になるビット2はBCC符号化を表し、1になるビット2はLDPC符号
化を表し、あるいはMU［0］NSTSが0である場合は、そのビットは予約ビットとなる。ビッ
ト3を使用して、LDPC符号化が使用されるときに追加のOFDMシンボルを付加する必要があ
るかどうかが指示される。ビット4から7に関しては、SU伝送中、ビット4から7はデータ伝
送のMCSを示し、またMU伝送中、ビット4、5、および6のマルチユーザシナリオはビット2
のマルチユーザシナリオと同様となっている。ビット8を使用して、SU伝送中にビーム形
成が使用されたかどうかが指示される。ビット9は予約ビットである。ビット10から17は
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、802．11nのHT－SIG2のビット10から17と一致し、またこれらを使用して、VHT－SIG－A1
のビット0から23とVHT－SIG－A2のビット0から9とが保護される。
【００２３】
　以下に、本発明の実施形態における技術的ソリューションを、本発明の実施形態におけ
る添付図面を参照しながら、明確に説明する。記載された実施形態は、本発明の実施形態
のすべてではなく、その一部に過ぎないことは明らかである。本発明の実施形態に基づい
て、創造的な努力なしに当業者によって得られる他のすべての実施形態は、本発明の保護
範囲に含まれる。
【００２４】
　本発明の実施形態における技術的ソリューションについて明確に説明することを容易に
するために、本発明の実施形態では、「第1」および「第2」などの用語は、基本的に同一
の機能または目的を提供する同一のアイテムと類似のアイテムとを区別するために使用さ
れている。当業者であれば、「第1」および「第2」などの用語は数と実装順序とを限定し
ないことを理解することができる。
【００２５】
　実施形態1
　図7は、本発明の本実施形態において適用されているWLANのネットワークアーキテクチ
ャの概略図であり、WLAN10のネットワークアーキテクチャは、AP20と複数のSTA30とを備
える。WLAN10は、AP 20と複数のSTA 30とのアップリンク（略称UL）またはダウンリンク
（DL）MU MIMO通信をサポートし、WLAN10は、AP20と複数のSTA30の各STAとのUL SU通信ま
たはDL SU通信をサポートする。
【００２６】
　AP20は、ネットワークインターフェース22に連結されたホストプロセッサ21を含む。ネ
ットワークインターフェース22は、MAC23とPHY24とを含む。PHY24は、複数のトランシー
バ（transmit／receive、略称TX／RX）25を含み、またトランシーバ25は複数のアンテナ2
6に連結されている。本発明の本実施形態では、MAC23とPHY24とは、第1の通信プロトコル
（たとえば、現在標準化プロセスにあるIEEE 802．11ax規格）に従って動作を実行するよ
うに構成されている。MAC23およびPHY24は、もちろん、第2の通信プロトコル（たとえば
、IEEE802．11n規格、IEEE802．11a規格、およびIEEE802．11ac規格など）に従って動作
を実行するように構成されていてもよい。これに関しては、本発明の本実施形態において
特に限定されない。本明細書において、第1の通信プロトコルは高効率無線ローカルエリ
アネットワーク（High Efficiency Wlan、HEW）プロトコルと呼ばれ、また本明細書にお
いて、第2の通信プロトコルはレガシープロトコルと呼ばれている。
【００２７】
　STA30は、ネットワークインターフェース32に連結されたホストプロセッサ31を含み、
またネットワークインターフェース32はMAC33とPHY34とを含む。PHY34は複数のトランシ
ーバ35を含み、またトランシーバ35は複数のアンテナ36に連結されている。複数のSTA30
のうちの少なくとも1つは、HEWプロトコルに従って動作を実行するように構成されている
。
【００２８】
　WLAN10は、もちろん、L－STA40をさらに含んでいてもよく、ここでL－STA40は、HEWプ
ロトコルの代わりにレガシープロトコルに従って動作を実行するように構成されている。
これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【００２９】
　当業者であれば、図7はWLANで実施可能なネットワークアーキテクチャの概略図を単に
例示的に提示しているに過ぎないことを容易に理解する。もちろん、別の実施可能なアー
キテクチャがさらに存在し得る。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定
されない。
【００３０】
　当業者であれば、STA側およびAP側の双方が複数のトランシーバとアンテナとを含み得
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、また図7は、STA側およびAP側における個別の3台のトランシーバと3台のアンテナとを、
単に例示的に記載しているに過ぎず、トランシーバならびにアンテナの台数はこれに限定
されるものではないことを容易に理解する。これに関しては、本発明の本実施形態におい
て特に限定されない。
【００３１】
　当業者であれば、WLAN10が複数のSTA30と複数のL－STA40とを含み得、また図7は、4台
のSTA 30と1台のL－STA40とを単に例示しているに過ぎず、STA30およびL－STA40の台数は
これに限定されるものではないことを容易に理解する。これに関しては、本発明の本実施
形態において特に限定されない。
【００３２】
　図8は、本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法であり
、本方法は以下のステップを含む。
【００３３】
　S801．APはシグナリングを生成し、シグナリングはAP IDフィールドと、帯域幅（Bandw
idth、略称BW）フィールドと、ガードインターバル（Guard Interval、略称GI）フィール
ドと、CRCフィールドと、末尾tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用し
て、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要
な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要なCP長が指示
され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールド
が保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、こ
こでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールド
である。
【００３４】
　S802．APはシグナリングを送信する。
【００３５】
　本発明の本実施形態のステップS801において、好適にはAP IDフィールドはシグナリン
グの第1のフィールドであってもよい。したがって、APが送信したデータパケットを受信
した後、受信側のSTA側は、まずAP IDフィールドを解析して、受信したデータパケットが
、STAに関連するAPが送信したデータパケットであるかどうかを判定することができる。
受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、デ
ータパケットの解析が継続される。受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信
したデータパケットでない場合、データパケットの解析が停止され、これによってシステ
ムリソースが節約される。
【００３６】
　例示的には、APが生成するシグナリングがHEW－SIG1と呼ばれる場合の一例が、説明の
ために使用されている。データフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており、ここ
でHEW－SIG1はL－Preambleの後に位置していると仮定している。したがって、HEW－SIG1
の復号化はL－Preambleのチャネル推定に基づくものであり、また802．11a、802．11n、
および802．11acにおけるSIG／SIGAの伝送パラメータは依然として継承されている。20MH
zの帯域幅では、64個の副搬送波における52個の副搬送波が、4個のパイロット副搬送波を
含む有効な副搬送波として使用される。それらは、L－Preambleの伝送パラメータと一致
している。HEW－SIG1は、MCS0を使用して送信され、これはつまりBPSK／直交バイナリ位
相シフトキーイング（略称QBPSK）変調、およびハーフレートBCC符号化であり、したがっ
て、1つのOFDMシンボルは24－bitの情報を搬送している。
【００３７】
　図10に示すように、8－bitのCRC fieldと、コーデックをクリアするために使用される6
－bitのTailフィールドとを除いた状況で、HEW－SIG1が1つのOFDMシンボルのみを有する
場合、AP IDフィールド、BWフィールド、およびGIフィールドには10bitしか利用できない
。BWフィールドとGIフィールドとはそれぞれ2bitが必要であり、またAP IDフィールドに
は6bitが必要であり、これらは64個の異なるAPである26のIDを区別するために使用され得
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る。
【００３８】
　HEW－SIG1のOFDMシンボルによって搬送されるフィールドの具体的な内容については、
表1に示している。6－bitのAP IDフィールドを使用して、64個の異なるAPである26のIDが
指示され、2－bitのBWフィールドを使用して、20MHz、40MHz、80MHz、および160MHzのシ
ナリオを使用する帯域幅が指示され、また2－bitのGIフィールドを使用して、4つのCP長
が指示され、ここで0．8と1．6とは固定値であり、残りの2つは0．4、2．4、および3．2
などであり得、またCRCフィールドとTailフィールドとは、802．11nおよび802．11acのSI
G／SIGAのフィールドと一致している。
【００３９】
【表１】

【００４０】
　当業者であれば、図10はHEW－SIG1において実施可能な概略構成図を単に例示的に提示
しているに過ぎないことを容易に理解する。HEW－SIG1内のフィールドは、もちろん別の
形態においてさらに配置されていてもよい。これに関しては、本発明の本実施形態におい
て特に限定されない。
【００４１】
　また、送信する予定の情報ビットが限定されているため、CRCのビットを圧縮してもよ
く、たとえば6bitを使用してCRC検査が実行され、またこの場合には、12bitを使用して、
有効な情報を搬送することができる。図11に示すように、2－bitのBWと、2－bitのGIと、
7－bitのAP IDとが搬送され得、シグナリングにおいて存在し得る別のフィールドがさら
に搬送され得、あるいは残りの1bitが予約され得る。4bitを使用して検査が実行される場
合、もちろん14bitを使用して有効な情報が搬送されてもよい。搬送される2－bitのBW、2
－bitのGI、および7－bitのAP IDを除き、3－bitをさらに使用して追加の情報が搬送され
てもよく、あるいはこれが予約フィールドとして使用されてもよい。これに関しては、本
発明の本実施形態において特に限定されない。
【００４２】
　また、本発明の実施形態によるWLANにおいてシグナリングを送信する方法では、ステッ
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プS801で生成されたシグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備
え、それらはすなわち、次期シグナリングMCSフィールド、次期シグナリング長フィール
ド、フレーム構造指示フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フ
ィールド、順方向誤り訂正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはステーショ
ン識別子（STA Ididity、略称STAID）長フィールドであって、ここで次期シグナリングMC
Sフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され、次期シグナリング長フ
ィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレーム構造指示フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示され、SU／MUフィールドを
使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、遷
移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、
継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する
際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して、このスケジューリング
伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィールドを使用して、このスケ
ジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィールドを使用して、このス
ケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示される。
【００４３】
　具体的には、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと
、Tailフィールドとに加えて、HEW－SIG1内には複数の他のフィールドが存在していても
よい。
【００４４】
　例示的には、HEW－SIG1の次期シグナリングがHEW－SIG2である場合の一例が、説明のた
めに使用されている。同様に、データフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており
、かつ1つのOFDMシンボルは24－bitの情報を搬送し、またHEW－SIG1は2つの4μsのOFDMシ
ンボルを含んでいると仮定している。図12に示すように、HEW－SIG1は、AP IDフィールド
と、BWフィールドと、GIフィールドと、HEW－SIG2 MCSフィールドと、HEW－SIG2長フィー
ルドと、フレーム構造指示フィールドと、遷移時間フィールドと、SU／MUフィールドと、
CRCフィールドと、Tailフィールドとを含む。図12に、フィールドの順序と各フィールド
のビット数とを示している。
【００４５】
　HEW－SIG1の第1のOFDMシンボルおよび第2のOFDMシンボルによって搬送されるフィール
ドの具体的な内容については、表2と表3とにそれぞれ示している。7－bitのAP IDフィー
ルドを使用して、128個の異なるAPである27のIDが指示され、2－bitのBWフィールドを使
用して、20MHz、40MHz、80MHz、および160MHzのシナリオを使用する帯域幅が指示され、
また2－bitのGIフィールドを使用して、4つのCP長が指示され、ここで0．8と1．6とは固
定値であり、残りの2つは0．4、2．4、および3．2であり得、HEW－SIG2 MCSフィールドな
らびにHEW－SIG2長フィールドによって、HEW－SIG2の伝送MCSと長さとが指示され、また
フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるフレームの
アップリンク／ダウンリンク伝送方法が示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウン
リンクからアップリンクへの遷移時点が指示され、SU／MUフィールドを使用して、このス
ケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるかが指示され、またCRCフィールド
とTailフィールドとは、802．11nおよび802．11acのSIG／SIGAのフィールドと一致してい
る。
【００４６】
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【表２】

【００４７】



(84) JP 2017-535220 A 2017.11.24

【表３】

【００４８】
　当業者であれば、図12はHEW－SIG1において実施可能な概略構成図を単に例示的に提示
しているに過ぎないことを容易に理解する。もちろん、HEW－SIG1はさらに別のフィール
ドを含み得、またHEW－SIG1内のフィールドは別の形態においてさらに配置されていても
よい。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【００４９】
　例示的には、HEW－SIG1の概略構成図を図13に示し得る。図12に示すHEW－SIG1と比較す
ると、図13に示すHEW－SIG1に継続時間フィールドとFEC符号化フィールドとが付加されて
おり、フレーム構造指示フィールドと遷移時間フィールドとが削除されている。
【００５０】
　あるいは、例示的に、HEW－SIG1の概略構成図を図14に示し得、ここでHEW－SIG1は3つ
の4μsのOFDMシンボルを含む。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定さ
れない。
【００５１】
　なお、上記のHEW－SIG1の概略構成図におけるHEW－SIG1の予約フィールドを使用して、
別のシグナリングを示すことができる。これに関しては、本発明の本実施形態において特
に限定されない。
【００５２】
　なお、本発明の本実施形態では、HEW－SIG1の部分フィールドを再利用することができ
る。例示的には、図12に示すHEW－SIG1の概略構成図において、フレーム構造指示フィー
ルドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造がアップリンク構造であるか、ダウン
リンク構造であるかを示す場合に、遷移時間フィールドは不要となり、また、この場合、
遷移時間フィールドの6bitは、たとえば肯定応答文字（略称ACK）を送信するためのMCSな
どの情報用として、別のシグナリングビットとして再利用されてもよい。これに関しては
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、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【００５３】
　なお、STAフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝
送であるかについても指示され得る。たとえば、STAフィールドの値が1である場合、この
スケジューリング伝送がSU伝送であることが指示され得、あるいはSTAフィールドの値が1
でない場合、このスケジューリング伝送がMU伝送であることが指示され得る。
【００５４】
　また、本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、フ
レーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造がアップリンク
構造であると指示した場合に、APがシグナリングを送信した（ステップS802）後に、本方
法は、
　STAが送信するアップリンクデータパケットを、APによって受信するステップと、
　STAに対する確認応答メッセージを、APによって送信するステップであって、確認応答
メッセージを使用して、APがアップリンクデータパケットを受信することが指示される、
ステップと
　をさらに含んでいてもよい。
【００５５】
　具体的には、本発明の本実施形態では、アップリンクデータパケットのみが存在する場
合、図15にフレーム構造フォーマットを示し得る。まず、APは、スケジューリング伝送段
階に入るために、チャネル予約パケット（略称CRP）を送信する。次いでAPは、L－Preamb
leとHEW Preambleとを送信し、ここでHEW PreambleはHEW－SIG1と、HEW－STFと、HEW－LT
Fと、HEW－SIG2とを含む。HEW－SIG2は、アップリンク伝送段階においてリソース割当指
示を含む。STAは、HEW－SIG2のリソース割当指示に従って、次期のアップリンク伝送タイ
ムスロット内に指示されたリソース上で、アップリンク伝送を実行する。依然としてアッ
プリンクデータのみが次期に存在する場合、第1のアップリンク伝送タイムスロットが終
了した後、APは直前に受信したアップリンクデータに関するACKを送信し、かつ次期アッ
プリンクタイムスロットのリソース割当状況を示す。アップリンクデータ伝送が終了する
と、APは直前に受信したアップリンクデータに関するACKのみを送信する。
【００５６】
　図15のメディアアクセスプロトコル（略称MAP）は、リソース割当指示である。
【００５７】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、フレーム
構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造がダウンリンク構造で
あると指示した場合に、APがシグナリングを送信した（ステップS802）後に、本方法は、
　STAに対するダウンリンクデータパケットを、APによって送信するステップと、
　STAが送信する確認応答メッセージを、APによって受信するステップであって、確認応
答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信することが指示され
る、ステップと
　を、必要に応じてさらに含んでいてもよい。
【００５８】
　具体的には、本発明の本実施形態では、ダウンリンクデータパケットのみが存在する場
合、図16にフレーム構造フォーマットを示し得る。まず、APは、スケジューリング伝送段
階に入るために、CRPを送信する。次いで、APはダウンリンクデータを送信し、ここでダ
ウンリンクデータの先頭部分は、L－PreambleとHEW Preambleとを含む。HEW Preambleは
、HEW－SIG1と、HEW－STFと、HEW－LTFと、HEW－SIG2とを含む。ダウンリンクデータは、
HEW Preambleの直後に送信される。HEW－SIG2は、ダウンリンク伝送段階におけるリソー
ス割当指示および／またはアップリンクにおけるACKへの応答に関するリソース指示を含
む。STAは、HEW－SIG2のリソース割当指示に従って、対応するリソース上のダウンリンク
データを受信する。ダウンリンクデータ伝送が終了した後、STAは直前に受信したダウン
リンクデータのACKを送信する。
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【００５９】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、フレーム
構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウ
ンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、APがシグナリングを送信した（ス
テップS802）後に、本方法は、
　STAに対するダウンリンクデータパケットを、APによって送信するステップと、
　STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答メッセージを、APによ
って受信するステップであって、第1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリン
クデータパケットを受信することが指示される、ステップと、
　STAに対して第2の確認応答メッセージをAPによって送信するステップであって、第2の
確認応答メッセージを使用して、APがアップリンクデータパケットを受信することが指示
される、ステップと
　を、必要に応じてさらに含んでいてもよい。
【００６０】
　具体的には、本発明の本実施形態では、ダウンリンクデータパケットおよびアップリン
クデータパケットの双方が存在する場合、図17にフレーム構造フォーマットを示し得る。
まず、APは、スケジューリング伝送段階に入るために、CRPを送信する。次いで、APはL－
PreambleとHEW Preambleとを送信する。HEW Preambleは、HEW－SIG1と、HEW－STFと、HEW
－LTFと、HEW－SIG2とを含む。HEW－SIG2は、STA側においてダウンリンク伝送タイムスロ
ット内のデータを受信し、かつSTA側においてアップリンク伝送タイムスロット内のデー
タを送信するリソース位置を含む。1つのダウンリンク伝送とアップリンク伝送とが終了
した後、依然としてダウンリンクデータとアップリンクデータとが存在する場合、アップ
リンクデータが終了した後、ダウンリンクデータから開始される態様で、ダウンリンク伝
送とアップリンク伝送とが継続される。アップリンク伝送期間においては、ダウンリンク
データに対するACK返信の伝送が含まれ、ダウンリンク伝送期間においては、アップリン
クデータに関するACKの伝送が含まれる。図17の最終部に示すように、伝送が最終的にア
ップリンクタイムスロットで終了する場合、それはアップリンク伝送に対するAPのACK返
信の後に実行される必要がある。
【００６１】
　フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カス
ケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、APがシグナリングを送
信した（ステップS802）後に、もちろん本方法は、
　STAが送信するアップリンクデータパケットを、APによって受信するステップと、
　STAに対するダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答メッセージを、APによっ
て送信するステップであって、第2の確認応答メッセージを使用して、APがアップリンク
データパケットを受信することが指示される、ステップと、
　STAが送信する第1の確認応答メッセージを、APによって受信するステップであって、第
1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信することが
指示される、ステップと
　をさらに含んでいてもよい。
【００６２】
　本発明の本実施形態は、これに特定の制限を何ら課すものではない。
【００６３】
　また、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時間フィールドがTである場合、遷移時
間フィールドの値Mは、式（1）：
　M＝（T－次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソース
ユニットの時間ドメイン長、
　となっている。
【００６４】
　具体的には、20MHzのデータ伝送および256ポイントの高速フーリエ変換（Fast Fourier
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 Transform、略称FFT）の場合、シンボル長は12．8μsとなり、0．8μsのCP長が付加され
るが、20MHzのデータ伝送および256ポイントのFFTの場合、最短のOFDMシンボル長は13．6
μsとなり得る。L－PreambleのSIGに指示され得る最長の長さは5484μsとなり、20μsのL
－Preamble長が引かれ、ここで残りの5464μsを使用して、HEW部分のPreambleとdataとを
送信する。スケジューリング段階におけるリソースユニットの時間ドメインがn個のOFDM
シンボルを含むと仮定すると、実施可能なダウンリンクからアップリンクへのスイッチポ
イントにおける最大数はM＝5464／13．6／nとなる。n＝8と仮定すると、ダウンリンクか
らアップリンクへのスイッチポイントの最大数は、M＝5464／13．6／8≒50となる。遷移
時間フィールドが6bitを占める場合、26＝64個のスイッチポイントが指示され、n＝8とな
る場合に存在するダウンリンクからアップリンクへのスイッチポイントがすべて指示され
得る。リソースユニットの時間ドメインが含むOFDMシンボルの数が異なっている場合、遷
移時間フィールドが必要とするビット数は、もちろん異なる。これに関しては、本発明の
本実施形態において特に限定されない。
【００６５】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法は、APによって
シグナリングを生成するステップであって、シグナリングはAP IDフィールドと、BWフィ
ールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドを備え、ここでAP IDフィ
ールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必
要なCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの
前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内が
クリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2
つのフィールドである、ステップと、APによってシグナリングを送信するステップとを含
む。上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDM
Aベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグ
ナリングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題
が解決される。
【００６６】
　図18は、本発明の一実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法であり
、本方法は以下のステップを含む。
【００６７】
　S1801．STAは、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信し、シグナリングは
AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと、Tailフィール
ドを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用
して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナ
リングに続くデータ伝送に必要なCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリ
ングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、
エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは
、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【００６８】
　S1802．STAはAP IDフィールド、BWフィールド、ならびにGIフィールドを解析して、AP
のIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ取得
する。
【００６９】
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【００７０】
　具体的には、本発明の本実施形態のステップS1801におけるSTAが受信するシグナリング
の概略構成図について、図10を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細
な説明を繰り返し記載することはしない。



(88) JP 2017-535220 A 2017.11.24

【００７１】
　本発明の本実施形態のステップS1801において、好適にはAP IDフィールドはシグナリン
グの第1のフィールドであってもよい。したがって、APが送信したデータパケットを受信
した後、STAは、まずAP IDフィールドを解析して、受信したデータパケットが、STAに関
連するAPが送信したデータパケットであるかどうかを判定することができる。受信したデ
ータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、データパケッ
トの解析が継続される。受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータ
パケットでない場合、データパケットの解析が停止され、これによってシステムリソース
が節約される。
【００７２】
　また、本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法では、シ
グナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え得、それらはすなわ
ち、
　シグナリングにおける次期シグナリングの伝送MCSフィールド、次期シグナリング長フ
ィールド、フレーム構造指示フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続
時間フィールド、FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールド
であって、ここで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送M
CSが指示され、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指
示され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム
構造が指示され、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であ
るか、MU伝送であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからア
ップリンクへの遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリ
ング伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィール
ドを使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA
台数フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、S
TAID長フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指
示され、ここでこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウン
リンク構造、または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【００７３】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法は、
　以下のフィールドのうちの少なくとも1つをSTAによって解析して、以下の情報のうちの
少なくとも1つを取得するステップであって、それらはすなわち、
　次期シグナリングのMCS、次期シグナリングの長さ、このスケジューリング伝送のフレ
ーム構造、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるか、ダウンリンク
からアップリンクへの遷移時点、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有する
際の残余継続時間、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モード、このスケジ
ューリング伝送におけるSTAの台数、もしくはこのスケジューリング伝送におけるSTAのST
AIDの長さである、ステップをさらに含み得る。
【００７４】
　具体的には、本発明の本実施形態において、STAが受信するシグナリングの概略構成図
について図12から図14を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な説明
を繰り返し記載することはしない。
【００７５】
　また、本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法は、
　次期シグナリングにおけるリソース指示情報をSTAによって読み取るステップと、
　リソース指示情報に従って、STAのリソース位置をSTAによって特定するステップと、
　リソース位置において、アップリンクデータパケットおよび／またはダウンリンクデー
タパケットをSTAによって送信するステップと、
　をさらに含み得る。
【００７６】
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　例示的には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドであり、STAが受信す
るシグナリングの概略構成図が図12に具体的に示されている場合、データパケットを受信
した後のSTAによるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フローチャートがここに示さ
れている。図19Aおよび図19Bに示すように、プロシージャは以下のステップを含む。
【００７７】
　S1901．STAは、AP IDフィールドを解析して、APのIDを取得する。
【００７８】
　S1902．STAはAPのIDに従って、受信したデータパケットがSTAに関連するAPが送信した
データパケットであるかどうかを判定する。
【００７９】
　受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、
ステップS1903が実行されるが、あるいは受信したデータパケットが、STAに関連するAPが
送信したデータパケットでない場合、プロシージャは終了する。
【００８０】
　S1903．STAは、BWフィールドと、GIフィールドと、HEW－SIG2伝送MCSフィールドと、HE
W－SIG2長フィールドとを解析して、HEW－SIG1の後続のデータ伝送に必要となる帯域幅お
よびCP長と、HEW－SIG2の伝送MCSと、HEW－SIG2の長さとをそれぞれ取得する。
【００８１】
　S1904．STAは、フレーム構造指示フィールドを解析して、このスケジューリング伝送の
フレーム構造を取得する。
【００８２】
　S1905．STAは、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであるかどうかを判定する。
【００８３】
　このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップ
リンクである場合、ステップS1906が実行されるが、あるいはこのスケジューリング伝送
のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクでない場合、ステップ
S1907が実行される。
【００８４】
　S1906．STAは、遷移時間フィールドを解析して、ダウンリンクからアップリンクへの遷
移時点を取得する。
【００８５】
　S1907．STAは、SU／MUフィールドを解析して、このスケジューリング伝送がSU伝送であ
るか、MU伝送であるかを確認する。
【００８６】
　このスケジューリング伝送がSU伝送である場合、ステップS1908が実行されるが、ある
いはこのスケジューリング伝送がMU伝送である場合、ステップS1909が実行される。
【００８７】
　S1908．このスケジューリング伝送がSU伝送である場合、SU伝送における搬送波割当フ
ォーマットに従って、データを送受信する。
【００８８】
　S1909．このスケジューリング伝送がMU伝送である場合、STAはHEW－SIG2のリソース指
示情報を読み取る。
【００８９】
　S1910．STAは、HEW－SIG2のリソース指示情報に従って、STAによってデータを送受信す
るリソース位置を特定し、かつ対応するリソース位置においてデータを送受信する。
【００９０】
　この時点で、シグナリングHEW－SIG1を解析するプロシージャは終了する。
【００９１】
　なお、SU伝送が実行されるとき、後続の伝送リソースを1人のユーザのみが使用するた
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め、HEW－SIG2のリソース指示情報は不要となっている。ただし、MU伝送が実行される場
合には、STAがデータを受信（ダウンリンク）し、かつデータを送信（アップリンク）す
る位置がHEW－SIG2に指示される必要があり、またMU伝送が実行される場合には、送受信
品質を確保するために、各STAの受信部と送信部との双方にパイロットが存在するように
、極力確実に設定される。したがって、副搬送波の割当構造はSU伝送およびMU伝送間で異
なり、SU伝送と比較して、MU伝送にはより多くのパイロット設計が必要となる。結論とし
て、SU／MUフィールドを付加して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送
であるかを指示することができる。
【００９２】
　また、シグナリングが遷移時間フィールドを備える場合に、STAが遷移時間フィールド
を解析してダウンリンクからアップリンクへの遷移時点を取得することは、
　STAによって、あらかじめ設定された式を参照して、遷移時間フィールドの値によるダ
ウンリンクからアップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、シ
グナリングの終了時間とを特定するステップであって、このあらかじめ設定された式は、
　式（2）：遷移時点＝遷移時間フィールドの値×リソースユニットの時間ドメイン長＋
次期シグナリングの終了時間、
　となっている、ステップ
　を特に含む。
【００９３】
　例示的には、遷移時間フィールドの値が010100であり、この値が10進数に変換されると
20となり、かつこのスケジューリング中における各リソースユニットの時間ドメインが8
つのOFDMシンボルを含む場合、このスケジューリング中における各リソースユニットの時
間ドメイン長は13．6×8＝108．8μsとなり、式（2）によると、このスケジューリング中
のダウンリンクからアップリンクへの遷移時点＝HEW－SIG2の終了時間＋20×108．8μs＝
HEW－SIG2＋2176μsの終了時間となり得る。遷移時点の位置を図20に示している。
【００９４】
　また、シグナリングがフレーム構造指示フィールドをさらに備え、かつフレーム構造指
示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソースの時間ドメイ
ン位置は、式（3）：
　アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋次期シ
グナリングで指示されるアップリンク時間
　となっている。
【００９５】
　例示的には、上記の実施例が引き続き使用され、また、このスケジューリング中のダウ
ンリンクからアップリンクへの遷移時点＝HEW－SIG2の終了時間＋20×108．8μs＝HEW－S
IG2の終了時間＋2176μsであり、受信から送信への切替時間が16μsであり、かつアップ
リンク伝送が開始された後のHEW－SIG2で指示されたSTAの伝送時間が25μsであると仮定
すると、式（3）によれば、アップリンク伝送リソースの送信時間＝HEW－SIG2の終了時間
＋2176μs＋16μs＋25μs＝HEW－SIG2の終了時間＋2217μs、となり得る。アップリンク
伝送リソースの時間ドメイン位置が図21に示されており、ここでは式（3）において送信
／受信遷移ギャップ（receive／transmit transition gap、略称RTG）は受信から送信へ
の切替時間となり、また式（3）においてHEW－SIG2で指示されるアップリンク時間は次期
シグナリングで指示されるアップリンク時間となる。STAは、式（3）に従った計算によっ
て、アップリンク伝送リソースの時間ドメイン位置を取得することができる。
【００９６】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを受信する方法は、アクセスポ
イントAPが送信するシグナリングを、STAによって受信するステップであって、シグナリ
ングはAP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、CRCフィールドと、Tailフ
ィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィール
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ドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して
、シグナリングに続くデータ伝送に必要なCP長が指示され、CRCフィールドを使用して、
シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使
用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィー
ルドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである、ステップと、AP IDフィ
ールドと、BWフィールドと、GIフィールドとをSTAによって解析して、APのIDと、シグナ
リングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ取得するステップで
あって、APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後の
フィールドに対する解析が停止される、ステップとを含む。上記のソリューションにより
、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが
提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMAベースの
設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題が解決される。
【００９７】
　実施形態2
　本発明の本実施形態では、AP2200を設けている。具体的には、図22に示すように、AP22
00は生成ユニット2202と、送信ユニット2203とを備える。
【００９８】
　生成ユニット2202はシグナリングを生成するように構成されており、シグナリングはAP
 IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、巡回冗
長検査CRCフィールドと、末尾フィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、
AP2200のIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要
な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要なCP長が指示
され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールド
が保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、こ
こでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールド
である。
【００９９】
　送信ユニット2203は、シグナリングを送信するように構成されている。
【０１００】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１０１】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、次期シグナリングMCSフィールド、次期シグナリング長フィールド、フレー
ム構造指示フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、
順方向誤り訂正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドで
あって、ここで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCS
が指示され、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示
され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構
造が指示され、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送である
か、MU伝送であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアッ
プリンクへの遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリン
グ伝送によってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールド
を使用して、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台
数フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STA
ID長フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示
され、ここでこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリ
ンク構造、または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１０２】
　また、図23に示すように、AP2200は、受信ユニット2204をさらに備える。
【０１０３】
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　受信ユニット2204は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造がアップリンク構造であると指示した場合に、送信ユニット2203がシグナリン
グを送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパケットを受信するように構成さ
れており、
　送信ユニット2203は、STAに対して確認応答メッセージを送信するようにさらに構成さ
れており、ここで確認応答メッセージを使用して、AP2200がアップリンクデータパケット
を受信することが指示される。
【０１０４】
　図23に示すように、AP2200は、受信ユニット2204を必要に応じてさらに備えていてもよ
い。
【０１０５】
　送信ユニット2203は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造がダウンリンク構造であると指示した場合に、シグナリングを送信した後に、
STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するようにさらに構成されており、
　受信ユニット2204は、STAが送信する確認応答メッセージを受信するように構成されて
おり、ここで確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信
することが指示される。
【０１０６】
　図23に示すように、AP2200は、受信ユニット2204を必要に応じてさらに備えていてもよ
い。
【０１０７】
　送信ユニット2203は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、
シグナリングを送信した後に、STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するよう
にさらに構成されており、
　受信ユニット2204は、STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答
メッセージを受信するように構成されており、ここで第1の確認応答メッセージを使用し
て、STAがダウンリンクデータパケットを受信することが指示され、
　送信ユニット2203は、STAに対して第2の確認応答メッセージを送信するようにさらに構
成されており、ここで第2の確認応答メッセージを使用して、AP2200がアップリンクデー
タパケットを受信したことが指示され、または
　受信ユニット2204は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフ
レーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、
送信ユニット2203がシグナリングを送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパ
ケットを受信するようにさらに構成されており、
　送信ユニット2203は、STAに対してダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答メ
ッセージを送信するようにさらに構成されており、ここで第2の確認応答メッセージを使
用して、AP2200がアップリンクデータパケットを受信したことが指示され、受信ユニット
2204は、STAが送信する第1の確認応答メッセージを受信するようにさらに構成されており
、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信
することが指示される。
【０１０８】
　また、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点がTである場合、遷移時間フィール
ドの値Mは、
　M＝（T－次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソース
ユニットの時間ドメイン長、
　となっている。
【０１０９】
　具体的には、WLANにおいてAPを使用することによってシグナリングを送信する方法につ
いては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な
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説明を繰り返し記載することはしない。
【０１１０】
　本実施形態のAPは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１１１】
　実施形態3
　本発明の本実施形態では、STA2400を設けている。具体的には、図24に示すように、STA
2400は受信ユニット2401と、解析ユニット2402とを備える。
【０１１２】
　受信ユニット2401は、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信するように構
成されており、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガード
インターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾tailフィールドとを
備え、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して
、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリン
グに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用
して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィール
ドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTail
フィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１１３】
　解析ユニット2402は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドとを解析し
て、APのIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞ
れ取得するように構成されている。
【０１１４】
　APのIDがSTA2400に関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフ
ィールドに対する解析が停止される。
【０１１５】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１１６】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、
　シグナリングにおける次期シグナリングの伝送変調および符号化方式MCSのフィールド
、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マ
ルチユーザMUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FE
C符号化フィールド、STA2400台数フィールド、またはSTA2400ID長フィールドであって、
ここで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示さ
れ、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フ
レーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示
され、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝
送であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンク
への遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送に
よってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用し
て、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA2400台数フ
ィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長
フィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され
、ここでこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク
構造、または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１１７】
　解析ユニット2402は、以下のフィールドのうちの少なくとも1つを解析して、以下の情
報のうちの少なくとも1つをそれぞれ取得するように構成されており、それらはすなわち
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、
　次期シグナリングの伝送MCS、次期シグナリングの長さ、このスケジューリング伝送の
フレーム構造、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるか、ダウンリ
ンクからアップリンクへの遷移時点、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有
する際の残余継続時間、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モード、このス
ケジューリング伝送におけるSTAの台数、またはこのスケジューリング伝送におけるSTAの
STAIDの長さである。
【０１１８】
　また、図25に示すように、STA2400は、読取ユニット2403と、判定ユニット2404と、送
信ユニット2405とを備える。
【０１１９】
　読取ユニット2403は、次期シグナリングのリソース指示情報を読み取るように構成され
ており、
　判定ユニット2404は、リソース指示情報に従ってSTA2400のリソース位置を判定するよ
うに構成されており、
　受信ユニット2401は、そのリソース位置においてダウンリンクデータパケットを受信す
るように構成されており、または
　送信ユニット2405は、そのリソース位置においてアップリンクデータパケットを送信す
るように構成されている。
【０１２０】
　また、シグナリングが遷移時間フィールドをさらに備える場合に、解析ユニット2402は
、
　あらかじめ設定された式を参照して、遷移時間フィールドの値によるダウンリンクから
アップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、シグナリングの終
了時間とを特定するように具体的に構成されており、このあらかじめ設定された式は、
　遷移時点＝遷移時間フィールドの値×リソースユニットの時間ドメイン長＋次期シグナ
リングの終了時間、
　となっている。
【０１２１】
　また、シグナリングがフレーム構造指示フィールドをさらに含み、かつフレーム構造指
示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソースの時間ドメイ
ン位置は、
　アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋次期シ
グナリングで指示されるアップリンク時間、
　となっている。
【０１２２】
　具体的には、WLANにおいてSTAを使用することによってシグナリングを受信する方法に
ついては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細
な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１２３】
　本実施形態のSTAは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１２４】
　実施形態4
　本発明の本実施形態では、AP2600を設けている。具体的には、図26に示すように、AP26
00はプロセッサ2601と、トランスミッタ2602とを備える。
【０１２５】
　プロセッサ2601は、シグナリングを生成するようにさらに構成されており、シグナリン
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グはAP IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードインターバルGIフィールドと、
巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾tailフィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを
使用して、AP2600のIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ
伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な
CPの長さが指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの
前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内が
クリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2
つのフィールドである。
【０１２６】
　トランスミッタ2602は、シグナリングを送信するように構成されている。
【０１２７】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１２８】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、
　次期シグナリングMCSフィールド、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示
フィールド、SU／MUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り
訂正FEC符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドであって、こ
こで次期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され
、次期シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレ
ーム構造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示さ
れ、SU／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送
であるかが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへ
の遷移時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によ
ってチャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して
、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィール
ドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィー
ルドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここ
でこのスケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、
または構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１２９】
　また、図27に示すように、AP2600はレシーバ2603をさらに含む。
【０１３０】
　レシーバ2603は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレー
ム構造がアップリンク構造であると指示した場合に、トランスミッタ2602がシグナリング
を送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパケットを受信するように構成され
ており、
　トランスミッタ2602は、STAに対して確認応答メッセージを送信するようにさらに構成
されており、ここで確認応答メッセージを使用して、AP2600がアップリンクデータパケッ
トを受信することが指示される。
【０１３１】
　図27に示すように、AP2600はレシーバ2603を必要に応じてさらに備えていてもよく、
　トランスミッタ2602は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の
フレーム構造がダウンリンク構造であると指示した場合に、シグナリングを送信した後に
、STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するようにさらに構成されており、
　レシーバ2603は、STAが送信する確認応答メッセージを受信するように構成されており
、ここで確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケットを受信する
ことが指示される。
【０１３２】
　図27に示すように、AP2600はレシーバ2603を必要に応じてさらに備えていてもよく、



(96) JP 2017-535220 A 2017.11.24

　トランスミッタ2602は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送の
フレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に
、シグナリングを送信した後に、STAに対してダウンリンクデータパケットを送信するよ
うにさらに構成されており、
　レシーバ2603は、STAが送信するアップリンクデータパケットおよび第1の確認応答メッ
セージを受信するように構成されており、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、S
TAがダウンリンクデータパケットを受信することが指示され、
　トランスミッタ2602は、STAに対して第2の確認応答メッセージを送信するようにさらに
構成されており、ここで第2の確認応答メッセージを使用して、AP2600がアップリンクデ
ータパケットを受信したことが指示され、または
　レシーバ2603は、フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレー
ム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、トラ
ンスミッタ2602がシグナリングを送信した後に、STAが送信するアップリンクデータパケ
ットを受信するようにさらに構成されており、
　トランスミッタ2602は、STAに対してダウンリンクデータパケットおよび第2の確認応答
メッセージを送信するようにさらに構成されており、ここで第2の確認応答メッセージを
使用して、AP2600がアップリンクデータパケットを受信したことが指示され、
　レシーバ2603は、STAが送信する第1の確認応答メッセージを受信するようにさらに構成
されており、ここで第1の確認応答メッセージを使用して、STAがダウンリンクデータパケ
ットを受信することが指示される。
【０１３３】
　また、ダウンリンクからアップリンクへの遷移時点がTである場合、遷移時間フィール
ドの値Mは、
　M＝（T－次期シグナリングの終了時間）／このスケジューリング中における各リソース
ユニットの時間ドメイン長、となっている。
【０１３４】
　具体的には、WLANにおいてAPを使用することによってシグナリングを送信する方法につ
いては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な
説明を繰り返し記載することはしない。
【０１３５】
　本実施形態のAPは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１３６】
　実施形態5
　本発明の本実施形態では、STA2800を設けている。具体的には、図28に示すように、STA
2800はレシーバ2801と、プロセッサ2802とを備える。
【０１３７】
　レシーバ2801は、アクセスポイントAPが送信するシグナリングを受信するように構成さ
れており、シグナリングはAP識別子IDフィールドと、帯域幅BWフィールドと、ガードイン
ターバルGIフィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾tailフィールドとを備え
、ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シ
グナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに
続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、CRCフィールドを使用して
、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを
使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィ
ールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１３８】
　プロセッサ2802は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドとを解析して
、APのIDと、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長とをそれぞれ
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取得するように構成されており、
　APのIDがSTA2800に関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフ
ィールドに対する解析が停止される。
【０１３９】
　好適には、AP IDフィールドはシグナリングの第1のフィールドとなっている。
【０１４０】
　また、シグナリングは以下のフィールドのうちの少なくとも1つをさらに備え、それら
はすなわち、
　シグナリングにおける次期シグナリングの伝送変調および符号化方式MCSのフィールド
、次期シグナリング長フィールド、フレーム構造指示フィールド、シングルユーザSU／マ
ルチユーザMUフィールド、遷移時間フィールド、継続時間フィールド、順方向誤り訂正FE
C符号化フィールド、STA台数フィールド、またはSTAID長フィールドであって、ここで次
期シグナリングMCSフィールドを使用して、次期シグナリングの伝送MCSが指示され、次期
シグナリング長フィールドを使用して、次期シグナリングの長さが指示され、フレーム構
造指示フィールドを使用して、このスケジューリング伝送のフレーム構造が指示され、SU
／MUフィールドを使用して、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送である
かが指示され、遷移時間フィールドを使用して、ダウンリンクからアップリンクへの遷移
時点が指示され、継続時間フィールドを使用して、このスケジューリング伝送によってチ
ャネルを占有する際の残余継続時間が指示され、FEC符号化フィールドを使用して、この
スケジューリング伝送におけるデータ符号化モードが指示され、STA台数フィールドを使
用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの台数が指示され、STAID長フィールドを
使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAのSTAIDの長さが指示され、ここでこの
スケジューリング伝送のフレーム構造は、アップリンク構造、ダウンリンク構造、または
構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクを含む。
【０１４１】
　プロセッサ2802は、以下のフィールドのうちの少なくとも1つを解析して、以下の情報
のうちの少なくとも1つを取得するようにさらに構成されており、それらはすなわち、
　次期シグナリングの伝送MCS、次期シグナリングの長さ、このスケジューリング伝送の
フレーム構造、このスケジューリング伝送がSU伝送であるか、MU伝送であるか、ダウンリ
ンクからアップリンクへの遷移時点、このスケジューリング伝送によってチャネルを占有
する際の残余継続時間、このスケジューリング伝送におけるデータ符号化モード、このス
ケジューリング伝送におけるSTAの台数、もしくはこのスケジューリング伝送におけるSTA
のSTAIDの長さである。
【０１４２】
　また、STA2800は、トランスミッタ2803をさらに備える。
【０１４３】
　プロセッサ2802は、次期シグナリングにおけるリソース指示情報を読み取り、かつリソ
ース指示情報に従ってSTA2800のリソース位置を特定するようにさらに構成されており、
　レシーバ2801は、リソース位置においてダウンリンクデータパケットを受信するように
さらに構成されており、または
　トランスミッタ2803は、リソース位置においてアップリンクデータパケットを送信する
ように構成されている。
【０１４４】
　また、シグナリングが遷移時間フィールドを備える場合に、プロセッサ2802は、
　あらかじめ設定された式を参照して、遷移時間フィールドの値によるダウンリンクから
アップリンクへの遷移時点と、リソースユニットの時間ドメイン長と、シグナリングの終
了時間とを特定するように具体的に構成されており、このあらかじめ設定された式は、
　遷移時点＝遷移時間フィールドの値×リソースユニットの時間ドメイン長＋次期シグナ
リングの終了時間、
　となっている。
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【０１４５】
　また、シグナリングがフレーム構造指示フィールドをさらに含み、かつフレーム構造指
示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリン
クおよびアップリンクであると指示した場合に、アップリンク伝送リソースの時間ドメイ
ン位置は、
　アップリンク伝送リソースの送信時間＝遷移時点＋受信から送信への切替時間＋次期シ
グナリングで指示されるアップリンク時間、となっている。
【０１４６】
　具体的には、WLANにおいてSTAを使用することによってシグナリングを受信する方法に
ついては、実施形態1の説明を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細
な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１４７】
　本実施形態のSTAは、上記実施形態1の方法を実行するように構成され得るので、本実施
形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、した
がってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０１４８】
　実施形態6
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供され、ま
た本方法は、SU伝送のみが存在するシナリオに対して特に適用される。図30に示すように
、本方法は以下のステップを含む。
【０１４９】
　S3001．APはシグナリングを生成し、シグナリングはAP IDフィールドと、BWフィールド
と、SU／MUフィールドと、GIフィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
けるデータのMCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィールドと、空間スト
リーム数フィールド（Number of Spatial Streams、略称NSS）と、集約フィールドと、平
滑フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとを備える。
【０１５０】
　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、この送
信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ
伝送に必要なCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符
号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示
され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号
化モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデ
ータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝
送において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールドを使用して、非プリアン
ブル部のデータが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールド
を使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用し
て、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールド
を使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフ
ィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１５１】
　S3002．APはシグナリングを送信する。
【０１５２】
　具体的に、APによって生成されたシグナリングをHEW－SIG1と呼ぶ実施例を用いて説明
する。データフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており、かつ1つのOFDMシンボ
ルは24－bitの情報を搬送し、またHEW－SIG1は2つの4μsのOFDMシンボルを含んでいると
仮定しており、図31に示すように、SU伝送のみが存在するシナリオでは、HEW－SIG1はAP 
IDフィールドと、BWフィールドと、SU／MUフィールドと、GIフィールドと、STAIDフィー
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ルドと、非プリアンブル部におけるMCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、STBCフ
ィールドと、NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィールドと、CRCフィールドと
、末尾tailフィールドとを備える。フィールドの順序と各フィールドのビット数を図31に
示している。
【０１５３】
　なお、本実施例では、NSSフィールドは3ビットを使用して指示されている。000は1つの
空間ストリームを表し、001は2つの空間ストリームを表し、010は3つの空間ストリームを
表し、011は4つの空間ストリームを表し、100は5つの空間ストリームを表し、101は6つの
空間ストリームを表し、110は7つの空間ストリームを表し、かつ111は8つの空間ストリー
ムを表すように設計されていてもよい。
【０１５４】
　なお、本実施例では、平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に関する情
報が指示され、具体的には、ビーム形成が実行されたかどうかによって、チャネル平滑化
が実行可能かどうかを受信側が判定するように指示され得る。
【０１５５】
　なお、本発明の本実施形態では、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSのフィー
ルドにおける指示方法は、現行規格（802．11a、802．11n、または802．11acなど）のMCS
フィールドにおける指示方法と同様であり、STBCフィールドの指示方法は、現行規格（80
2．11nまたは802．11acなど）のSTBCフィールドの指示方法と同様であり、集約フィール
ドおよび平滑フィールドの指示方法は、現行規格（802．11nなど）の集約フィールドおよ
び平滑フィールドの指示方法と同様である。これに関しては、本発明の本実施形態におい
て特に限定されない。
【０１５６】
　なお、図31に示す構成は、アップリンク伝送およびダウンリンク伝送の双方に適用可能
である。具体的には、アップリンク伝送が実行されたか、ダウンリンク伝送が実行された
かは、AP ID、STAID、および受信／送信信号によって判定され得る。たとえば、STAが受
信側であり、かつAPが送信側である場合に、APが送信するシグナリングを受信し、かつ解
析した後、STAはシグナリングに含まれるAP IDがSTAに関連付けられたAPのIDと一致して
いることを確認し、よってダウンリンク伝送が実行されたと判定し得る。必要に応じて、
図31にUL／DL指示フィールドをさらに追加することができる。これに関しては、本発明の
本実施形態において特に限定されない。
【０１５７】
　なお、図31において、HEW－SIG1の構造設計ソリューションを例示的に示している。図3
1における特定のフィールドの位置、特定のフィールドが位置するシンボル、および各フ
ィールドが使用するビット数に関しては、もちろんすべて調整されてもよく、たとえば、
5から10ビットを使用してSTAIDフィールドが指示され得、また2ビットまたは4ビットを使
用してNSSフィールドが指示され得る。これに関しては、本発明の本実施形態において特
に限定されない。
【０１５８】
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供され、ま
た本方法は、SU伝送のみが存在するシナリオに対して特に適用される。図32に示すように
、本方法は以下のステップを含む。
【０１５９】
　S3201．STAは、APが送信するシグナリングを受信し、シグナリングはAP IDフィールド
と、BWフィールドと、SU／MUフィールドと、GIフィールドと、STAIDフィールドと、非プ
リアンブル部におけるデータのMCSのフィールドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィー
ルドと、NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フィールドと、CRCフィールドと、Ta
ilフィールドとを備える。
【０１６０】
　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
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ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、この送
信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデータ
伝送に必要なCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、このスケジューリング伝送
におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデータの伝送変調および符
号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示
され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号
化モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデ
ータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝
送において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールドを使用して、非プリアン
ブル部のデータが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールド
を使用して、ビーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用し
て、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールド
を使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフ
ィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１６１】
　S3202．STAは、AP IDフィールドと、BWフィールドと、SU／MUフィールドと、GIフィー
ルドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータのMCSのフィールドと、FE
C符号化フィールドと、STBCフィールドと、NSSフィールドと、集約フィールドと、平滑フ
ィールドとを解析して、以下の情報をそれぞれ取得し、それらはすなわち、
　APのID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、この伝送がSU
伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子、非プリアンブル
部におけるデータの伝送MCS、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モード、S
U伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうか、SU伝送
において使用されるストリーム数、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、MP
DUの集約であるか、ならびにビーム形成に関する情報であり、
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【０１６２】
　具体的には、本発明のこの実施形態では、STAによって受信されるシグナリングの概略
的な構成図について、図31を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な
説明を繰り返し記載することはしない。
【０１６３】
　STAが受信するシグナリングの概略構成図が、図31に示されていると仮定している。デ
ータパケットを受信した後のSTAによるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フローチ
ャートが、ここに示されている。図33Aおよび図33Bに示すように、プロシージャは以下の
ステップを含む。
【０１６４】
　S3301．AP IDフィールドを解析して、STAが現在の伝送を行う際に使用するAPのIDを取
得する。
【０１６５】
　S3302．APのIDに従って、受信したデータパケットがSTAに関連するAPが送信したデータ
パケットであるかどうかを判定する。
【０１６６】
　受信したデータパケットが、STAに関連するAPが送信したデータパケットである場合、
ステップS3303が実行されるが、あるいは受信したデータパケットが、
　STAに関連するAPが送信したデータパケットでない場合、プロシージャは終了する。
【０１６７】
　S3303．BWフィールドを解析して、HEW－SIG1の後続のデータ伝送に必要となる帯域幅を
取得する。
【０１６８】
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　S3304．SU／MUフィールドを解析して、この伝送がSU伝送であるかどうかを確認する。
【０１６９】
　S3305．STAIDフィールドを読み取って、この送信におけるSTAの識別子に関する情報を
取得する。
【０１７０】
　S3306．非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSのフィールドとFEC符号化フィール
ドとを解析して、この伝送の非プリアンブル部におけるデータの一部である伝送MCSおよ
びデータ符号化モードに関する情報を判定する。
【０１７１】
　S3307．STBCフィールドとNSSフィールドとを解析して、この伝送におけるHEW－SIG1の
後続のデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかと、SU伝送において使用されるストリ
ーム数に関する情報とを判定する。
【０１７２】
　S3308．集約フィールドと平滑フィールドとを解析して、非プリアンブル部のデータが
単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかと、ビーム形成に関する情報とを判定する。
【０１７３】
　S3309．この伝送の非プリアンブル部におけるデータの一部である伝送MCSおよびデータ
符号化モードに関する解析情報と、この伝送におけるHEW－SIG1の後続のデータ伝送がSTB
C方式で実行されたかどうかの解析情報と、SU伝送において使用されるストリーム数の解
析情報と、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、MPDUの集約であるかの解析
情報と、ビーム形成に関する解析情報とに従って、この伝送におけるHEW－SIG1の後続の
データを受信する。
【０１７４】
　なお、この伝送がMU伝送である場合、STAは、MUの搬送波割当フォーマットに従ってデ
ータを受信し得る。これは、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【０１７５】
　本発明の本実施形態による、WLANにおいてシグナリングを送信する方法では、SU伝送の
シナリオにおいて、STAによってシグナリングが生成されてもよく、APはSTAが送信するシ
グナリングを受信し、ここでシグナリングの構造は図31の構造と同様であり、シグナリン
グを受信した後のAPによるシグナリングHEW－SIG1の解析を表す概略フローチャートは、
図33Aおよび図33Bと同様である。相違点としては、APがシグナリングHEW－SIG1を解析す
る場合に、ステップS3302における「APのIDに従って、受信したデータパケットがSTAに関
連するAPが送信したデータパケットであるかどうかを判定する」の記載が、「APのIDに従
って、APにデータパケットが送信されたかどうかを判定する」に置き換えられる必要があ
ることである。この場合については、本発明の本実施形態では記載しないが、詳細につい
ては上記の実施形態に関する説明を参照することができる。
【０１７６】
　上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMA
ベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグナ
リングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題が
解決される。
【０１７７】
　実施形態7
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供される。
図34に示すように、本方法は以下のステップを含む。
【０１７８】
　S3401．APはシグナリングを生成し、シグナリングはAP IDフィールドと、BWフィールド
と、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA
台数フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとを備える。
【０１７９】
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　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要なCP長が指示され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジ
ューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクである
ことが指示され、ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドを使用して、このスケ
ジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数が指示され、CRCフィ
ールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、T
ailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィー
ルドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１８０】
　S3402．APはシグナリングを送信する。
【０１８１】
　本発明の本実施形態では、特にダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドが導入
されている。フレーム構造指示フィールドが、このスケジューリング伝送のフレーム構造
が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると指示した場合に、この伝送に
おけるダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドが読み取られ、かつリソース指示
情報のシグナリングがダウンリンク伝送リソースを指示しているか、アップリンク伝送リ
ソースを指示しているかを判定する。
【０１８２】
　なお、本発明の本実施形態におけるシグナリングは、AP IDフィールドと、BWフィール
ドと、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクST
A台数フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとに加えて、別のフィールドをさ
らに備えていてもよい。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない
。
【０１８３】
　APによって生成されたシグナリングをHEW－SIG1と呼ぶ実施例を用いて説明する。デー
タフレーム内のHEW－SIG1の位置は図9に示されており、かつ1つのOFDMシンボルは24－bit
の情報を搬送し、またHEW－SIG1は2つの4μsのOFDMシンボルを含んでいると仮定している
。例示的には、図35に示すように、HEW－SIG1は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、
SU／MUフィールドと、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンクST
A台数フィールドと、遷移時間フィールドと、HEW－SIG2 MCSフィールドと、HEW－SIG2長
フィールドと、CRCフィールドと、末尾tailフィールドとを含む。フィールドの順序と各
フィールドのビット数とを図31に示している。
【０１８４】
　例示的には、図36に示すように、HEW－SIG1は3つの4μsのOFDMシンボルを含んでいると
仮定すると、HEW－SIG1はAP IDフィールドと、継続時間フィールドと、BWフィールドと、
SU／MUフィールドと、GIフィールドと、HEW－SIG2 MCSフィールドと、HEW－SIG2 MCSフィ
ールドと、フレーム構造指示フィールドと、STA台数フィールドと、ダウンリンクSTA台数
フィールドと、STAID長フィールドと、遷移時間フィールドと、CRCフィールドと、末尾ta
ilフィールドとを備える。フィールドの順序と各フィールドのビット数とを図36に示して
いる。
【０１８５】
　なお、図35および図36において、HEW－SIG1の構造設計ソリューションを例示的に示し
ている。図35および図36における特定のフィールドの位置、特定のフィールドが位置する
シンボル、および各フィールドが使用するビット数に関しては、もちろん調整されてもよ
い。これに関しては、本発明の本実施形態において特に限定されない。
【０１８６】
　本発明の本実施形態により、WLANにおいてシグナリングを送信する方法が提供される。
図37に示すように、本方法は以下のステップを含む。
【０１８７】
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　S3701．STAは、APが送信するシグナリングを受信し、シグナリングはAP IDフィールド
と、BWフィールドと、GIフィールドと、フレーム構造指示フィールドと、ダウンリンク／
アップリンクSTA台数フィールドと、CRCフィールドと、Tailフィールドとを備える。
【０１８８】
　AP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグナリ
ングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、GIを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要なCP長が指示され、フレーム構造指示フィールドを使用して、このスケジ
ューリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクである
ことが指示され、ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドを使用して、このスケ
ジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数が指示され、CRCフィ
ールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、T
ailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィー
ルドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１８９】
　S3702．STAは、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、フレーム構造
指示フィールドと、ダウンリンク／アップリンクSTA台数フィールドとを解析して、以下
の情報をそれぞれ取得し、それらはすなわち、
　APのID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、このスケジュ
ーリング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであるか
、ならびにこのスケジューリング伝送におけるダウンリンク／アップリンクのユーザ数で
あり、
　APのIDがSTAに関連付けられたAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィー
ルドに対する解析が停止される。
【０１９０】
　具体的には、本発明の本実施形態において、STAが受信するシグナリングの概略構成図
について図35および図36を参照することができるので、本発明の本実施形態では詳細な説
明を繰り返し記載することはしない。
【０１９１】
　具体的には、STAが受信するシグナリングの概略構成図が図35に特に示されていると仮
定すると、HEW－SIG1のフレーム構造指示フィールドを読み取り、かつこのスケジューリ
ング伝送のフレーム構造が構造カスケードダウンリンクおよびアップリンクであると確認
した後に、STAはダウンリンクSTA台数フィールドをさらに読み取り、かつダウンリンクに
おいてスケジュールされるユーザ数を特定する。たとえば、k人のユーザがダウンリンク
にスケジュールされている場合、リソース割当情報を読み取り、かつSTAにおける先頭のk
個のリソース割当情報を読み取る際に、STAは、この時点で割り当てられた情報がダウン
リンク情報であり、またk個のリソース割当情報の後に割り当てられた情報がアップリン
ク情報であると確認する。したがって、STAの各リソース割当情報において、その割当情
報がダウンリンク割当情報であるか、アップリンク割当情報であるかを指示する必要はな
い。
【０１９２】
　図35に示すシグナリング構造において、ダウンリンクSTA台数フィールドは、アップリ
ンクSTA台数フィールドにもちろん置き換えられてもよい。アップリンクSTA台数フィール
ドを使用して、このスケジューリング伝送におけるアップリンクのユーザ数、すなわちア
ップリンクにおいてスケジュールされるユーザ数が指示される。HEW－SIG1のフレーム構
造指示フィールドを読み取り、かつこのスケジューリング伝送のフレーム構造が構造カス
ケードダウンリンクおよびアップリンクであると確認した後に、STAはアップリンクSTA台
数フィールドをさらに読み取り、かつアップリンクにおいてスケジュールされるユーザ数
を特定する。k人のユーザがアップリンクにスケジュールされていると仮定すると、リソ
ース割当情報を読み取り、かつSTAにおける先頭のk個のリソース割当情報を読み取る際に
、STAは、この時点で割り当てられた情報がアップリンク情報であり、またk個のリソース
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割当情報の後に割り当てられた情報がダウンリンク情報であると確認する。同様に、STA
の各リソース割当情報において、その割当情報がダウンリンク割当情報であるか、アップ
リンク割当情報であるかを指示する必要はない。
【０１９３】
　具体的には、STAが受信するシグナリングの概略構成図が図36に特に示されていると仮
定すると、STAは、STA台数フィールドとダウンリンクSTA台数フィールドとに従って、リ
ソース割当指示情報がダウンリンク指示であるか、アップリンク指示であるかを判定する
ので、割当情報がダウンリンク割当情報であるか、アップリンク割当情報であるかを指示
する指示を、各割当情報用にリソース割当指示情報に対して付加する必要はない。たとえ
ば、スケジュールされたSTAの台数が16であり、かつダウンリンクSTAの台数が8である場
合、先頭の8個のリソース割当情報はダウンリンク割当情報の指示であり、残りの8個のリ
ソース割当情報はアップリンク割当情報の指示である。
【０１９４】
　同様に、図36のダウンリンクSTA台数フィールドは、アップリンクSTA台数フィールドに
置き換えられてもよい。アップリンクSTA台数フィールドを使用して、このスケジューリ
ング伝送におけるアップリンクのユーザ数、すなわちアップリンクにおいてスケジュール
されるユーザ数が指示される。その使用原理は上記の方法と同様である。たとえば、スケ
ジュールされたSTAの台数が16であり、かつアップリンクSTAの台数が8である場合、先頭
の8個のリソース割当情報はアップリンク割当情報の指示であり、残りの8個のリソース割
当情報はダウンリンク割当情報の指示である。このように、割当情報がダウンリンク割当
情報であるか、アップリンク割当情報であるかを指示する指示を、各割当情報用にリソー
ス割当指示情報に対して付加する必要がない状態が実現され得る。
【０１９５】
　上記のソリューションにより、WLANシステムにおける共通シグナリングのためのOFDMA
ベースの設計ソリューションが提供され、これによってWLANシステムにおける共通シグナ
リングのためのOFDMAベースの設計ソリューションが存在しないという先行技術の課題が
解決される。
【０１９６】
　実施形態8
　本発明の本実施形態では、STA3800を設けている。図38に示すように、STA3800は、生成
ユニット3801と、送信ユニット3802とを備える。
【０１９７】
　生成ユニット3801は、この送信がSU伝送である場合に、シグナリングを生成するように
構成されており、シグナリングはアクセスポイント識別子AP識別子IDフィールドと、帯域
幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインターバルGIフィールド
と、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送変
調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フィールドと、時空間
ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールドと、集約フィールド
と、平滑フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾tailフィールドとを備え、
ここでAP IDフィールドを使用して、APのIDが指示され、BWフィールドを使用して、シグ
ナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフィールドを使用して、こ
の送信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して、シグナリングに続くデ
ータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、STAIDフィールドを使用して、こ
のスケジューリング伝送におけるSTAの識別子が指示され、非プリアンブル部におけるデ
ータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドを使用して、非プリアンブル部におけ
るデータの伝送MCSが指示され、FEC符号化フィールドを使用して、非プリアンブル部にお
けるデータのデータ符号化モードが指示され、STBCフィールドを使用して、SU伝送におけ
るシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうかが指示され、NSSフィ
ールドを使用して、SU伝送において使用されるストリーム数が指示され、集約フィールド
を使用して、非プリアンブル部のデータが単一のメディアアクセス制御プロトコルデータ
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ユニットMPDUであるか、MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールドを使用して、ビ
ーム形成方式での送信に関する情報が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリン
グにおけるCRCフィールドの前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エ
ンコーダおよびデコーダ内がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、
シグナリングにおける最後の2つのフィールドである。
【０１９８】
　送信ユニット3802は、シグナリングを送信するように構成されている。
【０１９９】
　本実施形態のSTA3800は、上記実施形態6の方法を実行するように構成され得るので、本
実施形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、
したがってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０２００】
　実施形態9
　本発明の本実施形態では、AP3900を設けている。図39に示すように、AP3900は、受信ユ
ニット3901と、解析ユニット3902とを備える。
【０２０１】
　受信ユニット3901は、この送信がシングルユーザSU伝送である場合に、ステーションST
Aが送信するシグナリングを受信するように構成されており、シグナリングはAP識別子ID
フィールドと、帯域幅BWフィールドと、SU／マルチユーザMUフィールドと、ガードインタ
ーバルGIフィールドと、ステーション識別子STAIDフィールドと、非プリアンブル部にお
けるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドと、順方向誤り訂正FEC符号化フ
ィールドと、時空間ブロック符号化STBCフィールドと、空間ストリーム数NSSフィールド
と、集約フィールドと、平滑フィールドと、巡回冗長検査CRCフィールドと、末尾tailフ
ィールドとを備え、ここでAP IDフィールドを使用して、AP3900のIDが指示され、BWフィ
ールドを使用して、シグナリングに続くデータ伝送に必要な帯域幅が指示され、SU／MUフ
ィールドを使用して、この送信がSU伝送であることが指示され、GIフィールドを使用して
、シグナリングに続くデータ伝送に必要な巡回プレフィックスCP長が指示され、STAIDフ
ィールドを使用して、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子が指示され、非プ
リアンブル部におけるデータの伝送変調および符号化方式MCSのフィールドを使用して、
非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSが指示され、FEC符号化フィールドを使用して
、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モードが指示され、STBCフィールドを
使用して、SU伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどう
かが指示され、NSSフィールドを使用して、SU伝送において使用されるストリーム数が指
示され、集約フィールドを使用して、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか、
MPDUの集約であるかが指示され、平滑フィールドを使用して、ビーム形成方式での送信に
関する情報が指示され、CRCフィールドを使用して、シグナリングにおけるCRCフィールド
の前のフィールドが保護され、Tailフィールドを使用して、エンコーダおよびデコーダ内
がクリアされ、ここでCRCフィールドとTailフィールドとは、シグナリングにおける最後
の2つのフィールドである。
【０２０２】
　解析ユニット3902は、AP IDフィールドと、BWフィールドと、GIフィールドと、SU／MU
フィールドと、STAIDフィールドと、非プリアンブル部におけるデータの伝送MCSのフィー
ルドと、FEC符号化フィールドと、STBCフィールドと、NSSフィールドと、集約フィールド
と、平滑フィールドとを解析して、以下の情報をそれぞれ取得するように構成されており
、それらはすなわち、
　AP3900のID、シグナリングに続くデータ伝送に必要となる帯域幅およびCP長、この伝送
がSU伝送であるかどうか、このスケジューリング伝送におけるSTAの識別子、非プリアン
ブル部におけるデータの伝送MCS、非プリアンブル部におけるデータのデータ符号化モー
ド、SU伝送におけるシグナリングに続くデータ伝送がSTBC方式で実行されたかどうか、SU
伝送において使用されるストリーム数、非プリアンブル部のデータが単一のMPDUであるか
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、MPDUの集約であるか、ならびにビーム形成に関する情報であり、
　APのIDがAPのAP IDと一致しない場合、AP IDフィールドの後のフィールドに対する解析
が停止される。
【０２０３】
　本実施形態のAP3900は、上記実施形態6の方法を実行するように構成され得るので、本
実施形態で得られる技術的効果については、上記実施形態の説明を参照することができ、
したがってここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない。
【０２０４】
　上記の説明は、本発明の特定の実装形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定することを
意図するものではない。本発明で開示された技術的範囲内において、当業者が容易に想到
できる変形形態または置換形態であれば、これらはいずれも本発明の保護範囲に含まれる
ものである。したがって、本発明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に属するもの
とする。
【０２０５】
　当業者であれば、図9に加えて、本発明に関連するフレーム構造が図9aにさらに示され
得ることを理解でき、ここでアップリンクフレームまたはダウンリンクフレームにおいて
、シグナリングHEW－SIG1はレガシープリアンブルの後に位置しており、あるいはシグナ
リングHEW－SIG2がさらに含まれ、シグナリングHEW－SIG1はHE－SIG－Aを含み得るか、ま
たはHE－SIG－Bをさらに含む。具体的には、アップリンクフレームはまた、レガシープリ
アンブル（Lプリアンブル）と、シグナリングHEW SIG1とを含み得る。ダウンリンクフレ
ームのHEW－SIG2と、アップリンクフレームのLプリアンブル、HEW－SIG1、またはHEW－SI
G2は、任意で設けられる。HEW－SIG1のHE－SIG－AまたはHE－SIG－Bも、任意で設けられ
る。
【０２０６】
　ダウンリンクフレームにおいて、HEW SIG1は2つの部分に分割されていてもよい。シン
ボル長とシンボル数とが固定されている形態の固定MCSを使用して、第1の部分（これはHE
－SIG－Aと呼ばれ得る）を伝送し、これによって基本的なシグナリングを伝送し、かつ無
線フレームが11axのフレームフォーマット内にあるかどうかを判定する。第2の部分（こ
れはHE－SIG－Bと呼ばれ得る）については、可変長の異なる数のシンボルが使用されても
よく、ここで可変長の意味するところは、チャネル環境に従ってCP長が選択されていると
いうことである。HE－SIG－BのCP長とシンボル数とは、HE－SIG－Aにおいて指示されても
よい。SUシナリオでは、HE－SIG－Bの場合、シンボル長とシンボル数とは可変であっても
よく、またはCP長が固定されていてもよく、もしくはシンボル数が固定されていてもよく
、あるいはCP長とシンボル数との双方が固定されている。特定のSTAに対するシグナリン
グはまた、STAによって割り当てられたリソースの開始部分、たとえば、図9aにおけるダ
ウンリンクフレームのHEW－SIG2に位置していてもよい。
【０２０７】
　MUシナリオでは、APによって設定されたBSSにおけるチャネルの20MHzの各帯域幅で、第
1のシグナリングHE－SIG－Aが802．11aの副搬送波割当方式で繰り返し伝送されるとき、
第1のシグナリングHE－SIG－Aのフィールドは、図40a、図40b、および図40cに示すフォー
マット内にあってもよい。図41に示すように、データパケットを受信した後の受信側によ
るシグナリングHEW－SIG－Aの解析を表す概略フローチャートが、ここに例示的に示され
ている。MUシナリオでは、図40a、図40b、および図40cに示すHE－SIG－Aの指示方法につ
いて、伝送MCS、STAID／GID、伝送された時空間ストリーム数、特定のリソース位置に関
する指示、各STA向けであり、かつLDPCが使用されたかどうかを指示する指示、またはSTB
Cが使用されたかどうかを指示する指示などの特定のデータ部分に関するリソース指示情
報および構成パラメータは、指示を目的としてHE－SIG－B内に配置されている。
【０２０８】
　図41に示すように、図41は、STAによるシグナリングHEW－SIG－Aの解析を表す概略フロ
ーチャートである。通常STAは、HEW－SIG－A内のコンテンツを順次解析し、かつ解析によ
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って取得されたコンテンツに従って対応する動作を実行しているが、ここで詳細な説明を
繰り返し記載することはしない。
【０２０９】
　本発明の実装形態は、もちろん、別の特定のフレーム構造をさらに含んでいてもよい。
たとえば、SU／MUフィールドがSU伝送を示す場合、すなわちSUシナリオでは、APによって
設定されたBSSにおけるチャネルの20MHzの各帯域幅で、第1のシグナリングHE－SIG－Aが8
02．11aの副搬送波割当方式で繰り返し伝送されるとき、第1のシグナリングHE－SIG－Aは
、2つのOFDMシンボルを含んでいてもよく、各OFDMシンボルに搬送されるシグナリング情
報は、図40dにおいて示されている。HE－SIG－Aは、4つのOFDMシンボルを必要に応じて含
んでいてもよく、ここで第2のOFDMシンボルは第1のOFDMシンボルのコンテンツを有し、第
4のOFDMシンボルは第3のOFDMシンボルのコンテンツを有し、これはすなわち、第2のOFDM
と第4のOFDMシンボルとは、時間ドメインにおいて第1のOFDMシンボルおよび第3のOFDMシ
ンボルをそれぞれ反復したものであることを意味している。この場合、第1シンボルと、
第2シンボルと、第3シンボルと、第4シンボルとに搬送されるコンテンツが図40eに示され
ている。各OFDMシンボルはまた、周波数ドメインにおいて、必要に応じて反復されてもよ
く、各OFDMシンボルは12－bitの情報を搬送している。周波数ドメインで反復される4つの
OFDMシンボルを使用して搬送されるHE－SIG－Aのコンテンツは、図40eを使用して示され
ていてもよい。
【０２１０】
　HE－SIG－Aの伝送における確実性を確保するために、SU伝送中、HE－SIG－Aのシンボル
が時間ドメインで反復されるとき、反復されるシンボルを2つのみ使用して、HE－SIG－A
の情報を搬送してもよい。図40fに示すように、第2のOFDMシンボルは、時間ドメインにお
いて第1のOFDMを反復したものである。各シンボルは、シンボルの周波数ドメインで、必
要に応じて反復されてもよく、この場合、2つのシンボルに搬送されるHE－SIG－Aのコン
テンツは、図40fを使用して示されていてもよい。図40fにおいて示す時間ドメインまたは
周波数ドメインで反復されるシンボルを2つのみ使用して、HE－SIG－Aが搬送される場合
、HE－SIG－Bにおいて何らかの共通シグナリングを指示する必要がある。HE－SIG－Bは、
時間ドメイン反復伝送方法または周波数ドメイン反復伝送方法では伝送されない可能性が
あるが、各シンボル上で個別に伝送されている。HE－SIG－Bは、必要に応じて、上位MCS
を使用して送信されてもよい。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返
し伝送されなくてもよいが、APによって設定されたBSSの全チャネル上で伝送される。HE
－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されてもよい。MCS0を使用
して、20MHzの帯域幅でHE－SIG－Bが伝送される場合、HE－SIG－Bに搬送されるコンテン
ツは図40gおよび図40hに示され得る。図40gでは、SU伝送中に1つのシンボルのみを使用し
て搬送されるHE－SIG－Bが示されており、図40hでは、SU伝送中に2つのシンボルを使用し
て搬送されるHE－SIG－Bのコンテンツが示されている。MCS0より高い上位MCSを使用して
、または20MHzより高い帯域幅を使用して、HE－SIG－Bが伝送される場合、HE－SIG－Bに
よって搬送されるコンテンツの一部またはすべては、図40gおよび図40hと一致していても
よく、OFDMシンボルにおけるフィールドの組み合わせのみが異なっていてもよい。
【０２１１】
　SU伝送中、必要に応じて、3つのOFDMシンボルを使用してHE－SIG－Aのコンテンツが搬
送されてもよく、ここで各シンボルは周波数ドメインで反復され、よって各OFDMシンボル
は、12－bitの情報を搬送することができる。3つのOFDMシンボルに搬送されるHE－SIG－A
のコンテンツは、図40i、図40j、および図40lにおいて、別々に示されていてもよい。図4
0iに示すHE－SIG－Aを使用する場合、HE－SIG－B部分は必要ではない可能性がある。図40
jに示すHE－SIG－Aが使用される場合、HE－SIG－B部分は、SU伝送中のシグナリングの指
示を補うために必要とされる。HE－SIG－Bは、時間ドメイン反復伝送方法または周波数ド
メイン反復伝送方法では伝送されない可能性があるが、各シンボル上で個別に伝送されて
いる。HE－SIG－Bは、必要に応じて、上位MCSを使用して伝送されてもよい。HE－SIG－B
は、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されなくてもよいが、APによって設
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定されたBSSの全チャネル上で伝送される。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域
幅で繰り返し伝送されてもよい。MCS0を使用して、20MHzの帯域幅でHE－SIG－Bが伝送さ
れる場合、HE－SIG－Bに搬送されるコンテンツは図40kに示され得、ここで1つのOFDMシン
ボルを使用して、HE－SIG－Bのコンテンツが搬送されている。MCS0より高い上位MCSを使
用して、または20MHzより高い帯域幅を使用して、HE－SIG－Bが伝送される場合、HE－SIG
－Bによって搬送されるコンテンツの一部またはすべては、図40kと一致していてもよく、
OFDMシンボルにおけるフィールドの組み合わせのみが異なっていてもよい。SU伝送中であ
り、かつ図40lに示すHE－SIG－Aが使用される場合、HE－SIG－B部分は、SU伝送中のシグ
ナリングの指示を補うために必要とされる。HE－SIG－Bは、時間ドメイン反復伝送方法ま
たは周波数ドメイン反復伝送方法では伝送されない可能性があるが、各シンボル上で個別
に伝送されている。HE－SIG－Bは、必要に応じて、上位MCSを使用して送信されてもよい
。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されなくてもよいが、A
Pによって設定されたBSSの全チャネル上で伝送される。HE－SIG－Bは、必要に応じて、20
MHzの各帯域幅で繰り返し伝送されてもよい。MCS0を使用して、20MHzの帯域幅でHE－SIG
－Bが伝送される場合、HE－SIG－Bに搬送されるコンテンツは図40mに示され得、ここで2
つのOFDMシンボルを使用して、HE－SIG－Bのコンテンツが搬送されている。HE－SIG－Bが
、必要に応じてMCS0より高い上位MCSを使用して、または20MHzより高い帯域幅を使用して
伝送される場合、HE－SIG－Bによって搬送されるコンテンツの一部またはすべては図40m
と一致していてもよく、OFDMシンボルにおけるフィールドの組み合わせのみが異なってい
てもよい。
【０２１２】
　HE－SIG－1のシグナリング構造が図40f～図40mにおいて示されている場合、図42では、
データパケットを受信した後の受信側によるシグナリングHEW－SIG－1の解析を表す概略
フローチャートが例示的に示され、ここでは詳細な説明を繰り返し記載することはしない
。
【０２１３】
　別の実施例では、図9aに示す構造において、かつSU伝送である場合、ダウンリンクフレ
ームにおけるHE－SIG－1の構造、フィールド、またはシーケンスは、アップリンクフレー
ムのものと同様であり得る。MU伝送の場合のダウンリンクフレームにおけるHE－SIG－1の
コンテンツ、構造、およびシーケンスについては、上記の実施形態で説明したが、アップ
リンクフレームにおけるHE－SIG－1の構造、フィールド、またはシーケンス、特にHE－SI
G－Aの構造、フィールド、もしくはシーケンスは、ダウンリンクフレームにおけるHE－SI
G－Aのものと一致していてもよいが、具体的には搬送されるコンテンツが異なっている可
能性がある。
【０２１４】
　具体的には、アップリンク伝送中、APによって設定されたBSSにおけるチャネルの20MHz
の各帯域幅で、HE－SIG－Aは802．11aの副搬送波割当方式で繰り返し伝送される。APおよ
び／または別のSTAがHE－SIG－Aを解析できるように、アップリンクマルチユーザ伝送中
、アップリンクマルチユーザ伝送を実行するSTAは、HE－SIG－A内で同一のコンテンツを
送信し、かつ形成される無線インターフェースの波形が確実に一致するようにする必要が
ある。同一の波長を形成するために、複数のSTAによって送信される同一の波形が無線に
おいて重複される。この場合、各STAのHE－SIG－Aは同一のコンテンツを搬送している。S
TAまたはAPは、HE－SIG－Aを解析した後にのみ、この伝送がダウンリンク伝送であるか、
アップリンク伝送であるかを確認するので、アップリンクで伝送されるHE－SIG－Aのシン
ボル数、フィールド、および構造は、ダウンリンクで伝送されるHE－SIG－Aのものと一致
している必要がある。
【０２１５】
　マルチユーザ伝送においてすべてのSTAによってアップリンクで送信されるHE－SIG－As
の波形が確実に一致するように、すべてのSTAによって送信されるHE－SIG－Asのフィール
ドのコンテンツは同一である必要がある。スケジューリングはアップリンク伝送でAPによ
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って実行され、かつアップリンク伝送の受信側はAPであるので、APはアップリンク伝送の
関連パラメータ情報とリソース構成情報とを確認する。このようにして、アップリンクマ
ルチユーザ伝送におけるHE－SIG－Aの伝送パラメータおよびリソース構成情報は、初期設
定により構成され得、たとえばアップリンクマルチユーザ伝送時のすべてのSTAのHE－SIG
－Asにおけるフィールド値は0、または特定の規定フィールドもしくはシーケンスに設定
されている。
【０２１６】
　しかしながら、一部のフィールドは、受信側または他のSTAに対して対応する情報を指
示する必要があるため、フィールドを規定値に設定することはできないが、実際の状態に
則して対応する情報を指示する必要がある。これらのフィールドには、SU／MU指示フィー
ルド、AP IDフィールド、TXOP伝送継続時間フィールドなどが含まれるが、これらに限定
されない。SU／MU指示フィールドは、次期無線フレームがシングルユーザ伝送SUであるか
、マルチユーザ伝送MUであるかを指示する必要があり、よって実際の状態に則して指示を
行う必要があるので、受信側では正しいフレームフォーマットによって受信を行うことが
できる。AP IDフィールドを使用して、無線パケットに関連するAPの情報が指示されるの
で、無線フレームがAPもしくはSTAに関連しているかどうかを別のAPまたはSTAが判定する
。無線フレームがAPまたはSTAに関連している場合、APまたはSTAは、引き続き無線パケッ
トを受信し、かつ解析する。無線フレームがAPもしくはSTAに関連していない場合、APま
たはSTAは受信を直ちに終了するか、または解析を停止する。したがって、AP IDフィール
ドはまた、実際の状態に則して指示を行う必要があり、またこれを、任意で初期設定によ
り構成することはできない。TXOP伝送継続時間フィールドを使用して、APの現在のスケジ
ューリング期間における残余継続時間が指示されるので、別のAPまたはSTAが、チャネル
を占有する際の残余継続時間に関する情報を取得し、かつNAV情報を構成する。したがっ
て、TXOP伝送継続時間フィールドもまた、任意で初期設定により構成されるのではなく、
実際の状態に則して構成される必要がある。
【０２１７】
　なお、SU／MU指示フィールド、AP IDフィールド、TXOP伝送継続時間フィールドなどが
、実際の状態に則して指示を行う必要があり、かつこれらを任意で構成することができな
いとしても、アップリンクマルチユーザ伝送におけるSTAのフィールドの構成は同一とな
る必要があり、これはすなわち、アップリンクマルチユーザ伝送においてSTAのSU／MU指
示フィールド、AP IDフィールド、およびTXOP伝送継続時間フィールドによって搬送され
るコンテンツが同一である必要があるということを意味している。SU／MU指示フィールド
を使用して、シングルユーザ伝送であるか、マルチユーザ伝送であるかが指示され、よっ
てアップリンクマルチユーザ伝送におけるSTAのSU／MU指示フィールドは、相互に容易に
一致している。AP IDフィールドを使用して、次期無線フレームに関連するAPの情報が指
示され、かつアップリンクマルチユーザ伝送のSTAが同一のAPに対してアップリンク伝送
を実行するため、アップリンクマルチユーザ伝送におけるSTAのAP IDフィールドは、相互
に容易に一致している。TXOP伝送継続時間フィールドを使用して、APの現在のスケジュー
リング期間における残余継続時間が指示されるので、別のAPまたはSTAが、チャネルを占
有する際の残余継続時間に関する情報を取得し、かつNAV情報を構成する。アップリンク
マルチユーザ伝送におけるSTAについては、情報は一致しているが、ダウンリンクフレー
ムのSIG部分において指示されるTXOP伝送継続時間およびダウンリンクフレームの継続時
間に従って、情報を計算する必要がある。ダウンリンクフレームからアップリンクフレー
ムへの遷移における中間フレーム継続時間と、ダウンリンクフレームおよび／またはアッ
プリンクフレームの前のプリアンブル継続時間（プリアンブルは2つの部分、すなわちレ
ガシープリアンブルとHEWプリアンブルとを含み得る）とに対して、状況に応じて、さら
に計算を行う必要がある。
【０２１８】
　なお、SUとは、ここでは1つのステーション（ユーザ）のみが伝送を実行することを意
味し、MUとは、複数のステーション（ユーザ）が同時に伝送を実行することを意味し、ま
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たこれにはMU－MIMOやOFDMAなどの方法が含まれるが、これらに限定されない。これらに
関する上記の図およびその説明は、HE－SIG－AまたはHE－SIG－Bによって搬送されるコン
テンツの例に過ぎず、よってフィールドの具体的な順序が調整されてもよく、あるいは一
部のフィールドのみ、またはいくつかのフィールドの組み合わせが搬送されてもよい。
【符号の説明】
【０２１９】
　　10　無線ローカルエリアネットワーク（WLAN）
　　20　アクセスポイント（AP）
　　21　ホストプロセッサ
　　22　ネットワークインターフェース
　　23　メディアアクセス制御（MAC）
　　24　物理層（PHY）
　　25　トランシーバ（TX／RX）
　　26　アンテナ
　　30　ステーション（STA）
　　31　ホストプロセッサ
　　32　ネットワークインターフェース
　　33　メディアアクセス制御（MAC）
　　34　物理層（PHY）
　　35　トランシーバ（TX／RX）
　　36　アンテナ
　　40　L－STA
　　2200　アクセスポイント（AP）
　　2202　生成ユニット
　　2203　送信ユニット
　　2204　受信ユニット
　　2400　ステーション（STA）
　　2401　受信ユニット
　　2402　解析ユニット
　　2403　読取ユニット
　　2404　判定ユニット
　　2405　送信ユニット
　　2600　アクセスポイント（AP）
　　2601　プロセッサ
　　2602　トランスミッタ
　　2603　レシーバ
　　2800　ステーション（STA）
　　2801　レシーバ
　　2802　プロセッサ
　　2803　トランスミッタ
　　3800　ステーション（STA）
　　3801　生成ユニット
　　3802　送信ユニット
　　3900　アクセスポイント（AP）
　　3901　受信ユニット
　　3902　解析ユニット
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